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入学を祝して

歯学部長　前　田　健　康

入学を祝して

晴れやかに入学の日を迎えられたみなさん、そ
して保護者ならびにご家族の皆様、ご入学、誠に
おめでとうございます。新潟大学歯学部に入学さ
れた皆さんに、教職員を代表して、心からお祝い
と歓迎の意を表します。新潟大学歯学部で新入生
の皆さんの能力をさらに大きく伸ばすことができ
るよう、私たち教職員も全力を尽くしたいと思い
ます。

み な さ ん は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症
（COVID-19）の拡大という厳しい環境の中、熾
烈な競争を勝ち抜き、入学の喜びを噛みしめてい
ると思います。受験勉強が人生を燃焼させて抜け
殻を生んでしまう、いわゆる燃え尽き症候群とい
う言葉を聞いたことがあるかと思います。もちろ
ん、休憩や充電期間が必要なのは当然ですが、み
なさんが入学した歯学部を卒業したあかつきに
は、国家試験に合格しなければなりません。その
ためには、常日頃の精進が必要です。噺家が真打
ちに昇進し、お披露目の会を開く際に、師匠連は
必ず、「本人、これからも勉強致しまして」とお
祝いの披露口上を述べます。受験戦争を勝ち抜い
たあとも、勉強は続きます。また、卒業しても勉
強は一生つづきます。

新潟大学歯学部の教育目標は、「包括的医療を
行うことのできる有能かつ感性豊かな歯科医師の
育成、歯科医学発展のために指導的な人材および
保健・医療・福祉に貢献する専門職業人の育成」
であり、「学生自身が自ら学ぶ」ということを教
育の柱としています。諸君がこれから大学で学ぶ
講義、実習の内容は社会に出るときのスタートラ
インに立つための内容でしかありません。人生
100年時代といわれる長い人生を過ごしていくに
は、日々進歩する学問を常に修得する必要があり

ます。そのためには自ら学んでいくという態度が
不可欠です。また、医療・福祉を目指す者は、問
題を発見し、自ら学習し、問題を解決していかな
ければなりません。

COVID-19の拡大により、教育活動も含め、日
常生活にも大幅な制限が加えられています。昨年
度は、私ども歯学部でも、オンライン講義等によ
る非対面型講義が実施され、実習・演習の開始時
期が延期となるとともに、数々の行事が中止とな
りました。このような中、私ども教職員は通常と
同じ教育効果をあげるべく努力しているわけです
が、教員の力だけで今まで以上の教育効果をあげ
ることができるかは、はなはだ疑問です。教育と
は教員から学生に知識を授けることと思いがち
が、辞書をひもとくと「教育とは知識・技能を修
得させたり、人間形成を図ったりする目的で人に
様々なことを教えること」とあります。一方、教
育を成功させるには教育を受ける者の重要性も指
摘され、「教育は教えられる者がその教える者の
行為やその内容を受け入れることによって、はじ
めて成り立つ」と記しているように、教育とは教
員と学生の共同作業です。我々教職員と共に、
日々進歩する歯科医学、口腔保健医療・福祉を学
び、自分の将来の夢を実現できるよう、努力しま
しょう。

このコロナ禍の中、歯学部専門科目では、教職
員はもとより、学生の高い自覚により、いち早く
対面型講義、実習を再開し、新学期からもこの方
針を貫いていきます。コロナ禍での大学教育は学
生諸君の良識ある行動によって支えられていま
す。制限のある時期ですが、勉強だけでなく、ク
ラブ活動、ボランティア活動などさまざまな社会
経験をし、歯学部以外にも多くの友人を作り、教

特集 １
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養のある社会人となるよう人間性を磨いてほしい
と思います。

新しい生活様式の下、これらの活動は現時点で
はこれまでのようにできないかもしれません。簡
単ではないからこそ、皆さんの柔軟な発想が求め

られ、アイデアが活かされる貴重な経験となりま
す。そして、社会の期待に応える医療人を目指
し、これから充実した学生生活を過ごし、卒業時
に今年度新入生および保護者の皆様全員で喜びを
分かち合いたいと思っています。
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歯学部入学おめでとう

新潟大学医歯学総合病院　副病院長　小　林　正　治

令和 3 年度の新入生の皆さん、ご入学誠におめ
でとうございます。また、ご親族の皆様にも心よ
りお祝いを申し上げます。

昨年より 1 年余りにわたる新型コロナウイルス
感染症の拡大というパンデミックに、世界中が振
り回されてきました。皆さんも、通常の授業や生
活が送れないという特殊な状況の中で、苦労やス
トレスは相当のものだったと思います。そうした
辛い思いの中、不安と闘いながら、逆境をはねの
け、克服されての入学ですので、その喜びも一入
かと思います。

皆さんは学びの新たなステージに入られまし
た。この節目の時に、今一度皆さんがこれから学
ぶ学問について、どのように対峙してモチベー
ションを高めていくべきかを考えてみてくださ
い。学問の面白味や醍醐味は、その入り口では見
出しにくいものです。学び、そして探究するため
のエネルギーは、皆さん自身の志や信念から生み
出されるものです。そして、そのエネルギーの質
と量こそが、皆さんの大学での学びを飛躍させる
決定的要因となります。知的好奇心と貪欲な探究
心をもって、そのエネルギーをわれわれが提供す
る教育プログラムへの挑戦に注ぎ、その過程で新
たな興味を引き起こす循環を作ってもらいたいと
思います。

私が好きな本に「14歳からの哲学　考えるため
の教科書」というものがあります。著者は池田晶
子さんという哲学者で、中学や高校での副読本に
も採用されているようですので、読まれた方もい
るかもしれませんが、私は残念ながら14歳ではな

く44歳の時にこの本に出合いました。答えを教え
てくれる本ではありませんが、人生の考え方を教
えてくれる本です。大学での生活は、皆さんがこ
れからの人生を生きていくためのアイデンティ
ティを確立する時期になります。皆さん自身の
様々な経験の中で、いろいろなことを考え、知性
と感性を育んでいただきたいと思います。また、
いろいろなことにチャレンジをしてください。失
敗や挫折も、人として成長するための糧となりま
す。そして、人間性豊かな医療人としてのアイデ
ンティティを確立していただきたいと思います。

皆さんが、新潟大学歯学部での学業を順調に進
まれますと、新潟大学医歯学総合病院において臨
床実習を受けていただくことになります。新潟大
学医歯学総合病院は、我が国有数の伝統をもつ基
幹病院でありますとともに歯学部・医学部の教育
病院でもあり、多くの医療人を輩出してきまし
た。本院の理念は、「生命と個人の尊厳を重んじ、
質の高い医療を提供するとともに、人間性豊かな
医療人を育成する」というものであります。われ
われは、優秀な医療人を育てたいと考え、診療参
加型の教育プログラムを用意して皆さんを待って
います。

新潟は、豊かな自然に囲まれ、豊富な食材とそ
の美味しさは目を見張るものがあります。また、
様々な伝統文化も根付いた魅力ある街でもありま
す。皆さんのこれからの活躍に期待するととも
に、皆さんが新潟の地で楽しく充実した学生生活
を送ってくれることを願っています。
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入 学 者 の こ と ば

大学生になって

歯学科 1 年　難　波　秀　昭

2002年生まれは不幸であ
ると聞いたことはあるだろ
うか。小中高の修学旅行で
の目玉を見ることが出来な
かったという話だ。私の場
合、日光東照宮や清水寺の
工事、首里城の消失といっ

たものに当たってしまい、思えば、修学旅行の思
い出の中には常に工事現場の足場の風景があっ
た。だから、私の代で大学入試が変わったこと
も、緊急事態宣言から始まった受験生活も2002年
生まれのせいなのかと思わせた。

はじめての共通テストに対し、自信をもって指
導をできる先生は少なかった。情報がほとんどな
かったからである。孤独と不安は常に背後にあっ
た。あんなに一年を長く感じたのは初めてであっ
た。

そんな毎日が合格通知によって大きく変化し
た。受験勉強が終わった事を自覚したとき、した
いと思っていたことが何もなかったことに驚い
た。早く受験が終わればいいのにと、どれだけ
思った事だろうか。しかし、その先の生活につい
ては全く考えていなかった。まさか一人暮らしが
始まるとは思いもしなかった。地図で見た新潟
は、思っていたよりも東京から離れていた。

一人暮らしは大変である。自分のことはすべて
自分でしなければならない。今までどれだけ母に
頼っていたのか思い知らされる。一人だけの家に

残された使った食器たちほど嫌なものはない。し
かし、一人暮らしは楽しい。夜遅くまで友達と遊
んでいても、好きなものを買っても、すべては法
の下に自己責任の上で許されている。これぞ大学
生活だ。

コロナ禍で不完全燃焼に終わった高校の部活動
の経験から、大学では 2 つの部活に参加し、今度
こそは思い切り楽しみたいと考えている。そし
て、良い友達や先輩方との出会いに感謝したい。
また、様々な交流の中で、自分の価値観も大きく
変わった。丁度、男子校の環境が如何に異質だっ
たのかを感じているところである。

自分の中で大きく変わったものといえば、歯科
医師に対する認識である。高校までは、親や親戚
が身近な歯医者として居た。ただ、実家から離れ
た新しい環境で、先輩やOBの先生方の話を聞い
たり、早期臨床実習での講義を聞いたりするうち
に、より具体的な未来を考えるようになった。そ
して、歯科医師としての両親が大変に偉大に感じ
るようになり、改めて誇りに思うようになった。

ポストコロナの日本は不透明で、不安なところ
も多い。そこで私は、これからの医療がどのよう
な変化を遂げるのか、新しい歯科医の在り方とは
何かについて新潟大学で学び、友と語り合う中で
見定めていきたいと思う。この先、多くの山谷を
乗り越えていくだろう。ただ、それを運命として
受け入れるのではなく、自らの手でつかみ取った
未来にしたいと思っている。

だから私は、もう2002年生まれを不幸だとは思
わない。ピンチはチャンスという言葉を胸に前に
進む。
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歯学部に入学して

歯学科 1 年　塩　原　匠　翔

私が、新潟大学の歯学部に入学してからおよそ
3 ヶ月が経過しました。まだまだ新型コロナウイ
ルスも猛威を奮っており、様々な行動が制限され
ています。私たちも去年と同様に早期臨床実習で
実際に病院内に入るということが叶いませんでし
た。しかし、去年の先輩方よりも対面型の授業が
増えているため、同期と少しずつではありますが
仲良くなることができていると感じます。これか
ら 6 年間ずっと一緒に学んでいく仲間たちともっ
と仲良くなれるように努力していこうと思いま
す。

さて、時節柄まだまだ非対面型の授業が多く、
一週間のうちの約半分をお家で引きこもっている
ような私ですが、最近熱中していることがありま
す。それはお料理です。こんなご時世柄ですから
外食に頼ることも憚られるので、なるべく自分で
簡単なものは作ろうと思ってインターネットを見
ながら試行錯誤して作っています。なんやかんや
失敗もしながらですが少しずつ作れるものが増え
てきて、とても達成感を感じています。自粛生活
もマンネリ化してきてしまった方はお料理してみ
るのはどうでしょう？案外私のように楽しくなっ
てしまって、ハマってしまうかもしれませんよ？

（笑）
私が、この 3 ヶ月ちょっとの間で一番心に残っ

た授業は早期臨床実習です。数少ない対面の授業
で、同期と一緒に同じ空間で同じ目標に向かって
進んでいけるというのはモチベーションにも繋が
りますし、何より楽しく感じます。また、もとも
と興味のある分野のさらに詳しいところまで教え
ていただけることもあり、普段のGコードの授業
よりも真剣に聞いてしまっている気がします。自
分がこれまで知らなかった専門の科のプロフェッ
ショナルから歯学の専門科についての深い知識を
学ぶことができるのでとても参考になるし、何よ
り新しい知識を得ることはとても楽しいです。自
分の将来に直接生きるものになってくるので、こ
れからもっとより真剣に授業に取り組んでいきた

いと思います。
歯学科の幹事にノリとテンションだけでなって

しまった私ですが、仕事を引き受けたからには全
力で自分にできることをやっていきたいと思って
います。もっと同期のみんなや先輩方と学部内外
関係なく仲良くなって大学生ライフをエンジョイ
すると共に、今後 6 年間同じ志を持つ仲間たちと
ともにしっかりと学習を重ねていき、将来立派な
歯科医師になって多くの人の役に立てる人間にな
れるように全力で頑張っていこうと思います。ま
だまだ未熟なところの多い私ですが、「コツコツ
努力することができる」という自分の長所を生か
して様々な部分をカバーしていこうと思います。
同期のみんなや先輩方、そして教授の皆様方、こ
れからどうぞよろしくお願いします。

入学者のことば

歯学科 2 年次編入生　平　岡　望　々

新潟大学の歯学科に編入
し、早くも三か月が過ぎま
した。編入学が決まってか
らは、歯科医師を志す学生
として始まる新生活に期待
がふくらみました。一方
で、岡山県出身である私は

瀬戸内海の温暖な気候で暮らしたことしかなかっ
たので、気候も異なる遠く離れた新潟での生活に
うまくやっていけるのか、知り合いも頼る人もい
ないけれど大丈夫なのかとコロナ禍での勉強や学
校のこと以外にも不安が多くありました。しかし
今では友達もでき、オンラインと対面で行われて
いる授業の勉強や課題に追われつつも、充実した
日々を過ごしています。

私は、高齢化が進む日本において、縁の下の力
持ちとなって口腔の健康やQOLの向上を支える
歯科技工士に魅力を感じ、以前の大学では歯科技
工を学び、免許を取得しました。しかし歯科技工
を専攻する中で、自分が想像していたものと現実
では大きなギャップがあり、歯科技工士が減少し
ている事や労働環境が良くない事に私は大きな衝
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撃を受けました。そしてベトナムでの海外研修に
参加し、現地で働く日本人歯科技工士の方から、

「体制や環境が整っていなければ医療従事者は免
許があっても無力だ」という話を伺い、強く印象
に残りました。以来、私は「患者さんにとっての
幸せは何なのか」「働きやすい環境・体制とは何
なのか」考えるようになり、将来は医療従事者を
取り巻く環境を整え、安心安全かつ高度な医療を
提供することで人々の健康を支えたいと思うよう
になりました。編入学を決意したのは、「自分の
専門分野の臨床現場で働くだけでは見えてこな
い、歯科に限らず医科も含めた医療行政の全体像
を把握し、医療従事者と患者さんの双方に寄り添
うような医系技官になることで、日本の保健医療
の方向性を先導できるような人になりたい」と考
えるようになったからです。とても壮大な目標を
立てていますが、歯科技工を学んでみたいと思っ
ていた頃には全く想像もしていませんでした。で
すが、編入学が決まり、改めて自分自身の思いを
形にできる機会を得られて感謝しています。

私は現在 2 年生で、主に基礎科目を学んでいま
す。未だ詳細に解明されていないような分野もあ
るため、やはり難しい学問だと思うこともありま
すが、臨床現場と結びつくような点も多く、実際
に歯科医師として働くときにどのようにそれらの
知識が活用されているのかを考えるととても興味
深いです。また、私は主に技工サイドでの知識を
学んでいたので、これから徐々に臨床科目が増
え、特にチェアサイドでの知識や技術を学ぶこと
をとても楽しみにしています。卒業まであと 5 年
ありますが、まずは医療従事者と患者さんから信
頼される良い歯科医師になれるよう、スタートラ
インに立てるまで新潟での長い学生生活を楽しみ
つつ、目標に向かって粘り強く取り組みたいと思
います。

より充実した生活を送るために

口腔生命福祉学科 1 年　佐々木　朱　里

新潟大学に入学して早い
もので、もう 3 か月が経ち
ました。去年ほどは新型コ
ロナウイルスの影響を受け
ていないとはいえ、やはり
今年もすべて対面授業には
なりませんでした。休みの

日は友人との予定がなければ家でゆっくり過ごす
私にとっては、平日学校に行くことが運動不足解
消の手助けとなるので対面授業がどのくらい入る
のか気になっていました。実際は、 1 年時は一般
教養科目が入るので五十嵐キャンパスに 2 回、旭
町キャンパスに 1 回の合計週 3 回でした。これか
ら毎日学校に行かなくてはならなくなるのかと思
うと正直今くらいの外出頻度が丁度いいと感じま
す。このように思っている人は案外多いのではな
いでしょうか。そして、口腔生命福祉学科は20人
しかいないことや学科の先生方が開いてくださっ
た新入生交流会のおかげですぐに顔と名前を覚え
ることが出来ました。まだクラスというものがな
いので、まだ曖昧だったりどんな特徴なのかはこ
れから知ることになっていくと思いますが、それ
も含めて楽しみです。部活動についてですが、私
は全学部ではなく、医歯学ダンス部にはいること
にしました。もともとクラシックバレエを習って
いたのですが、辞めてから何年もたっていたので
アップや柔軟で既にブランクを感じました。今ま
で習ったことの無いキレのあるダンスを習得すべ
く、ヒップホップのグループに入り、いまは先輩
たちに優しく指導してもらい、同学年の仲間と一
緒に楽しく部活に勤しんでいます。次に、入学し
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た際に、個人的に気になっていたことが、バイト
をする暇があるのか？という事でした。私は受験
生時代にお世話になっていた塾でバイトをさせて
もらっていますが週 2 回入れて丁度いいか、もう
少し余裕があるかくらいです。これから後期にな
るにあたってどのくらい授業が入るのか分かりま
せんが、臨機応変に対応する力、周りを見て気を
使えるようになるために社会に少し出て、自分で
働いてお金を稼いでみる、という経験が出来てい
ることにとても充実感を得ています。私は生まれ
も育ちも新潟なので実家から大学へ通っていま
す。ですので、ひとり暮らしをすることによって
得られる知恵や体験をすることが出来ません。そ
こで、お皿洗いや洗濯、掃除に料理など、実家を
出てから必ず必要になる家事を家ですることにし
ています。しかし、ずっと家に私だけがいる訳で
はなく、親が日中の間にやってくれることがほと
んどで、なかなか 1 人で全てをこなすことが難し
いです。これを考えると今実際に一人暮らしをし
て、バイトや部活、もちろん学校生活もしっかり
やりくりしている友人たちや先輩をとても尊敬し
ます。最後になりましたが、大学生活を楽しく送
るにあたって、自分の心の余裕を持つことがとて
も大切だと思いました。人に思いやりを持って接
する、時間に余裕を持てるように課題をすぐに終
わらせる、金銭的に余裕ができるようにバイトに
勤しむ、これを着々とこなしていくことが充実し
た生活を送る秘訣だと思うので、私もこれを念頭
に日々過ごしていきたいです。

入学者のことば

口腔生命福祉学科 1 年　大　畠　夢　生

新潟大学に入学してから、あっという間に 3 か
月が経ちました。合格した時の嬉しさや、大学生
活への期待と不安とともに迎えた入学式を今でも
覚えています。これを機に、これまでの大学生活
を振り返りたいと思います。初めの頃は履修登録
やパソコンの操作に苦戦し、不安の多い毎日を過
ごしていました。また、対面型と非対面型の講義
が混在しているので、初めは慣れなかったのです

が、今では大学生活にも慣れて、友達もでき、充
実した日々を送っています。

早期臨床実習は、例年、医歯学総合病院で患者
付き添い実習、患者役実習、治療見学実習が行わ
れていますが、新型コロナウイルスの影響で、病
院内に入れず、対面型の講義と非対面型のグルー
プワークが行われています。対面型の講義では、
医歯学総合病院の各診療科の先生方から専門診療
室の説明をしていただきます。 1 年生のうちから
各診療科について知ることで、歯学に対する興味
がさらに増しました。そして、理想の歯科衛生
士、社会福祉士像を想像することができました。
非対面型のグループワークでは、「歯科における
専門診療科の必要性を考察する」ために、議論を
し、最終的に全体発表をします。グループワーク
を通して、自分の意見を持ち、しっかりと伝える
重要性や、お互いの意見をまとめる難しさを実感
しました。このようなコミュニケーション能力は
医療現場でも必要不可欠だと思うので、普段の生
活でも積極的に多くの人とコミュニケーションを
とっていきたいです。

5 月には、先生方に口腔生命福祉学科 1 年生の
交流会を開催していただきました。口腔生命福祉
学科 1 年生は20人と少ないため、仲の良い関係を
つくれるか不安でした。しかし、アイスブレイク
などを通して、これから 4 年間を共に過ごす仲間
との友好を深められたと思います。先生方、この
ような場を作っていただきありがとうございまし
た。

歯学部の部活動はとても充実しています。魅力
的な部活動が多くあり、入部する部活を決めるの
にとても迷いました。最終的に、私は歯学部バス
ケットボール部に入部しました。私は約 3 年間バ
スケットボールから離れていたので、体力がな
く、すぐに疲れ果ててしまいます。体力を取り戻
して、少しでも上達できるようになりたいです。
先輩方が優しく教えてくださり、楽しく活動して
いるので、入部して良かったと感じています。

これからの大学生活では、様々なことを自主的
に学びたいと思います。大学生だからこそ経験で
きることや新しいことにも積極的に挑戦していき
たいです。そして、大学での学びを通して、将来
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どのような歯科衛生士、社会福祉士になっていき
たいのかを考え、理想とする姿に成長できるよう
に努力していきたいと思っています。これからの
4 年間は楽しいことばかりではなく、様々な困難
にも直面すると思いますが、応援してくれる家
族、支えてくださる先生方への感謝の気持ちを忘
れずに、仲間と切磋琢磨し、 4 年間の大学生活を
過ごしていきたいです。

入学者のことば
口腔生命福祉学科　 3 年次編入生 

佐々木　史　佳

私は短期大学で 3 年間歯
科衛生士の勉強をし、今年
の 3 月に国家試験を受けて
免許を取得後、口腔生命福
祉学科に編入しました。

実は私の出身短期大学か
らは卒業後すぐに進学する

人は私が初めてだったため、同級生からは「なぜ
また大学に行くのか」「どうしてすぐ働かないの
か」などよく聞かれました。私が編入を考えた
きっかけには、短期大学での様々な実習の経験が
関わっていると思います。地域の歯科診療所、小
学校、保育所、大学病院、障害者施設などで多く
の患者様や利用者様と触れ合い、気付いたことや
見えてきたことがありました。対象者との会話や
口腔内の状況から、普段どのような暮らしをして
いるのか、何を生活課題としているのかなども見
えてくるようでした。歯科衛生士はすべての年代
の方を対象にお口の健康をサポートします。その
ために、より人々の生活に密着した支援ができる
ようになりたいと思い、編入して社会福祉の勉強
も始めました。

口腔生命福祉学科の編入生は英語などのGコー

ド科目や福祉系の科目を主に勉強しています。英
語の授業は英語での会話がメインであることに驚
き、初めはついていくのに精一杯でした。最近で
は少し慣れてきて、会話を楽しめるようになって
きたように思えます。また、 4 月の何もわからな
いうちに福祉施設の見学実習が 3 回あったことに
も戸惑いました。しかし自分の頭の中がまっさら
な状態で福祉の現場を見たことで、それぞれが印
象に残り、学習するうえで注目すべきところが見
えてきたと感じました。そして、 6 月からは福祉
系の各科目でPBLも始まりました。提示された
シナリオの中から事実や疑問点を抽出し、自分た
ちで設定した学習課題に取り組むという勉強の仕
方は初めてで、入学前から楽しみにしていたこと
のひとつでした。まだ数回しか行っていません
が、グループ討議では他の人の発表を聴いて毎回
刺激を受けます。自分が気付かなかったことを補
足してもらえたり、理解できるように一緒に考え
たりできることがPBLの醍醐味なのではないか
と感じているので、それを一層楽しめるようにこ
れからも取り組んでいきたいと思います。

こうして入学前に想像していたよりも忙しい生
活を送っていますが、第 2 のキャンパスライフを
満喫しようと思って始めたこともいくつかありま
す。敢えて全学の部活に入ったこと、必修ではな
い科目を受講していること、ボランティア活動を
始めたこと、バイクの免許を取ったことなどで
す。細かく話すと長くなるので割愛しますが、い
ずれも今まで自分がいた世界とは全く違うところ
に飛び込んだことになります。そこで色々なタイ
プの人と出会い、確実に自分の世界は広がりまし
た。自分の知らない自分に出会えることも、将来
を考えるうえで必要になってきます。 2 年間と短
い学生生活ですが、多くの経験を積んで様々なも
のに触れ、学生として学べる機会を大切に過ごし
ていきたいと思います。
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入学者のことば
組織再建口腔外科学分野　大学院 1 年 

笠　原　公　輝

今年度より、新潟大学大
学院医歯学総合研究科の組
織再建口腔外科学分野へ入
学した笠原公輝です。“か
さはらまさき”と読みま
す。よろしくお願いしま
す。この度入学者として、

歯学部ニュースへの執筆の機会をいただきました
ので、僭越ながら寄稿いたします。

出身は新潟県で、新潟大学歯学部を卒業しまし
た。学生時代は口腔外科に興味があり、大学院に
進学するなら口腔外科かなと漠然と考えていまし
た。しかし優柔不断な私は、卒業直前に王道であ
る補綴科もいいかもなと思い、研修は新潟大学医
歯学総合病院のBコースを選択し、前期が新潟市
民病院、後半が本学クラウンブリッジ診療科で研
修しました。

そんな優柔不断な私ですが、前期の 2 人の指導
医に勧められ最終的に組織再建口腔外科学分野へ
の進学を決めました。超高齢社会である日本では
なんらかの全身疾患を持っている方がほとんどで
す。全身疾患や処方されている薬剤について理解
し、どこまでの処置が可能か判断するトレーニン
グを大学院でやりたいなら口腔外科に進むのがよ
いとおすすめされました。そんなお世話になった
先生から頂いたスクラブを紛失したことが今でも
悔やまれます。

口腔外科の大学院は、 1 年目は教養科目ととも
に 8 か月間外来と病棟、 4 か月間麻酔科で臨床を
学びます。

2 年目からは基礎研究と臨床研究に分かれ、基
礎研究の場合は基礎の教室で動物や細胞等を対象
に 3 年間研究に専念します。臨床研究の場合は臨
床を続けながら、患者さんを対象とした研究を行
います。私は今のところMRONJに興味があるの
で、MRONJ関連の研究ができればと考えていま
す。

現在は 1 年目の外来・病棟期間ですので、外来
で先生方の診療の見学、アシストを行い手技のポ
イントを学び、新患を配当されたときには、実際
に診察・処置をおこなっております。

また病棟では入院患者さんの診察・処置、必要
に応じて処方や注射などをオーダーします。

研修医のときには、埋伏歯抜歯や生検などの外
科処置を経験することがなかったので、思うよう
に手が動かず頭を抱える毎日です。指導医や上級
医の先生方には大変ご迷惑をおかけしております
が、おかげで充実した大学院生活を送ることがで
きています。

抜歯一つとっても 1 時間の予約枠をフルに使っ
てしまい、患者さんにはかなり負担をかけてし
まっていますが、診療の後に「先生にみてもらっ
てよかったです。」といっていただけることがあ
り、仕事冥利に尽きます。

大学院 4 年間という貴重な期間でできるだけ多
くのことを吸収し、将来お世話になった先生方に
恩返しできればと思います。以上、稚拙な文章で
したが目を通していただき誠にありがとうござい
ました。

入学者のことば
歯科麻酔学分野　大学院 1 年 

枝　村　美　和

2021年 4 月より、新潟大学大学院医歯学総合研
究科歯科麻酔学分野に入局しました枝村美和で
す。

私は東北大学歯学部卒業後、地元である新潟に
戻り、新潟大学のAコースで 1 年間歯科臨床研修
を行い、この春に歯科麻酔学分野に入局させてい
ただくことになりました。

私が歯科麻酔に興味を持ったのは大学生のとき
でした。患者さんの全身状態を把握し、なにかあ
れば迅速に対応して手術のサポートをする姿を
かっこいいなと思ったのがきっかけでした。その
頃はまだ憧れ程度でしたが、 1 年間一般歯科を学
んでいく中で、自分の患者さんの中には高齢で大
変な病気を患っている方がたくさんおり、そのよ
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うな方たちが歯科治療をより安全にできるように
全身管理を学びたいと思うようになりました。ま
た、学生時代に憧れた歯科麻酔の先生の姿が忘れ
られず、大学院へ進学することを決断しました。

入学してすぐ、実際に患者さんの全身麻酔、静
脈内鎮静をやらせていただくことになりました。
自分で麻酔計画をたて、患者さんに説明し、手術
の際は点滴をとったり、挿管、薬の投与も指導医
の先生の指示のもと行わせていただきました。麻
酔計画を立てる際には患者さんそれぞれの全身状
態の問題点を把握し、どんな疾患でどんな薬を内
服しているのかを調べ、どのように対応したらい
いのかを考え、先生方と検討させていただいてお
り、全身管理の大切さを日々強く実感していま
す。また、麻酔のかけ方もそれぞれの先生で考え
方が異なり、実際の現場で教科書ではわからない
さまざまな視点を学ばせていただいています。

1 年生の教養科目に続いて 2 年生からは研究が
はじまりますが、歯科麻酔科では痛みが生じるメ
カニズムや末梢神経の再生に関する研究を行って
います。現在週に 1 日外来のペインクリニックを
みさせていただいていますが、神経が損傷され唇
などに麻痺や痛みが残った方などがたくさんい
らっしゃるのを見て、こうした方たちを救う研究
に自分が少しでも力になれたらいいなと思ってい
ます。

入学してから約 2 か月が経過し、さまざまな症
例を経験させていただいていますが、今も手術室
という独特の環境に緊張しっぱなしです。器具や
薬ひとつとっても分からないことばかりで、毎回
あたふたしていますが、実際に自分で麻酔をかけ
ていく中で、日々学ばせていただいています。

最後に、こんな私を指導してくださる医局の先
生方には感謝の気持ちでいっぱいです。これから
もご迷惑をたくさんおかけすると思いますが、臨
床・研究共に学ぶ姿勢を大切に、日々努力してい
こうと思いますので、ご指導のほどよろしくお願
いいたします。

入学者のことば
口腔生命福祉学専攻博士前期課程 1 年 

平　原　茉　結

4 月より口腔生命福祉学専攻前期課程に入学致
しました平原茉結です。私は今年の 3 月に口腔生
命福祉学科14期生として卒業し、学びの環境の
整った新潟大学で引き続きお世話になっておりま
す。

私は 4 年間、口腔生命福祉学科で歯科と福祉の
2 分野を学んできました。入学当初、なぜこの 2
つの分野を一緒に学ぶ必要があるのだろうと、関
係性が結び付きませんでしたが、今後ますます加
速する超高齢社会に対応し、健康の維持・向上の
ためには医療と福祉の連携が不可欠であるという
ことを講義や臨床実習を通して学び、必要性を実
感しました。

正直、口腔生命福祉学科への進学はもともと私
が高校時代に志望していた進路ではなかったので
すが、この学科で学んできた分野の面白さや仕事
のやりがいに惹かれ、気づいたら大学院にまで進
んでいました。 4 年間の大学時代から熱心に指導
してくださり、大学院への進学を勧めてくださっ
た学科の先生方、そして進学を快諾してくれた両
親には感謝でいっぱいです。

大学院に入学してあっという間に 3 か月が経ち
ました。日々様々な論文を読んだり、慣れない統
計ソフトに悪戦苦闘したりしています。先生方に
ご指導をいただき、アドバイスを受けながら少し
ずつ研究を進め始めているところです。 2 年間、
間違いなくあっという間に過ぎていくと思うの
で、今しかできないことに貪欲に挑戦していきた
いと思います。

そして、私は大学院に通いながら新潟大学医歯
学総合病院で歯科衛生士として勤務しています。
臨床現場で先生方や先輩方から多くのことを教え
ていただき、まだまだ未熟者であることを痛感し
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ながら学んでいる毎日です。自分が実習生だった
頃、先輩方にしていただいたこと、教えていただ
き嬉しかったことを、今度は自分が後輩たちにで
きるように、積極的に教育にも関わっていきたい
です。大学院での勉強と研究、仕事の両立は大変
だと思いますが、学んだことが自分自身の糧にな
ると信じ、この進路を選択してよかったと思える
ように頑張ります。

このような世の中の状況が続いておりますの
で、口腔生命福祉学科14期生の仲間や修士課程の
同期にもなかなか会うことが出来ずさみしく思い
ますが、直接会って近況報告ができる日を楽しみ
に、離れたところで頑張るみんなに負けないよう
に日々成長していくことが出来ればと思います。

臨床現場での学び、そして研究での学びを今後
患者様に還元していくことができるように、何事
も日々一生懸命頑張りたいと思います。これから
よろしくお願い致します。

大学院に入学して
口腔生命福祉学専攻博士後期課程 1 年 

石　山　茉佑佳

今年度より口腔生命福祉
学専攻博士後期課程に入学
しました石山茉佑佳と申し
ます。

私は口腔生命福祉学科を
11期生で卒業しました。卒
業後はがんセンターに就職

し、 2 年間勤務していました。がんセンターで
は、手術、抗がん剤治療、放射線治療を受けられ
るがん患者の口腔ケアを行っていました。大学を
卒業してすぐにがんセンターで働くことは、知識
も経験も不十分であった当時の私にとって非常に
大変でした。全身疾患を患っている患者の診療に

おいては、口腔内の知識だけではなく、口腔内以
外の知識も必要とされます。そのため、がんセン
ターでの勤務は常に勉強の毎日でした。 2 年間で
とても貴重な経験をさせていただいたと感じてい
ます。

がんセンターで満期終了を迎えようとしている
時に、新潟大学医歯学総合病院で歯科衛生士を募
集するという話を耳にしました。そして、配属先
は周術期の歯科管理を行なっている医療連携口腔
管理治療部と聞き、「なんとしても働きたい！」
と思いました。そして、有難いことにご縁があ
り、今では希望の部署で勤務させていただいてい
ます。

現在は、がん患者のみならず、循環器内科や整
形外科の手術を控えている患者、大量ステロイド
療法を控えている患者など、様々な疾患を抱えて
いる患者の歯科管理を行っています。症例数も非
常に多く、まだまだ勉強が足りないと実感する
日々であり、先生方や先輩衛生士さんの指導のも
と、業務に励んでいます。

そんな私が大学院への進学を決めた理由は、学
会発表を行ったことがきっかけです。私自身、今
まで学会発表の経験はほとんどありませんでし
た。どのような手順で研究を進めていいか分から
ない中、周りの方々の力を借りてなんとか発表を
終えることができました。その際に、もっと知識
を身につけたい、研究方法について学びたいと強
く思うようになり、大学院への進学を決めまし
た。現在はコロナ渦であり、対面での授業はでき
ないため、先生方とメールで課題のやり取りを
行ったり、Zoomで講義を受講しています。仕事
との両立は想像以上に大変で、今は課題をひとつ
ひとつ取り組むことに精一杯ですが、大学院で多
くのことを学んでいきたいと思っています。歯科
衛生士としてもまだ 4 年目であり、技術も知識も
未熟ですが、これから 3 年間で成長していきたい
です。どうぞよろしくお願いいたします。
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歯学部生の活動

歯学部生の活動～コロナ禍を越えて～

歯学科 2 年　稲　葉　達　也

はじめまして、歯学科 2 年稲葉達也と申しま
す。私たち第56期が 2 年生に進級してから早いも
ので 3 か月が経とうとしています。気づけば梅雨
入りの季節となり、夏休みを待ち遠しく感じる今
日この頃です。多くの人が勉学や部活動に打ち込
み、充実した学生生活を過ごしていると思いま
す。最近でこそ落ち着いた生活に戻りつつありま
すが、コロナ禍においての生活は大変だったこと
も多かったように感じます。コロナ禍という状況
を踏まえて、去年から現在に至るまでの生活を振
り返ってみます。

私たちは去年の春、コロナの感染が増え始めて
いるという状況下で入学しました。入学式は行え
るはずもなく、運動会や学校祭などの行事も軒並
み中止となり、大学の授業もすべて非対面という
形式になってしまいました。入学当初は大学に関
して知らないことが多く、漠然とした不安に駆ら
れた人も多かったのではないかと思います。ま
た、緊急事態宣言下で自粛生活を余儀なくされた
ため遊びだけでなく部活動やバイトなども制限さ
れてしまいました。このように友人との交流の場
がほとんどなく、思い描いていたキャンパスライ
フとは少し異なる形での大学生活が始まりまし
た。

このように大変な状況の中で、初めて交流の場
が設けられたのが 1 年後期のガイダンスでした。
私自身、これがきっかけで友人関係が広がった気
がします。これ以降感染対策に十分留意しつつ遊
ぶ機会が増えていき、楽しい大学生活がようやく
始まったという実感がありました。こうして 1 年

生としての一年間があっという間に過ぎていきま
した。

そして今年の春、私たち第56期は無事に 2 年生
に進級することが出来ました。 2 年生からは授業
内容が専門的になり皆が勉学に追われる多忙な
日々を過ごしています。試験においても 1 年生の
時とは比にならない難しさですが、学年で誰一人
として弱音を吐く人はいません。それは皆で支え
合おうとする意識が強いからだと思います。これ
はコロナ禍で入学した私たちの学年特有の良さだ
と思います。これからもお互いに刺激を与えあっ
て、より学年の団結力が深まっていければいいな
と思います。

この原稿を書きながら今一度振り返ってみると
本当にあっという間に時間が過ぎていることを実
感しました。コロナ禍を越えて私たちはお互いに
信頼しあえる、高めあうことのできる仲間の大切
さに気付きました。今日という一日を無駄にしな
いように友人と切磋琢磨しながらこれからの学生
生活を過ごしていきたいと思います。また、これ
から学年が上がるにつれ大変なことや辛いことが
増えていくかもしれませんが学年全員で協力し
合って乗り越えていきたいと思います。

写真撮影時のみマスクを外しました

コロナ禍を超えて

特集 ２
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歯学部生の活動～コロナ禍を超えて～

歯学科 2 年　松　田　珠　璃

コロナが世界を変えた。2019年12月、突如現れ
たCOVID-19により我々の生活は変化を強いられ
た。お店に入れば消毒薬、町を歩けば皆マスク。
蒸し暑い夏にもマスク着用とあればコロナよりも
熱中症による身の危険を感じるのも無理はない。

“有為転変は世の習い”と雖もこれはあまりの大
転変であった。大学の講義も例外でなく、モニ
ター越しにしか先生の顔はおろか同級生の顔も知
らないまま 2 学年に進級した。さてこんな異常事
態も当たり前になった今日この頃、非常にありが
たいことに私は大学に通わせていただいている。

一年次の教養科目から一転、二年次ではいよい
よ本格的に基礎医学的な科目を学ぶことになっ
た。全講義のうち半数が対面で実施されることと
なり、勉強においても人間関係においても大学生
活の新たなスタート地点に立ったばかりの 4 月は
そのギャップに当惑したものである。一年生の時
に先生方から話に聞き、先輩方から脅されていた
二年生前期の忙しさは私の想像を容易に超え、学
校の勉強に追われると一日が本当に24時間あるの
か疑いたくなるくらい、毎日が儚くも一瞬で過ぎ
てゆく。しかし不思議とその忙しさが心地よい。
昨年度の新型コロナウイルスの爆発的な感染拡大
により学生である私の生活にも大いに影響が及ん
だ。ステイホームを余儀なくされ、授業は全てオ
ンライン、部活動は言うまでもなく活動停止で新
歓もない。早期臨床実習、歯学部運動会など楽し
みにしていた大学イベントのことごとくが止むを
得ず中止となり、起伏なくどこか物足りない日々
を送っていた。そのため、何事にも思い切り打ち
込める今が私にとってはとても有意義な時間と
なっている。最近、私にとって大学では初めてと
なる対面でのテストが実施され二科目の理解度を
試された。高校までの勉強は問題集を解いて授業
内容の理解を深めるというのが普通だった。しか
し大学の勉強は全く異なり、問題集がないため主
体的な勉強が求められる。そんな勉強方法の違い

に戸惑いを覚えつつも自分なりの方法を模索し、
確立しているさなかである。また、私は高校時代
物理選択であったため生物学の知識が幅広く要求
される科目には中々骨が折れた。初見の用語のオ
ンパレードで脳はオーバーヒート寸前。そのよう
なときは周囲の友人と教え合い、理解度を確かめ
合うことで何とか試験という山をひとつ乗り越え
ることができた。未だ新型コロナウイルス感染拡
大を危惧して授業が主に非対面形式となり、大学
に通えていない学生さんが全国に大勢いる中、こ
のように友人と勉強の苦労を分かち合い、たわい
ない会話で笑い合う、という当たり前のようで当
たり前でない日常が掛け替えのないものだという
ことを自覚しなくてはならないと感じている。

新型コロナウイルスのワクチン接種が急速に拡
大しコロナ終息に期待がかかる中、ワクチン接種
では終息しない可能性も指摘されている。私自身
も二回の接種を完了したものの、世間には新型コ
ロナワクチンに関する情報が錯綜しており、その
氾濫する情報の洪水に溺れかかって果たしてそれ
が英断であったかどうかの判断はつかない。コロ
ナがいつになったら終息するのか、いつになった
ら以前の生活を取り戻せるのか、そんなことを言
えばただ鬼が笑う。明日コロナ感染者の数を急に
0 人にすることはできないが、私の明日は私の意
志でどうとでも変わる。そんな心持ちで今日もま
た精一杯生きる。

令和 2 年度バレーボール部新入生歓迎会
及び卒業生送別会にて

現 2 年生メンバーで談笑
（写真撮影時のみマスクを外しました）
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歯学部生の活動

歯学科 3 年　野　村　陽　菜

2 年生から 3 年生に進級して、およそ 3 か月た
ちました。昨年は、コロナ禍ということで、オン
ライン授業ばかりでした。しかし、今年はコロナ
禍という状況に変わりはありませんが、対面授業
や実習が増え、専門的なことを学び始めました。
旭町キャンパスに移動して、ちゃんとした対面授
業は今年がほぼ初めてといった感じでした。その
ため、まずは「登校して、授業を受ける」という
ことに慣れることからスタートしました。

ようやく慣れた現在において、最も印象的であ
ることは、人体解剖学実習です。解剖学実習が

“ 3 年生と言えば”という授業だと思います。ま
だすべての工程が終了したわけではないのです
が、想像以上に大変で、驚きました。私にとって
ご遺体を見るという経験は、ほぼない状態であっ
たため、一番初めの「ご献体との対面」は衝撃的
なものでした。また、初めて生身の人間を解剖す
るため、メスを入れることやピンセットで結合組
織を除去する作業にも抵抗がありました。実習が
進むにつれて器具の使い方（メスの使う場面やピ
ンセットを使用するときの力加減など）に慣れて
いきました。実習において、驚くことはご献体で
の構造と教科書や資料での構造は全く異なるとい
うことです。神経の太さや血管の走り方、筋の厚
みは本当に人それぞれで、左右で血管や神経の走
り方が異なったときは驚くと同時に面白みを感じ
ました。また、実際の構造と教科書の構造には、
ずれがあるものの予習を行ってから臨むことは重

要だと感じました。予習を行ったうえで、ご献体
を解剖していくことで、どのあたりにどんな神
経、血管が出てくるのか予想できたり、筋はどの
ように走行しているのかを考えたりすることがで
きます。これにより、座学で学んだ知識の理解を
深めることや、座学ではうまく理解できない内容
を理解することができると感じました。人間の体
がどんな構造をしていて、どのように働いている
のかを知ることができるため、人体の構造に興味
を持ちました。さらに、自分の体の構造にも興味
を持ち始めました。

実習は、頭と体をフル稼働させて進めたり、と
ても緊張感のある口頭試問が行われたりするた
め、とてもハードです。しかし、内容は興味深く、
濃いものです。実際に体を見るということは今後
できない経験であるため、これからも予習復習を
欠かさず、自分の知識を深めていきたいと考えま
した。

今年もコロナ禍ということもあり、対面授業が
あったり、オンライン授業があったりと授業形態
が様々ということなどもあり、毎日があっという
間に過ぎていきました。 6 年間の学生生活は、長
いと思っていましたが、思っている以上にあっと
いう間に過ぎていくのではないかと感じました。
そう思うと、専門的な知識を学び、身に付けるま
でには時間の猶予があまりありません。また、コ
ロナの影響により、できることに制限があるかも
しれません。しかし、専門分野の学習が始まる今
年、将来の自分について考え始める必要があると
ともに、これまで以上に気を引き締めて授業に臨
んでいくことが重要だと感じました。
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歯学部生の活動～コロナ禍を超えて～

歯学科 3 年　田　中　千　尋

昨年は新型コロナウイルス感染症の拡大によ
り、ほとんどの授業がZoomや自習になりまし
た。五十嵐キャンパスでの一般教養を終え、これ
から専門の勉強が始まるというタイミングでその
ような状況になり、不安でいっぱいでした。慣れ
ないオンライン授業、想像以上に膨大な学習量、
同級生とも会えない中で続く数々のテスト。乗り
切るのが大変でした。だからこそ今、対面授業に
解剖実習、早期臨床実習Ⅱなど、色々対策しなが
らですが普段通りに学ばせていただいていること
を嬉しく思うとともにとても感謝しています。仲
間と共に学ぶことは、楽しいだけでなくモチベー
ションも高まり充実しています。

3 年生といったらやはり解剖実習だと思いま
す。一生の中でも滅多に経験することのできない
貴重な経験をさせていただいております。身体の
隅々まで解剖して、教科書では見ることのできな
い実際の人体の構造を観察しています。二次元的
な教科書とは異なり、ご献体は三次元的で、それ
に加え、個体差もあり、より複雑性が増していま
した。解剖実習も残るところあと数回となり、ご
献体を解剖することで自分は医療者になるのだと
いう責任感が芽生えてきました。最後までしっか
りと予習復習をして臨み、一つでも多くの知識を

身につけることはもちろん、人間として、医師と
して大切にすべきものは何なのかをしっかりと学
び取っていきたいと思います。

また、早期臨床実習IIも毎週とても楽しみにし
ているカリキュラムの一つです。早期臨床実習Ⅱ
は、 1 年生の時に行われた早期臨床実習Iとは異
なり、基礎科目と臨床科目との関連を強く感じて
います。各診療科における実習 2 、 3 回に一度、
基礎科目の講義が行われており、実習においても
解剖学や歯科理工学、微生物学などの基礎科目を
意 識 す る 場 面 が 多 く あ り ま し た。 ム ー グ 
Simodontデンタルトレーナーや歯科用顕微鏡も
体験させていただき、後期から始まる実習にも心
躍らされているところです。

最後に、このような状況の中ですが、様々な対
策をして私たちに通常通りの経験を与えてくだ
さっている先生方に心から感謝申し上げます。新
潟大学では、 1 年からある早期臨床実習で、歯学
の基礎を実際の病院で見学することができたり、
5 、 6 年では病院に出て直接患者さんと触れ合え
たりと、学生のうちから歯科医師として自分を高
めていける環境があります。また、シュミレー
ターがたくさんあるなど、病院で患者の治療に当
たる前により実践的な実習を経験することもで
き、臨床を学ぶのに最適な環境であると思いま
す。これからも、そのような恵まれた環境で学べ
ることに感謝し、志高い仲間と共に切磋琢磨し合
いながら頑張っていきたいと思います。

人体解剖学実習、解剖班のメンバーと
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歯学部生の活動～コロナ禍を超えて～
コロナ禍から得たもの

歯学科 4 年　山　内　瑞　起

新型コロナウイルスが私達の生活に大きな影響
を及ぼすのではないかと、私自身が強く不安を感
じ始めたのは、2020年 2 月頃であり、それは私が
3 年生になる春休みであった。 3 年生では、実習
を除くほとんどの授業が非対面式となった。部活
動や学校行事も中止となり、大学生らしい生活を
送ることはできなくなってしまった。あれから 1
年経った今、私たちの生活は少しずつ変わり始め
ている。

変化した点の一つ目は、授業形式である。 4 年
生前期では、感染対策の徹底の上でほとんどの授
業が対面式となった。非対面式授業と比較して思
うことは、対面式の方が伝えやすさ・伝わりやす
さに優れていることである。これは、先生と生徒
間や生徒同士のコミュニケーションの質が良いこ
とを示し、学習を効率的に行うには対面式の方が
良いと感じた。また、対面式授業では友達と会う
ことができる。友達と話をしたり食事をしたりす
ることは、とても楽しく日々の生活に欠かせない
と感じる。二つ目の変化は、部活動の再開であ
る。私はバドミントン部に在籍しており、仲間と
運動をしたり会話をしたりすることは、大変楽し
く気分がリフレッシュされ、私の生活に欠かせな
いものとなっている。

以上二つが、大学生活において 1 年間で大きく
変化した点であり、元の生活にかなり近づいたと
感じる。そして、コロナ禍の生活は不自由で大変
なものであったが、それと同時に自分を成長させ
てくれる時間でもあったと感じる。

その一つが、医療従事者としての自覚である。
コロナ禍の行動は自分や他人の感染に大きく影響
を与えてしまう。医療従事者になる上で、移動の
自粛やマスク・消毒の徹底などの適切な行動を心

がける中で、どのような行動が必要であるかを考
えさせられた。また、医学知識の重要性を認識す
ることができた。今回の新型コロナウイルスで
は、どのような感染経路で感染するのか、特徴的
な症状はどのようであるか、などの知識を得るこ
とで適切な感染対策がわかったり、早期発見が可
能となり、患者さんや身近な人の命を守ることが
できると実感した。二つ目に、自立力である。コ
ロナ禍では授業が非対面式になり、自主学習の割
合が増えた。自分でどのように学び、どのような
計画を持って進めていくのかを求められた。学習
のみに限らず、生活リズムを保つという面でも自
分の計画性や自制心が試された。三つ目に、日々
の生活に対するありがたみである。授業を受ける
ことや友達と話せること、部活動などの当たり前
に行なえていたことが、どれだけありがたいこと
であったのかを実感することができた。

コロナ禍は人々の命を脅かしたり、楽しい時間
を奪ったりと私たちに多くの悪影響をもたらした
のは確かである。しかし、それを乗り越えること
で私たちは新しい何かを見つけることができたの
ではないかと思う。コロナ禍から得たものを活か
して今後の学生生活を精一杯楽しみ、努力してい
きたいと思う。

4 年生を迎えて　バドミントン部の同期と
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歯学部生の活動～コロナ禍を超えて～

歯学科 4 年　山　田　みどり

4 年生になって早 3 ヶ月が経とうとしていま
す。課題やテスト、実習に追われた忙しい日々で
すが、専門科目が中心になり、歯学の知識がつき、
将来歯科医師になるという実感を強く感じている
今日この頃です。 4 年生からは昨年度よりも対面
授業が増え、コロナ禍前の生活に戻りつつあるよ
うに感じています。コロナ禍での学校生活につい
て詳しく紹介していきたいと思います。

授業について、マスクの着用や換気、アルコー
ル消毒、検温などの感染症対策が十分にされた上
での対面授業と、Zoomを利用した非対面授業が
併用されています。オンデマンドの講義もあり、
わからなかったところを何度も視聴することがで
きるため大変便利でした。Zoomやオンデマンド
の講義は自宅で受けることができ、時間を有効に
活用することができる一方で、すぐに先生に質問
できないことや、集中力が続かないなどデメリッ
トもありました。対面授業が増えた今では、緊張
感を持って授業に取り組むことができ、友達とも
一緒に学べるため講義内容がしっかりと身につい
ているように感じます。

実習について、 4 月から全部床義歯の実習、 6
月から予防歯科学の実習が始まっています。全部
床義歯の実習では、 3 年生の歯冠修復の実習で身
につけた技術や、カービング実習で身につけた技
術が役に立ち、日々の積み重ねの大切さを実感し
ました。講義では理解しにくかった全部床義歯の
製作過程や、口腔内の構造などを実習を通して理
解し直すことができました。予防歯科学の実習は
始まったばかりですが、リステリンなどの洗口剤
の効果について実験をしています。どの実習も基
礎知識の重要性を痛感するので、専門科目が増え

た今、気を引き締めて学んでいきたいと思いまし
た。

部活についてですが、幹部学年になったものの
デンタルをはじめ、ほとんど全てのイベントが中
止となってしまい大変残念に思っています。今年
で引退ですが、幸運にも 7 月の大会に参加できる
ことになったので、今までで一番良い結果が出せ
るように練習したいと思います。

日常生活について、徐々に今までの生活が戻り
はじめ、コロナ禍前と変わらずできるようになり
ましたが、大学生になったらたくさん海外旅行に
行きたいと思い、念願のパスポートを取った矢先
に新型コロナウイルスが流行してしまったのが大
変残念です。息抜きで 1 年に何度も行っていた
ディズニーリゾートへも、チケットが全く取れな
くなってしまいかれこれ 1 年近く行けていませ
ん。2023年には新エリアがオープンするので、そ
れまでにワクチン接種が進み、コロナ禍前の生活
に戻りつつあることを祈っています。

最後に、 4 年生まで無事に進級できたのは支え
てくれる友達がいたからこそだと思っているの
で、これからも支え合いながらみんなでCBTや
国家試験に合格できるように日々努力していきた
いと思っています。

折り返し旅行時の記念写真
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歯学部生の活動～コロナ禍を超えて～

歯学科 5 年　小　貫　安　紀

ついに私たち53期生は 5 年生になりました。入
学当時、自分が 5 年生になり緑衣を着ている姿を
想像できていた人はいるのでしょうか？この原稿
を書いているのは 6 月下旬、CBTが 1 ヶ月後に
迫っているところです。これまで 8 月に実施され
ていたCBTは昨年度から 7 月末に実施されるこ
とになり、講義や実習と並行してCBTの勉強を
しなければならず、 1 日が24時間じゃ足りない！
と焦りながら生活しているのも私だけではない…
はずです。

さて今回、コロナ禍での歯学部生の活動につい
て書いていこうと思います。昨年度はほとんどの
講義がオンラインで行われ、実習のために大学に
行くという生活を送っていました。しかし今年度
の講義はオンライン形式と対面形式が併用して行
われ、実習も昨年度と同様に感染対策をした上で
行われています。オンライン講義は準備にかかる
時間や通学時間が省けるため、その分時間を有意
義に使えるというメリットもある一方で、講義で
理解できなかったことを友人と話し合いにくかっ
たり、質問しにくいというデメリットもありま
す。またグループ学習の時間ではオンラインだと
なぜか話しにくく、対面の時のように活発な議論
をするのが難しいと感じていました。そのような
悩みも対面での講義、グループ学習が可能となっ
た現在では少しずつ解消され、有意義な学習がで
きています。特に今年はグループ学習を行う機会
が多く、これらは自分 1 人が持つ知識では思い付
かなかったような考えを挙げてくれる人がいるか
らこそ、自分達の知識も深まり、グループの学習
内容もより充実したものが出来上がります。オン
ラインを経験したからこそ改めて対面での学習の
良さに気がつくことが出来たと思います。

また実習も新型コロナウイルスの影響を受けて
います。 5 年生の実習にはポリクリ（臨床予備実

習）と総合模型実習があります。ポリクリはグ
ループで各診療科を周り、模型実習や相互実習を
行います。しかしコロナの影響で病棟や外来を
使った実習ができなかったり、相互実習も一部が
変更され、模型を使って行われるようになったも
のもあります。ポリクリは10月から始まる臨床実
習の前に学ぶことの出来る最後の機会でもあるた
め、例年通りの実習ができないことは残念であ
り、不安でもあります。しかし先生方の様々なご
配慮、ご協力の上で実習ができていることに本当
に感謝しています。

最後に部活動についてです。新潟大学が主管で
行われるはずだったオールデンタルは中止にな
り、当時幹部学年であった私たちは何もないまま
引退した人が多いと思います。そんな中、私の所
属する硬式庭球部では後輩たちが計画してくれ
て、感染対策を行いながら 3 月に先輩方の卒業試
合&引退試合を行いました。久々に部員が集まり
テニスをできたことは本当に嬉しく、楽しい時間
になりました。今年のデンタルも中止になり、他
大学との試合もできずモチベーションを保つのは
難しいと思いますが、後輩たちにも少しでも楽し
い思い出が残ってくれることを期待しています。

冒頭で述べましたように、私たちにはCBT、
そして 9 月に行われるOSCEが待ち構えていま
す。これらを無事突破して10月からの臨床実習に
臨めるよう、みんなで協力し努力しながら残りの
時間も勉学、実習に励んでいきたいと思います。

5 年生初日　友人と
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共に麻酔計画を立てたメンバーとの 1 枚

歯学部生の今～コロナ禍を超えて～

歯学科 5 年　片　山　詩　乃

あっという間に 5 年生になり自分が新潟に来て
からもう 5 年も経ったのだなあと、しみじみ感じ
ています。 5 年生では 1 人で治療計画を立て治療
を行っていく総合模型実習や、週 2 回のポリクリ
実習など昨年に比べて今まで習ってきたことが実
践としてつながっていく実習が多くなってきまし
た。総合模型実習では自分 1 人で考えることが多
く、さまざまな診療科の内容が混在してごちゃご
ちゃになりながらも、治療全体の流れが分かるよ
うになり今までより臨床的な模型実習だと感じて
います。ポリクリ実習では初めて人間の口腔内で
器具を扱い、模型との違い、また模型でもやった
ことがないような手技を行ったりと、着実に臨床
の現場に近づいている感じがしました。どちらも
まだ途中ですので、今後ももっとたくさんのこと
を吸収していけるように積極的に実習に参加した
いと思っています。例年の先輩方の執筆を読ませ
ていただき、ポリクリなどの話を書かれていたと
思うので、私からは最近 1 番印象に残っている授
業科目について紹介したいと思います。

5 年生の前期の講義に全身管理学という科目が
あります。この科目の中に麻酔管理計画という実

習があり、全身の様々な疾患を抱えた患者さんの
麻酔計画を立てる、といった実習があります。私
がなぜこの実習が印象に残っているかというと、
単純にものすごく頭を使ったからです。一見、麻
酔の計画さえ立てられれば良いのかと思いきや、
歯科の教科書に載っていない、調べてもよくわか
らない、なんてことはザラにありました。よく知
らない疾患であったら、そもそも人体の生理学や
構造を復習し、学び直さなければならないことも
あり、基礎科目のいい復習になったと感じまし
た。新しく学ぶことはもちろん過去に学んだこと
を思い出すのも思ったよりも大変で、数人のグ
ループで計画を立てましたが話し合いをした後に
は皆疲れきってしまいます。この作業は本当に大
変でしたが、最後のレポートを出す時には大きな
達成感がありました。達成感だけでなく、頭を
使って調べたものは記憶に残るもので、CBTの
勉強に役立つ部分もあり、暗記することが苦手な
私にとっては、ありがたいこともたくさんありま
した。また、調べてもわからないことは、先生に
聞くというのも大切だと改めて感じました。この
実習だけでなく、他の授業や実習でも積極的に聞
いていくように心がけたいと思いました。コロナ
禍と呼ばれ、制約されてしまうこともたくさんあ
りますが、その中でも学べることは精一杯学んで
行けたら、と思います。
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歯学部生の活動～コロナ禍を超えて～

歯学科 6 年　小　山　怜　鷹

新型コロナウイルス感染症の流行により、私た
ちの生活はそれ以前とは大きく変わりました。当
たり前だったことが当たり前で無くなり、常にマ
スクを身につけ、3 密を避ける「新しい生活様式」
に則って過ごすこととなりました。コロナウイル
スの蔓延は私たち歯学部生にも大きな影響を与え
ました。普段の講義はZoom主体となり、実習も
一部縮小して行われることとなりました。

現在、私たち 6 年生は臨床実習を行なっていま
す。実際の患者さんの治療を中心に、それに伴う
技工作業や先生方の診療見学、各科の分散実習な
ど、歯科医師になるために必要な知識、技術を総
合的に学んでいます。実際の患者さんの治療で
は、まだまだ至らない点も多くあり、 1 回の診療
が 3 時間近くかかってしまうこともあります。そ
んな時も患者さんは嫌な顔もせず協力してくださ
います。この人のために頑張ろうと思える優しい
方ばかりです。分からないことだらけな状態から
実習が始まり、 1 日 1 日が一瞬に感じるほど、充
実した日々を過ごしています。そんな実習の中
で、先生方はとても熱心にご指導して下さいま
す。先生とのディスカッションでは、教科書的な
話だけではなく、臨床的な意見を交えてアドバイ
スを下さいます。このような経験ができるのは協
力してくださる患者さん、ご指導くださる先生方
の支えがあってこそです。そのことを忘れず、残
り 3 ヶ月の臨床実習に臨みたいです。

コロナ禍における臨床実習を通して感じること

は、医療従事者としての責任です。まだ一人前で
はないとはいえ、私たちも病院に出て診療を行う
医療従事者の一員です。時には自分の行きたい場
所、やりたいことを我慢することも強いられま
す。忙しい日々の中、息抜きとなる休日にも我慢
しなくてはならないことは正直なところ、かなり
辛く苦しいです。ですが、私たちが無防備にコロ
ナウイルスに感染するようなことがあれば、ご協
力いただいている患者さんに対しての裏切りにな
ります。今このような状況の中、臨床実習を行
なっていただけることに感謝し、残りの実習を頑
張りたいです。

実習を終えると半年も経たずに国家試験の日を
迎えます。歯科医師となるため、今までの学生生
活を有意義なものにするためには、まずは国家試
験に合格することが大前提です。これまでの 6 年
間を共に過ごしてきた52期全員で合格できるよ
う、お互いに得意な分野、苦手な分野を教え合い、
協力していきたいと思います。そして近い将来、
コロナ禍を超えたその時には、みんなで集まり、
学生生活の思い出を語り合いたいです。

登院式での親友とツーショット
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歯学部生の活動

歯学科 6 年　生　田　絵　里

あっという間に最終学年となりました。私たち
6 年生は現在臨床実習を行っています。新型肺炎
の一件により、臨床実習が中止になった大学が多
い中、現在臨床実習を行うことができ、とても恵
まれた環境にいることを実感しています。臨床実
習が始まってから、時間が瞬く間に過ぎていきま
したが、一年間を振り返ろうと思います。

10月から臨床実習が始まりました。入学した頃
から、早く病院実習に出たいと待ち望んでいまし
たが、実際に患者さんを治療するとなると楽しみ
とともに不安な気持ちもたくさんありました。臨
床実習は自分の予想をはるかに超える忙しさで、
あっという間に時間が過ぎていきました。臨床実
習では、私たちのために協力してくださる暖かい
患者さん、また、丁寧に指導してくださる先生方
に支えられ、臨床に関する知識・技術はもちろ
ん、医療従事者としての心構えなど多くのことを
学びました。実際の臨床現場での学びは多く、教
科書からは学ぶことのできないことが多いです。
新潟大学で現在臨床実習が行えているのは、先生
方が病院に働きかけてくださったからこそのもの
だと思います。先生方には感謝の気持ちでいっぱ
いです。この貴重な機会を最大限活かせるよう、
あとわずかな実習にも熱心に取り組んでいきたい

です。
また、臨床実習の半分以上が過ぎた今、52期の

みんなが今までよりも、より一層仲良くなったよ
うに感じています。学生技工室で互いに先生から
教わったことを伝えあったり、つらいことがあっ
た時には励まし合ったり、手先の器用な子が技工
操作の苦手な子を助けたりと協力しています。時
には、落ち込むこともありますが、52期のみんな
で支え合いながら、毎日楽しく過ごせているなと
感じています。

6 年生になってからは技工室内でも、研修先の
話など将来に関する話を多くするようになりまし
た。私自身、臨床実習が始まる頃には、将来どん
な診療科で働くのか、どんな歯科医師になりたい
のかは漠然としたものでした。しかし臨床実習を
経験した今、学生の身分ではありますが、やって
みたいことが少しずつでてきました。自分のやり
たいことができるよう、また、理想の歯科医師に
なれるよう、あとわずかな臨床実習からできるだ
け多くのことを学びたいと思います。臨床実習が
終わると、国家試験が待っています。その先に
は、卒業し、それぞれが自分の目標を達成するた
めの道に進みます。支え合った同期が別々の道に
進むのは寂しく感じますが、新潟大学で学んだこ
とを同期のみんながそれぞれの場所で活かし、活
躍しているところを見るのが楽しみです。私も同
期に負けない素敵な歯科医師になれるよう努力し
ていきたいです。

歯学科 6 年生でライター米田先生を囲んで
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歯学部生の今

口腔生命福祉学科 2 年　大　塚　も　も

旭町の歯学部棟に通い始めてから早三ヵ月が過
ぎ、目新しかった東中通も今では見慣れた風景の
一部になってきました。昨年はコロナ禍の影響を
受け、オンライン授業のみの一年を過ごしまし
た。他の歯学部生とも基本は画面を隔てた会話ば
かりで、想像していたキャンパスライフとは似て
も似つかないような生活も気づけば終わり、今年
から本格的に専門科目の勉強がスタートしまし
た。

去年と大きく違う点と言えば、やはりPBLが
始まったということだと思います。PBLとは少
人数グループの中で一つの事例を元に疑問点を出
し、それに対する仮説を立て、各自で行った学習
を発表・討論し、仮説を検証するという学習方法
です。今までの受け身の講義とは大きく違い、ど
ういった学習課題を立て、どこまで深く学ぶかが
自分たちに委ねられています。その上、約半年ぶ
りに会うクラスメイト達といきなり顔を突き合わ
せて話し合いをするという状況もあり、最初のこ
ろはまさに手探り状態でした。今では何回か回数
もこなし、講義やPBLで得た知識を参考にしな
がら活発な話し合いができるようになりました。
PBLでは講義より分かりづらい箇所をメンバー
と自分たちのペースで理解し合えたり、講義の予
習復習も行えるのでとても知識が身に付きます。
それだけでなく知識を応用する練習や人にわかり
やすく伝える、信憑性のある情報を収集すると
いった、学習では得られないスキルを同時に鍛え
られるため、これからも日々真剣に取り組んでい
きたいと思います。

また今年からは徐々に様々な施設や病院を見学

する機会も増えてきました。加えて現役で仕事を
している方々からお話を伺う講義もあり、実際の
現場の声を知ることができました。どれも将来の
イメージを持つ上でとても参考になるお話でし
た。中でも全てのお話で共通して触れられていた
のがコミュニケーション能力の大切さでした。説
明や治療への不安を和らげるだけではなく、再度
通院してもらうためにも意思疎通能力は必要不可
欠になるため、改めてPBLや普段の生活の中で
意識していこうと思いました。今学期は医療セン
ターと児童相談所へ見学に行くことができました
が予定していた施設すべてを訪問することはまだ
まだ難しい状況にあります。なので今まで以上に
一回一回を大切にしながらそういった機会を十二
分に活用して知見を深めていきたいと思います。

他にも歯の彫刻をしたり三年生の解剖を見学さ
せていただいたりと、初めての体験の連続で毎日
新しい発見があり、充実した日々を送れていると
感じます。

これから 7 月を過ごし夏休みが明け、無事テス
トを終えると今まで以上に多くの実習が待ってい
ます。身につけなければならない知識や課題が増
えていくかもしれませんが、その分努力をし、着
実に自分の力としてどんどん吸収していきたいと
思います。

新潟市本町にある美味しいかき氷
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歯学部生の活動

口腔生命福祉学科 3 年　桜　井　花　菜

歯学部に入学してからあっという間に 2 年が経
ち、今年の春から 3 年生になりました。この原稿
を書かせていただいている現在はもう 7 月に入ろ
うとしており、時間が経つのは早いなと実感して
います。

新型コロナウイルスの感染拡大により、昨年度
はオンラインが中心の授業でしたが、幸い今年は
感染対策をしながら大学に通って授業を受けるこ
とが出来ています。昨年の今頃は、 2 年生になっ
て専門科目やPBLが始まり、初めてのことだら
けで不安に思っていました。更に、非対面式の授
業だったので友達にも会えず戸惑うことが多かっ
たのを覚えています。

今年度はすべて例年通りとはいきませんが、対
面形式で授業を受け、実習が出来ることがとても
有難いです。特に歯科保健指導をする実習で幼稚
園へ行けたことは本当に嬉しく思います。昨年度
の 3 年生はコロナの影響で幼稚園へ行くことが出
来ず、自宅で歯科保健指導の内容を考え、目の前
に子供達がいることを想定して歯科保健指導を
行ったそうです。私自身、幼稚園での実習をとて
も楽しみにしていたので、今年も幼稚園実習は中
止かなと残念に思っていましたが、先生から幼稚
園へ行って実習が出来ると聞いた時はとても嬉し
かったです。しかし、コロナのために例年通りに
いかない部分もありました。

例えば、本格的に歯科保健指導の計画や準備を
始める前に対象者把握として幼稚園に行くのです
が、例年だとその時に園児と触れ合って、どれく
らいのことが理解出来るのか、どのくらいの速さ
で話したら伝わるのかなどを把握し、指導内容を
見直します。しかし今年度は感染対策のために園
児と触れ合うことは出来ず、担任の先生から話を
聞くことしか出来なかったので、実際の園児がど
のような感じなのかをイメージすることが難し
かったです。各クラスでの指導も例年は歯みがき
を実際にしながら指導が出来ていたのですが、そ
れも今年は出来ませんでした。

今年度は出来ることが限られていて、指導内容
を考えたり準備するのが大変でしたが、本番に向
けてみんなで試行錯誤したり、先生方にアドバイ
スを頂いたりしながら準備を進めていきました。
当日は、私たちの指導に対して園児が元気に反応
し、楽しそうにしてくれたのがとても嬉しかった
です。また、みんなで実習をやり遂げることが出
来て、大きな達成感を得ることが出来ました。幼
稚園実習が出来ていなければ、この達成感は得る
ことが出来なかったので、コロナ渦ですが実習を
受け入れてくださった幼稚園には感謝しています。

3 年生は福祉の授業や様々な実習が始まり、進
路についても少しずつ考えていかなければいけな
い時期です。更に後期からは臨床実習も始まり忙
しくなるので、不安なことが多いです。しかし、今
まで一緒に頑張ってきたみんなや、今年から一緒
に勉強していく編入生と共に、残りの大学生活を精
一杯過ごして、充実したものにしていきたいです。

保育園実習での記念撮影
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歯学部生の活動

口腔生命福祉学科 4 年　川　瀬　菜々香

月日の流れというものは非常に早いもので、
あっという間に 4 年生となってしまいました。 1
年後には一体どこでどのような仕事をしているの
か、不安と焦りそして少しの期待が入り混じるな
か、日々の実習に明け暮れております。

4 年生になってからの忙しさというものには、
本当に本当に何度驚いても足りないくらいに驚き
ます。そして、毎日休まず実習に来て、遅くまで
残ってポートフォリオを書き、並行して自らの就
職活動に全力で取り組むクラスのみんなの素晴ら
しさにも日々驚かされております。当たり前のこ
とのように聞こえるかもしれませんが、本当にき
つい毎日です。みんなすごいです。真面目で一生
懸命な、人間としてできた人達しかいない学年に
入ってしまったのだなと改めて感じる毎日です。
おかげでこんな私もなんとか頑張れています。

さて、今回は「歯学部生の活動」というタイト
ルの元、恐縮ながら筆をとらせていただいており
ます。そこで、私がつい 1 週間前まで行っていた
福祉実習について少々お話させてください。私
は、入学当初から福祉に興味を持っていたため、
福祉実習は心待ちにしていた大イベントと言って
も過言ではありません。楽しみでワクワクしなが
ら実習オリエンテーションに向かいました。しか
し、経験してみてわかった大変さが山のようにあ
ります。児童自立支援施設にて実習をさせていた
だいたのですが、まず、スケジュールがきつい、
体力的につらい、とにかくこれが第一の感想で
す。福祉の仕事というものを甘く見ていたと最初
の 1 週間で痛感し、今後やっていけるのか不安に

なったことを覚えております。次に生まれた感想
は、児童とのコミュニケーションは想像以上に難
しいなということです。私自身人見知りが激し
く、人からとっつかれにくい人間であることも関
係しているのかもしれませんが、入所児童とのコ
ミュニケーションの取り方については試行錯誤を
繰り返しました。児童自立支援施設というもの
は、何らかの課題がある児童が、年齢相応の行動
様式をわきまえた枠組みの中で、自らの課題を克
服して成長していく場です。様々な入所背景を抱
え、年齢もバラバラの子どもたちにどのように話
しかけたらよいか。仲良しになるための場でもな
いしな。それぞれの性格や特性を踏まえたうえで
関わった方が良いよな。などいろいろなことが頭
の中を巡っており、はじめの 2 週間くらいはうま
く打ち解けられずに終わってしまった気がしま
す。しかし、考えすぎでした。そんなことはどう
でもいいからとにかく子どもの側にいくこと、五
感を使って子どもをよく観察するということ、こ
れが何よりも重要であるということをだんだんと
分かるようになりました。後半はとにかく子ども
といることを意識し、多くの話を聴いて、様々な
活動を共にして、児童を知るということに尽力し
ました。子どもたちともだんだんと打ち解け、新
しい一面が見えたりすることが非常にやりがいで
した。毎日が新たな発見の中で、様々なことを考
えさせられた有意義な実習でした。就職試験勉強
とも並行して行っていたため、私の人生の中で最
も忙しい 1 か月であると同時に、大きく自分を成
長させることのできた 1 か月でした。

長くなってしまいましたが、大学生活も残すと
ころ半年ちょっとです。残りの学生生活を今後と
もクラスのみんなと切磋琢磨しながら、悔いなく
過ごしていきたいと思います。
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歯学部生の活動

From Thailand to Japan: 
Onward the Next Level

摂食嚥下リハビリテーション学分野　Titi Chotirungsan

留 学 生 紹 介

Hello! My name is Titi Chotirungsan, you 
can call me “Ice”. I was born and raised in 
Thailand. After graduating with an under-
graduate degree in 2015, I’ve then decided 
to work as an instructor in the Faculty of 
Dentistry of Thailand’s Naresuan Universi-
ty.

From my experience working over the 
past four years, I’ve found that Thailand’s 
elderly population has been growing rapid-
ly, and dysphagia is one of their most com-
mon problems.

So, what led me here? Japan is a beauti-
ful country with equally beautiful and friend-
ly people. I found myself applying and even-
tually getting into a doctoral degree in the 

Division of Dysphagia Rehabilitation, Niiga-
ta University Graduate School of Medical 
and Dental Sciences, which also happens 
to be well-recognized internationally and 
ranked as one of the top universities in 
Asia-Pacific. I sincerely hope to gain knowl-
edge and experience in both clinical and 
research practices in this high-standard, 
world-caliber organization.

Unfortunately, although my doctoral 
course started in October 2020, I arrived in 
Niigata late because of COVID-19 circum-
stances. All travelers are being requested 
to self-quarantine for 14 days upon entering 
Japan. Even though this is a difficult time 
to enter Japan, Niigata University has been 
very supportive, and they made my whole 

特集 ２
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onboarding journey smooth and easy. I am 
really grateful and appreciated for that 
help.

When I finally got into Niigata in January 
2021, there were many things that I needed 
to adapt to, such as the weather, culture, 
language, etc. My first weeks were the win-
ter season, and there were heavy snowfall 
and strong winds that we never really expe-
rience in Thailand. The following season, 
which was Spring, was very impressive to 
me! It’s truly special as I am a plant and 
flower lover. In Spring, animals wake up 
from winter sleep, trees are green again 
and flowers bloom beautifully. So, in my 
free time, I usually go out to capture these 
unforgettable moments through my cam-
era and I get even more inspired living in 
Japan.

My life in Dysphagia Rehabilitation Divi-

sion has been very productive so far, all of 
our members are friendly and hardworking. 
Professor Dr. Makoto Inoue is a great 
teacher. He is very supportive, warm, ac-
cessible, enthusiastic, and caring. In my 
time, I’ve learned clinical practice for dys-
phagic patients and many techniques in 
the research field, especially surgical tech-
niques in the animal model.

After pursuing Ph.D., I will go back and 
work at Naresuan University. I will apply 
the knowledge and experience that I’ve 
achieved from Niigata University in my re-
search and academic environment, as well 
as community services to help improve the 
quality of life of Thai people and assist in 
solving the shortage of specialists in the 
field of Dysphagia Rehabilitation. I also aim 
to pass on my knowledge from Japan to 
future students and researchers of Thai-
land.
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A Light Dawns on My Life in Niigata

組織再建口腔外科学分野　Nyein Nyein Chan

I am Nyein Nyein Chan from Myanmar, 
which is one of the Southeast Asia coun-
tries bordering India, Laos, Thailand, Ban-
gladesh and China.

I graduated from University of Dental 
Medicine, Mandalay (UDMM) and I have 
served as a teaching staff at the depart-
ment of Oral and Maxillofacial Surgery 
(UDMM) from 2014. Consequently, I noticed 
that the number of oral cancer patients in 
Myanmar has been increasing due to betal 
quid chewing, a well-known carcinogenic 
factor of oral cancer. During treatment, 
some of the patients had good results but 
some were not although their clinical con-
ditions were seemed to be the same. I 
thought that the underlying molecular 
mechanism might be one of the reasons 
for different responses. However, the re-
search facility has not been supported 
enough for molecular study in my universi-
ty so far. Therefore, I was eager to study 
the molecular mechanism of oral cancer in 
other developed countries.

In early 2019, I applied to study in Niigata 
University. With the endeavor and great 
support of Ishida sensei, Kobayashi sensei 
kindly accepted me as a PhD student in his 
department, Reconstructive Surgery for 
Oral and Maxillofacial region. Finally, I be-
came a PhD student of Niigata University 
in October 2019. My professor, all the teach-
ers and the seniors warmly welcomed me. 
According to my research enthusiasm, Ko-
bayashi sensei introduced me to Tanuma 
sensei, the head of Oral Pathology depart-

ment. Tanuma sensei kindly invited me to 
join his lab. Then, I moved to Oral Patholo-
gy department to begin my research jour-
ney.

The very first memory in Oral Pathology 
department is the kindness and supportive 
teachers and seniors. Moreover, I am im-
pressed with their hard work and motiva-
tion on research. For me, although I came 
here for only a reason: to know more about 
the nature of cancer cells, I have poor 
knowledge in pathology and biological re-
search. Everything was different from my 
previous experiences. Fortunately, my su-
pervisor guided me to find my way. Cell cul-
ture, immortalized cell lines which I have 
never dreamed about. But it is very fasci-
nating to study them. Although all are oral 
cancer cell lines, they have different poten-
tials and nature like human beings. In every 
step, they gave me new information which 
attracted me to study more and keep on 
further step. Of course, my research jour-
ney has not been a smooth road. But I love 
each and every rock on my way and still 
going on.

Outside the university, the other respect-
able culture of Japanese people is loving 
plants and nature. At the end of winter, I 
can see many people both adults and 
young, grow plants not only flowers but 
also vegetables at their homes. Since 
growing plants and the smell of flowers al-
ways make me fresh, I am obliged to those 
who cultivate the plants and flowers. More-
over, I have been to Yahiko park in autumn 
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to enjoy the maple leaves and Hakusan 
park in spring for cherry blossom. Apart 
from the great beauty of maple leaves and 
cherry, what actually touch my mind is the 
protection and appreciation of Japanese 
people to nature and environment.

All in all, I can learn not only for the uni-
versity knowledge but also for my life in Ni-
igata. It is not enough for me to mention 
the positive impacts by having a chance to 
come to Japan.

Echigo Hillside Park Rose festival, 2021
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The Precious Moments in My Life

歯周診断・再建学分野　Hnin Yu Lwin

My name is Hnin Yu Lwin. I came from 
Myanmar and we, Myanmar citizens, have  
no “Family name”. We use only given name. 
Let me introduce about my country first. 
Myanmar, was known abroad as Burma, is 
located around 2717 miles away from Ja-
pan. It has a largely tropical climate with 
three seasons: Summer, Rainy and Winter 
Seasons. Although temperatures in Myan-
mar can vary from place to place, the cli-
mate is generally hot throughout the year. 
I haven’t experienced snow in Myanmar. 
Thus, the climate and cultures are totally 
different from Japan. I was really worried 
whether I could adapt or not with new chal-
lenges in everything when I decided to 
study abroad in Japan.

But, these worries flew away since the 
first day of arrival to Niigata.  The person I 
have first met in Japan is my Professor. He 
picked me up at the Niigata airport. That 
made me feel warmly welcomed. When I 
visited to my department, everyone I met 
greeted me with the warmest smiles. They 
all are really kind, helpful and generous. I 
also had a great dinner on the same day of 
arrival with my senior, tutor and Professor. 
That’s why I felt secure, comfortable and 
kind-hearted since I have arrived to Niigata.

Japan is one of the leading nations in 
scientific research fields. The excellent 
accessibility, high quality of life standard 
and safety attracted me a great interest 
to study in Japan. Thus, I applied Japa-
nese Government Monbukagakusho: MEXT 
Scholarship Program. When I was accept-

ed, I have chosen Periodontology which is 
my field of interest.

I have started to learn the protocols and 
laboratory procedures related with my doc-
toral research since October, 2019. Al-
though everything was new for me, I had 
passed the difficulties under the kindly 
guidance and supervision of my tutor and 
supervisor. They create a supportive and 
stimulating environment which helps me 
believe in myself and focus on learning and 
improving my skills. I would like to express 
my special gratitude to Professor, supervi-
sor, tutor and other members from our of-
fice for their encouragement, patience and 
support.

There was no COVID-19 crisis in my first 
few months in Japan, thus, I had a chance 
to visit to “Yahiko Park”. I had enjoyed “Mo-
mijigari”, the picturesque view of seasonal 
change that I haven’t seen in Myanmar. Al-
though there are usually many festivals ac-
cording to seasons in Japan, I could not 
join these festivals since January, 2020. Be-
cause almost all of the festivals are can-
celed due to the effects of the corona virus 
pandemic. And also, I think we should re-
frain from travelling without important rea-
sons and avoid the crowded areas for pre-
venting the spread of COVID-19.

Thus, I could not travel around the Japan 
to enjoy beautiful nature and cultures of 
Japan in 2020. However, I have experienced 
and felt secure and impressive the great 
effort of Niigata University to prevent 
spread of infection with relevant notifica-
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tions and guidelines regarding the control 
measures against COVID-19.

But, this year, 2021, I had enjoyed “Sakura 
Blossom” at Hakusan Park near Asahima-
chi Campus, Niigata University. It is the 
scenic and attracting view. I really would 
like to visit around the Japan after COVID-19 
crisis. I hope I will be able to enjoy the na-

ture and cultures of Japan before I go back 
to Myanmar.

However, I will memorize every moment 
during the stay in Niigata because of great 
support of my department and Niigata Uni-
versity. And also, these moments are pre-
cious time in my life.

The first experience of the autumn scenery at Yahiko Park

The beautiful Sakura blossom at Hakusan Park in Niigata
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医歯学軟式テニス部

軟式テニス部　歯学科 3 年　大　西　雅　人

⃝部⃝活⃝動⃝紹⃝介⃝

こんにちは。医歯学軟式テニス部です。今年度
は 2 名の 1 年生部員を迎え、現在部員11名で活動
しています。歯学部生は少人数ではありますが、
医学部の学生と共に活動しており総勢約70名の部
員がいます。今年度で所属して 3 年目になります
が、この部活の良さを紹介していこうと思います。

私は過去、中学では野球部、高校では陸上部と、
軟式テニスはおろかラケットスポーツに本格的に
取り組んだことはありませんでした。そんな私が
軟式テニス部に入る 1 番の決め手となったのは先
輩方の人柄の良さに尽きます。

大学に入学してどの部活動に所属するか決め兼
ねていた私は、様々な部が行っている部活動体験
に参加しました。その中でも一際心が惹かれたの
が軟式テニス部です。まず驚いたのは、その部員
の多さです。主将の号令で部員全員が集合した際
に、50を超える部員が集結していた光景には圧倒
されました。そして、その部員全員が私たち新入
生に対して優しく歓迎ムードで接してくださいま
した。

私を含め半分以上の部員は大学から軟式テニス
を始めた人たちばかりです。特に指導者がいるわ
けではなく、練習中に経験者が初心者の部員に教
えている様子はとても心温まるものでした。初心
者でも「うまくできた！」という気持ちになれる
と、そのスポーツの楽しさに気付けたり、モチ
ベーションの向上に繋がったりとすぐに上達でき
るきっかけとなります。

その他、先輩方の話を聞いているとほとんどの
部員が医学科や保健学科の方ばかりなのです。他
の学部の友達を作ることが夢だった私は、ますま
すこの部活に魅了されました。私の同期は10名い
ますが、そのうち 9 名が医学部の学生たちです。

今ではかなり親睦が深まり、プライベートでも親
交があります。

ここまでだと仲良しクラブで終わってしまいそ
うですが、大会ではいくつもの実績を残していま
す。過去 3 つの大会では団体戦ベスト 4 が 2 度と
準優勝、個人戦ではベスト 8 やベスト 4 、 3 位の
ペアがいるなどかなりの強豪校です。限られた時
間の中でよりよい練習ができるように日々取り組
んでいます。

ここには書き切れないほど医歯学軟式テニス部
には多くの良さがあります。これまで多くの先輩
に恵まれ、後輩もできました。学部の垣根を越え
てたくさんの知り合いができ、日々切磋琢磨でき
るチームメイトがいるおかげで充実した部活動ラ
イフを送ることができています。また、大会など
で県外に遠征に出かけた際にも歯学部生だけでな
く、多くの学部の友人ができました。この部活の
おかげで今の自分があると思っています。多くの
人にこの部活の魅力が伝わるよう、来年以降も新
1 年生の勧誘を頑張っていきたいです。

最後になりましたが、来年度のオールデンタル
では個人戦・団体戦ともに優勝して来ますので、ど
うぞ皆さんの温かい応援をよろしくお願いします！

秋の北医体
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歯学部軽音部

軽音楽部　武　井　奏一郎

こんにちは。歯学部軽音部Liarsの部長の武井
奏一郎と申します。

私たち軽音楽部は年に 4 回（今年度は 6 回を予
定しています。）のライブを行っていて、そこに
向けて日々練習を個々で不定期に行っています。
現在の部員数は、男子10人、女子16人の合計26人
が在籍しています。昨年は新型コロナウイルス感
染症により部活動が停止状態となってしまったた
め、新歓活動を自粛せざるを得ない状況となって
しまいました。しかし、今年の 8 月に制限付きの
活動再開の許可が下りたため、新歓活動を行うこ
とが出来ました。例年における新歓活動は、新 1
年生を集め、先輩による軽いギター演奏やビラ配
りなどが行われたり、花見と呼ばれる 1 年生と上
回生との懇親会のようなものが行われたり、楽器
体験会と称して 1 年生に楽器を触ってもらった
り、軽いライブを行ったりと、盛り沢山でした。
今年は、感染対策案をふまえ、マスク着用、換気
を徹底した状態での小規模による楽器体験会を数
回行う、また歯学部学務係の方々に新 1 年生に向
けた限定公開で各部活動の紹介ムービーを作る企
画を行っていただいたので、紹介動画を作り、投
稿させて頂く事で、 1 年生の皆さんに軽音部に興
味を持ってもらおう！と活動を進めていました。
動画には、部員数などの基本的事項から例年行わ
れていた浜コンなどのイベント紹介を画像と音楽
を添えた形で作りました。このような活動を行っ
たことにより、今年は 8 人の 1 年生が入部を決め
てくれました。コロナウイルスが流行するこの時
期に、沢山の 1 年生が入部してくれて、本当に感
謝をしています。例年では、年に 4 回のライブ活
動を行ってきました。ライブハウスでのライブ
や、スタジオで行われる小規模なライブ、医学部
軽音部Medicsさんとの合同ライブなど様々なラ
イブを行ってきました。しかし、新型コロナウイ
ルスによる影響でライブハウスでの活動は自粛せ

ざるを得ない、新 2 年生（2020年度入学の 1 年生）
の勧誘を行えなかったこと、上級生の卒業などの
要因により、大規模なライブ活動を行うことが厳
しいのが今の軽音部の現状です。しかし、そのよ
うな時であるからこそ部員が工夫してライブ活動
を行う、ということが軽音楽部であり、新型コロ
ナウイルスに対する反骨精神を抱くことこそが軽
音楽部の矜恃たるものと私は思っています。そこ
で、『ライブの規模を小規模にして、回数を増や
そう』という結論に至りました。従って、当分は
医学部の音楽鑑賞室による小規模なライブ、医学
部軽音部さんとの合同ライブを行うことで感染対
策に則った人数不足の状況でもライブ活動を行え
るように方針を決定しました。以前に比較する
と、部活動の規模が小さくなってしまいますが、
新型コロナウイルスの感染が縮小するまでは、

『耐え難きを耐え、忍びがたきを忍び』の考えで、
でも、楽しむところは楽しんで活動していきたい
と考えています。そして、遂に 7 月11日に音楽鑑
賞室で 1 年生の新歓ライブを行うことが決定しま
した。少ない人数で行うからと言って、手を抜か
ず、感染対策も万全で、 1 年生の皆さんが『入っ
てよかったな』と思えるようなライブを行えるよ
うにしたいと我々は考えています。

2019年定期コンサートでの集合写真
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生体歯科補綴学分野
生体歯科補綴学分野教授　魚　島　勝　美

1 ．はじめに

早いもので、平成20年（2008年） 6 月に生体歯
科補綴学分野が発足して以来13年が経ちました。
発足当初には分野としての理想を掲げはしたもの
の、なかなか思うように仕事が進まずに苦しんだ
こともありました。しかしながら、多くのスタッ
フに助けられながら、現在では教員 8 名、医員 4
名、大学院 8 名、研修医 1 名を擁し、それなりの
仕事ができる分野になったと思っております。歯
学部の一分野としての使命である教育と研究、臨
床系の分野としての使命である良質な歯科医療の
提供を同時に行うことは決して簡単ではありませ
ん。教育にはとても多くの時間を使う必要があり
ますし、研究も臨床業務に中断を余儀なくされな
がら継続することは困難と言わざるを得ません。
また、臨床そのものも、その質を担保しながら多
くの患者さんの治療を行うことの難しさは、いく
ら経験を積んでも常に実感するところです。この
度歯学部ニュースに分野紹介を執筆する機会をい
ただきましたので、このような状況の中で日々悪
戦苦闘する分野スタッフを代表して当分野の現状
をご紹介させていただきます。

2 ．教育

私が常々言っていることは「後進の育成をおろ
そかにする集団はいつか必ず衰退する」というこ
とです。したがって、当分野では歯学教育に関す
る世界の潮流を常に意識して講義・実習内容を常
にアップデートし、学習者が将来に亘って生かせ
る知識と技能を身につけられるよう努力していま
す。我々が担当する主な教育分野は冠ブリッジ補
綴学ですが、現在これ以外にも多くの講義・実習
を担当しています。

講座紹介

（ 1 ）早期臨床実習Ⅰ
これは 1 年生に対して各診療科がすべて担当す

る実習で、開講期間に各自が一度ずつ我々の外来
を見学しに来てもらいます。

（ 2 ）早期臨床実習Ⅱ
3 年生の実習で、基礎系の分野は講義を担当

し、臨床系の分野は外来見学や実習を行います。
当分野では模型やシミュレーターを使った歯の形
成実習を行っています。

（ 3 ）歯の形態学
歯の形態に関して総合的に学習するための科目

で、講義には多くの分野に参画していただいてい
ます。また、歯の鑑別等に関しては解剖学を専門
とする大島勇人教授にご担当していただき、当分
野は歯型彫刻実習と一部の講義を担当していま
す。 3 年生対象です。

（ 4 ）歯冠修復学
当分野が担当するメインの講義・実習です。対

象は 3 年生です。動画の視聴による事前学習、毎
回の講義と実習の連動、頻回の小テストによる知
識の確認、グループ討議、実習、解説とポート
フォリオ記入による実習の振り返り、細かい評価
など、従来の実習スタイルとは全く異なる方法に
よって知識と技能の定着を図っています。

（ 5 ）欠損補綴学Ⅱ
上記歯冠修復学に引き続いて 4 年生で行う、ブ

リッジを中心とした学習をする講義・実習です。
この科目には実際の臨床例を題材にしたグループ
討議を含み、先進的な技工所の見学もしています。

（ 6 ）総合模型実習
本学歯学部が世界に先駆けて取り入れた 5 年生

の実習で、模型を使って患者さんに提供すべき総
合的な治療を自分自身で立案し、模型でこれを実
行する実習です。 4 年生までの実習と異なって、
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インストラクターの指示通りに進める実習ではな
く、それまでに得た知識と技能を総動員して自分
で考えることが要求されます。模型を使った実習
とこの直後に始まる臨床実習を繋ぐ役割をしてい
ます。

（ 7 ）ポリクリ
臨床系の分野は全て担当していますが、当分野

では模型実習と臨床実習を繋ぐ、より臨床的な知
識と技能の確認を目標として各種解説と実習を
行っています。

（ 8 ）臨床実習
主に臨床系 6 分野がインストラクターを担当し

ています。当分野は冠ブリッジに関する治療の際
にインストラクターとして指導します。当分野で
は歯科医師である私たちすべての教員が参画して
いますので、それぞれが月に 2 回から 5 回担当す
ることになります。また、臨床実習中には私の外
来診療およびいずれかの分野スタッフの外来診療
をそれぞれ最低 1 回見学してもらっています。学
生自身の診療と私たちの診療との違いを目の当た
りにすることに大きな意味があると思っていま
す。

（ 9 ）臨床推論
臨床実習中に行う演習です。実際の臨床症例を

題材にしてグループ討議を行い、一口腔単位の治
療の必要性を強く意識することを目標としていま
す。臨床実習中に経験できる治療に限りがある現
状では、これを補完する意味で非常に重要な演習
です。

（10）その他
上記以外にも当分野のスタッフは各種講義に参

画しています。歯科理工学、生涯にわたる歯と咬
合（PBL）、口腔生命福祉学科の講義などです。

現在は 1 年生から 6 年生までの、当分野が担当
するすべての科目において、統一電子ポートフォ
リオへの記入を求め、歯学部在籍中の学生自身の
成長を振り返ることができるシステム構築に取り
組んでいます。

3 ．臨床

歯の治療の最終的な目標は食べる、話すといっ
た機能を回復することです。補綴というのは冠、

取り外しのできる入れ歯、できない入れ歯（ブ
リッジ）、インプラントなどを患者さんに用いる
ことですから、とても重要な治療の最終段階を担
当していると言えます。冠を被せる、取り外しの
入れ歯を作る前提として、土台となる、あるいは
残っている自分の歯がしっかりしていることが重
要なので、単に 1 本の歯に被せる、入れ歯を入れ
るだけではなく、患者さんの口の中全体を診て治
療を進める必要があります。私たちは常に一口腔
単位、一患者さん単位で治療計画を立て、適切に
冠、ブリッジ、入れ歯、インプラントを用いるこ
とを心がけています。

また、特色ある専門外来として「金属アレル
ギー外来」と「歯根破折外来」を当診療科が開設
しています。歯の治療には様々な材料を用います
が、これら材料が患者さんのアレルギー症状の原
因になっていることもあります。我々は特に金属
を中心としてアレルギーの検査・診断・治療を
行っています。歯根破折外来では、従来抜歯が対
応の基本であった「歯根が縦に割れてしまった
歯」を一度抜歯して、接着剤による修復をしてか
ら元の位置に植え直す治療に取り組んでいます。
今までのところ200本以上の歯を治療しています
が、 3 年経ってもおよそ 8 割の歯がしっかり機能
しています。

4 ．研究

現在以下のようなテーマで研究をしています。
スタッフそれぞれが非常に活発に研究活動を継続
しており、各種学会でも特別講演演者やシンポジ
ストとして招聘されるばかりではなく、多くの学
会賞もいただいています。また、科学研究費補助
金も今年はすべての申請資格者が採択されており、
それなりの成果は上がっていると考えております。

（ 1 ）デンタルインプラント関連の研究
デンタルインプラントの生存率は10年後でも

90％以上であり、とても良い治療であると考えら
れる反面、色々なトラブルを抱えることも珍しく
ありません。インプラントと骨がしっかりと密着
する現象、それを維持するための生体反応、問題
が起きた時の対処法などに関する研究はまだまだ
不十分です。我々はこれらに一生懸命取り組んで



─ 37 ─

37

います。
（ 2 ）歯根膜関連の研究

歯根の表面には骨との間に歯根膜というクッ
ションが存在しています。体の中でもとても特殊
な組織で、その修復や維持は歯にとってとても重
要です。ところが、その特殊性故にまだまだ分か
らないことが多く、基礎的・臨床的な手法を用い
た研究を行っています。

（ 3 ）歯科金属アレルギー関連の研究
歯科金属アレルギーについても分からないこと

が多い、むしろほとんど分かっていないという現
状で、臨床データの収集や細胞レベルの基礎的な
研究を行っています。

（ 4 ）歯科理工学関連の研究
歯の治療には様々な材料を使いますので、より

良い材料を開発するための研究を行っています。
（ 5 ）歯根破折の治療に関する研究

前述のように、臨床的には成果が上がっている
ものの、より良い治療法を確立するためにはまだ
まだ研究が必要です。現在は各種材料を使って、
歯根破折の治療に最も適した材料を探しています。

（ 6 ）歯学教育に関する研究
歯学部での学習は生涯学習の第 1 歩であり、と

ても重要です。我々は学習方法による学習効果の
違い等に関して研究を継続しています。

（ 7 ）その他の基礎的・臨床的研究
自家骨移植や人工骨の研究、細胞移植の研究な

ども行っています。

5 ．その他の活動

当分野では、仕事ばかりではなく遊びも充実さ
せたいと思っております。このところのコロナ禍
で自由になりませんが、過去には以下のような活

動をしてきました。
（ 1 ）医局旅行

コロナ禍前には毎年 1 泊 2 日でどこかに出か
け、医局員全員が過去 1 年間にやってきたこと、

これからの 1 年間にやることをまとめて皆の前で
発表し、その後遊びに行っていました。今は大学
内での発表のみ 1 日限りで行っていますが、コロ
ナが去ったら再開します。

（ 2 ）スキー合宿
冬には有志でスキー合宿に行っていました。

（ 3 ）飲み会

2018年冬　猪苗代にて

どこかでやった何らかの飲み会（2018年）2018年夏のプログレスカンファレンス

2018年夏の遊び　ラフティング
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（ 4 ）その他

6 ．おわりに

現在当分野に所属する教員はその多くが分野発
足当初から仕事を継続してくれています。それぞ
れが意義のある充実した教育、臨床、研究をして
くれていることは、私にとっては非常にうれしい
ことでもあります。しかし一方で、できれば私の
在任中に外の世界（他大学）に羽ばたいて欲しい
と考えていたにも関わらず、月日が経つのは早い
もので、13年経ってもそれが実現していないこと
は、私の不徳の致すところでもあります。教授と
准教授以下の教員との年齢差が非常に大きい、つ
まり年齢的に中間層がいないことは、若手への引
き継ぎという観点で望ましいことかもしれませ

ん。しかし、逆にこのことがスタッフの自立を妨
げたのかもしれないという懸念もあります。私の
任期があと 3 年で、当分野が 3 年後にどうなって
いるかは分かりませんが、生物学的な視点を持っ
た補綴歯科学という方向性を継ぐにしろ、全く違
う方向に進むにしろ、補綴が歯科の臨床にとって
重要なことには変わりがありません。新潟大学歯
学部補綴学分野でご活躍された過去の先生方が築
いた伝統を、これまでの私が生かしきれたかどう
かは甚だ自信がありません。しかし、今後当分野
が歯学の発展に寄与できることを願いつつ、これ
からもスタッフ一丸となって一生懸命精進いたし
ますので、当分野に対する益々のご指導、ご鞭撻
を賜れますよう、よろしくお願いいたします。

現在の医局員

日本補綴歯科学会にて（2012年）インドネシアでの学会の折のラフティング（2008年）
右端は本物のインドネシア人です。
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組織再建口腔外科、羽賀健太です。「大学院に
行こう」というテーマを頂きましたので、大学院
生活についてご紹介します。大学院への進学を考
えている学生・研修医の皆さんの参考になれば幸
いです。

私は今年の 3 月で大学院を修了しましたが、こ
の 4 年間を振り返ってみるととても濃密な時間を
過ごすことができたと感じています。口腔再建外
科では、 1 年目は教養科目とともに外来・病棟で
口腔外科業務に従事しながら上級医の先生方とと
もに口腔外科領域の様々な疾患について経験して
いきます。私は経験した症例を学会発表する機会
があり、準備を通じてより深く学ぶことができま
した。そして発表した症例を学会に論文投稿する
チャレンジも経験し、ご指導して下さった先生方
のおかげで、口腔外科学会雑誌に掲載することが
できました。このように臨床的スキルとともに症
例と深く向き合う大切さや方法論を学んだ 1 年目
でした。

2 年目からは臨床をしながら主に患者さんを対
象とした研究を行う臨床研究と実験を中心とした
基礎研究のどちらかを選択していきます。私は基
礎研究に興味もあったため、生体組織再生工学分
野の泉先生のもとで 2 年目がスタートしました。
これまでの臨床とは異なり、昼夜を問わず研究に
没頭することができ、基礎研究は全くの初心者で
あった私も先生方のご指導のもと、細胞培養や実
験手技などを学びました。またテーマが口腔癌と
いうこともあり口腔病理学分野の田沼先生のもと
でもとても熱心なご指導をして頂きました。この
ように他分野の先生方とのコラボレーションによ
り、新しい発見や学びが多く日々の生活はとても
刺激的でした。これまで国内外での学会発表を何

度か経験しましたが、学会発表も研究の醍醐味で
あったと感じています。また口腔再建外科では大
学院のうちに口腔外科認定医を目指すこともでき、
計画的に症例や学会発表などを準備することで受
験資格を得ることができます。私も 3 年次の冬に
受験し、大学院のうちに口腔外科認定医を取得で
きました。そして 4 年次には研究の成果を国際誌
に投稿するため、論文の執筆を行っていました。

もしかすると、大学院でかつ基礎研究をすると
臨床が全くできなくなるのではと思う人もいるか
もしれません。もちろん研究が中心の軸ではあり
ますが、その中で自らがビジョンをもって行動す
ることで臨床・研究のそれぞれで成果を残すこと
は十分可能であると思っています。自分の進路を
考える際にはその分野を「自分が好きかどうか」
と「自分に向いているかどうか」の 2 つの軸で考
えるといいのかもしれません。卒後すぐにそれを
見つけるのはとても難しいことだと思いますし、
長い時間をかけてなんとなくわかるものなのかも
しれません。大学院生活は非常にタフであること
は事実ですが、大学院の間に広い視野で多くの経
験をしてみて、自分が今後どういうことがしたい
のかをじっくりと考える期間として大学院は有意
義なものになると思います。

2018年10月15日撮影

連
載 大学院へ行こう

大学院紹介

組織再建口腔外科　羽　賀　健　太
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を抱えたこともありました。しかし、それらを乗
り越えたことで、研究に必要な表現力や実験力が
一歩成長したと思います。そして現在は肺炎球菌
性肺炎において誘導される宿主由来の分子と肺炎
重症化との関連について研究を進めています。

大学院に進学し、研究することが必ずしも正し
い選択ではありません。歯科医院を開業する、も
しくは歯科医院や市中病院で歯科治療を行うこと
で地域の歯科医療に携わることは、歯科医師とし
て重要な社会貢献の一つです。しかし歯科に限ら
ず医療の発展には、臨床上解決すべき問題点や疑
問点を研究によって解明し、得られた成果を臨床
に還元するという、研究と臨床の両者における双
方向性が重要です。したがって研究を行うこと
は、目に見えやすい形ではありませんが、医療に
貢献できる可能性があり、学部卒業後に大学院へ
と進学し、研究に携わることも進路の一つである
と考えます。

実験室での一コマ

微生物感染症学分野大学院 2 年の磯野俊仁で
す。今回『大学院へ行こう』というテーマで原稿
依頼を頂きました。ここでは、私が大学院に進学
した理由や大学院へ進学してからの生活について
紹介します。

歯学部入学以前より研究に対して漠然とした興
味があり、学部 3 年次に微生物感染症学分野を訪
ねたことが研究を始めるきっかけでした。仮説を
立て、実験し、考察を行うといったことが思いの
外楽しく、主に小田准教授（当時）の指導のもと、
毎日のように実験をしていました。そして学部 6
年次には、歯学部卒業後は大学院に進学し、基礎
研究がしたいと考えていました。歯科医師という
枠の中で将来が固まっていくことに違和感を抱い
ていたこともあり、進学先は歯学部の大学院に限
らず、薬学部や医学部の大学院も候補として受験
準備を進めていました。しかしながら、詳しい事
情は記しませんが、最終的には新潟大学大学院医
歯学総合研究科を選択し、微生物感染症学分野で
学位研究のお世話になることになりました。

大学院に進学後は、研究中心の生活が始まりま
した。「植物由来抗菌成分による肺炎球菌性肺炎
の治療効果」を最初の研究テーマとしてもらい、
実験を始めました。マウス肺炎モデルの確立な
ど、実験条件の検討から論文執筆という研究にお
ける一連の流れを経験したことで、学部学生時と
は異なり、自身の研究についてより深く考えるよ
うになりました。本格的な動物実験や英語論文の
執筆は初めてであり、なかなかうまくいかずに頭

大学院へ行こう

微生物感染症学分野　磯　野　俊　仁



─ 41 ─

41

が持てたことも大学院での大きな収穫であったと
思います。

ここまで研究の話をしてきましたが、大学を卒
業したてのころは臨床の技術を磨くことで頭が
いっぱいだと思います。歯周診断・再建学分野で
は定期的に医局会で症例報告を行っており、経験
の豊富な先生方から若手までみな発表の機会があ
ります。歯周外科手術後に長期に渡り良好なメイ
ンテナンスを継続した症例や全身疾患をもつ患者
様への対応の工夫等、教科書を読むだけでは埋め
られない知識を豊富に学ぶことができるのも、大
学院進学の大きなメリットではないでしょうか。

大学院への進学を考えた時、費用や 4 年という
期間の長さに躊躇してしまうことがあるかもしれ
ません。ですが、何か一つ自分の専門と呼べるも
のを得ることで、今後の歯科医師人生がより豊か
なものになると思います。 4 年間は本当にあっと
いう間に過ぎてしまうので、少しでも興味のある
方はぜひチャレンジしてほしいと思います。

学位授与式後に同期と。筆者下段左端。
（写真撮影時のみマスクを外しました。）

皆さんこんにちは。歯周診断・再建学分野の山
崎恭子です。この度「大学院へ行こう」という
テーマを頂きましたので、大学院での生活等ご紹
介したいと思います。進路に悩んでいる学生や研
修医の皆さんの助けになれば幸いです。

そもそも私が大学院への進学を考え始めたのは
研修医の時でした。学生の時から 1 口腔単位での
治療計画を立案することの大切さは何度も教えら
れてきましたが、実際自分で患者さんを診る立場
になったときにその難しさを改めて感じることが
多くありました。その時に何か軸となる専門性を
身に着けることでその困難さを解決できるのでは
ないかと考え、専門診療科での治療が学べること
に魅力を感じ研修終了後も大学で学びたいと思い
ました。そして元々保存治療に興味があったため
出身である新潟大学の歯周診断・再建学分野でお
世話になることにしました。46期は大学院進学者
がとても多く、進学への敷居は低かったように感
じます。

実際に大学院へ入学してみると、毎日がめまぐ
るしく過ぎていきました。研究のことは何もわか
らず、ピペットを触るのも大学 2 年生の生化学実
習以来でしたので最初は四苦八苦しながら研究と
向き合う日々でした。しかしながら先生方がやさ
しく丁寧に指導してくださったお陰でなんとかこ
なしていくことができました。研究は細胞を培養
するにしても実験動物を取り扱うにしても、思う
ように事が運ぶことは少なく我慢が続く時が多い
ですが、自分たちの立てた仮説に合致するような
データが得られた時の喜びは何事にも代えがたい
です。また現在新型コロナウィルス感染拡大によ
りオンライン開催となってしまっていますが、国
内外の学会に参加し他大学の先生方と交流の機会

大学院へ行こう

歯周診断・再建学分野　山　崎　恭　子
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Healthy Longevity Award-1st prize

AMED/NYAS Interstellar Initiative 
Healthy Longevity Award-1st prize

高度口腔機能教育研究センター　前　川　知　樹

学 会 受 賞 報 告学 会 受 賞 報 告

この度、医療分野国際科学技術共同研究開発推
進事業（Interstellar Initiative）において 
Healthy Longevity Award-1st prizeを受賞い
たしましたのでご報告いたします。受賞課題名は

「The correlation of ectopic calcification 
s i g n a t u r e s i n t h e a g e i n g e y e a n d 
cardiovascular system（加齢にともなう異所
性石灰化の網膜と心臓血管系との相関）」です。
Interstellar Initiativeは、次世代を担う日本の
若手研究者が世界各国の若手研究者とネットワー
クを構築し、国際的かつ学際的な視点から医療分
野の研究開発における革新的な新規シーズを創出
することを目的として、日本医療研究開発機構

（AMED）ニューヨーク科学アカデミー（NYAS）

が共同で実施しています。
本事業では、Healthy Longevity（健康長寿）

に関連する研究について事前に選考を受けた世界
各地からの若手研究者が国際的・学際的チームを
編成し、新しい課題に関して取り組むことを目的
としています。選考された研究者は、医学系のみ
ならず工学系、理学系、コンピューターサイエン
スや疫学など様々な専門分野をもち、発展的な研
究が見込める組み合わせがマッチングされチーム
が組まれます。私は、コロンビアのアンデス大学
Ricadro Silva博士（脳神経血管薬理学）および
国立シンガポール眼センターのAnna Tan博士

（眼科学）とのチームとなりました。
本研究では、老化とともに血管や軟組織に認め

アワード（左）とチームメンバー（右）
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られる異所性の石灰化に着目しました。これら石
灰化は、失明の原因となる加齢性黄斑症や脳卒
中、心不全の主な原因となっています。近年、網
膜イメージング技術が開発され、詳細な網膜検査
が可能となってきました。そこで、網膜と心血管
系の石灰化および線維化に相関があれば、非侵襲
的な網膜イメージングによる心血管系や他の組織
の石灰化および線維化を評価することが可能とな
り、健康長寿のための先制医療となり得ることが
考えられます。すでに、それぞれの共同研究先で
臨床研究および基礎研究がスタートしています。

本来であれば 2 期にわたってニューヨーク・マ
ンハッタンにありますNYAS本部でのワーク
ショップおよびプレゼンテーションが予定されて
いましたが、新型コロナ肺炎の蔓延によりオンラ

インでの開催となりました。ネット環境が整わな
い地域からの参加者が多いうえ、時差のために
ミーティング時間の調整が必要なことがオンライ
ン会議の大変なところでした。 3 日間におよぶシ
ニアのメンター（日本および海外のPrincipal 
investigator）を含めた公式ミーティングやプ
ロポーザルの準備等で徹夜が続く大変忙しい毎日
でしたが、異なる分野の研究者たちのディスカッ
ションはとても楽しく充実したものでした。その
後、2021年 2 月に行われたPreliminaryデータや
今後の研究の展開を含めた発表が高い評価を得る
ことができ、本受賞に至りました。今後は、企業
との共同研究および臨床研究を推進してくための
マッチングに移行する予定です。
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最後になりますが、日々ご指導をいただいてお
ります藤井規孝教授、並びに共同研究者の皆様
に、この場をお借りして深く感謝申し上げます。

第12回　国際学会研究発表奨励賞

第12回　国際学会研究発表奨励賞　受賞報告

歯科臨床教育学分野　都　野　さやか

この度、「The Motion Analysis of Impression 
Taking by Motion Capture System」と題し
て97th General Session ＆ Exhibition of the 
IADRにて行ったポスター口演が、日本歯科医学
教育学会第12回国際学会研究発表奨励賞を受賞し
ましたので、ご報告させていただきます。

当分野では、歯科診療処置の定量的評価を目的
に、モーションキャプチャーシステムを使用した
診療動作解析を行ってきました。本演題では、シ
リコン印象材を使用した印象採得の評価システム
の構築を目的に、実験用金属板に設定した窩洞に
対する印象採得動作の計測・解析を行いました。
その結果、今回想定したパラメータのうち、印象
採得用シリンジを動かす速度は、印象採得の結果
に影響を与える可能性があることが示唆されまし
た。今後は、他パラメータに関するさらなる計
測・解析や、より臨床に近い環境での計測を進
め、臨床技術教育で有用となるような評価方法を
検討できればと思っております。 バンクーバーにて行われた97th IADRにて
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vitroでは生体近似した構造が確認でき、マイク
ロパターンサイズを自在にオーダーできるように
なりました。また、今回の集いの目的は互いの研
究を促進するため、歯科医学を中心に異分野専門
領域間で情報交換し、交流の輪を広げるという狙
いがあります。そのため、本研究の課題や臨床応
用を踏まえたうえで、足場材完成後の非侵襲的評
価システムの構築、基底膜用構造付与による高機
能化、口腔外組織への臨床応用の可能性や利用価
値について発表および議論させて頂きました。

最後になりましたが、今回の受賞にあたりご指
導いただきました、泉健次教授、研究チームの皆
様、共同演者の先生方に心より厚く御礼申し上げ
ます。

日本歯科医学会　第36回 歯科医学を中心とした総合的な研究を推進する集い　優秀発表賞

第36回 歯科医学を中心とした総合的な研究を 
推進する集い　優秀発表賞　受賞報告

高度口腔機能教育研究センター　生体組織再生工学分野　鈴　木　絢　子

このたび、2021年 3 月に開
催されました日本歯科医学会
主催「第36回 歯科医学を中
心とした総合的な研究を推進
する集い」におきまして、発
表演題が優秀発表賞を受賞い
たしましたのでご報告いたし

ます。演題名は、「表面をマイクロパターン化し
た魚うろこコラーゲン製材のヒト上皮組織の欠損
再建材としての利用可能性の検証」です。本研究
では、歯工連携により魚うろこコラーゲン製足場
材表面に50～200µmの上皮脚様マイクロパター
ンを付与し、足場材表面に口腔ケラチノ細胞を播
種する“バイオミメティック”な移植可能な培養
口腔粘膜の開発を目指しています。現在、in 
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tion to find out an optimum condition that 
produces in vivo like results. We already 
have promising results from the next proj-
ect and expect to share the outcome soon.

I would like to thank my parents and my 
wife for their inspiration. Academically the 
research would not have been possible 
without the guidance of my supervisors 
Assistant Professor Naoki Edanami, Pro-
fessor Kunihiko Yoshiba and Professor 
Yuichiro Noiri. I extend my deepest respect 
and gratitude towards their immense sup-
port and patience throughout the research 
and encouraging me to take part in the ex-
cellent poster competition. Thank you.

153rd Annual meeting of Japanese Society of Conservative Dentistry: Excellent Poster Presentation Award

153rd Annual meeting of Japanese Society of 
Conservative Dentistry: Excellent Poster Presentation 

Award report
Razi Saifullah Ibn Belal

Department of Cariology, Operative Dentistry and Endodontics

On the 153rd annual meeting of Japanese 
Society of Conservative Dentistry held in 
November, 2020, I presented my research 
results and got an Excellent Poster Award.

The topic of the research was “Apatite 
forming ability of bioceramic based root ca-
nal sealers: in vitro and in vivo”. In recent 
times, the use of bioceramic containing 
material has gained popularity in endodon-
tics, as a result there is an influx of a vari-
ety of materials. Apatite formation is one 
of the main characteristics of the bioce-
ramic materials through which biological 
advantages are elicited. Apatite formation 
helps to improve the success rate of end-
odontic treatment. However, there is a lack 
of information regarding the apatite form-
ing ability (AFA) of newly developed materi-
als under in vivo condition. We assessed 
the AFA of 3 different bioceramic based 
root canal sealers using in vitro and in vivo 
models. In the in vivo rat subcutaneous im-
plantation model, only one sealer was able 
to produce apatite on the surface, whereas 
in the in vitro condition using SBF, all seal-
ers had, similar response, formed apatite. 
This result was very interesting and 
showed the fact that even though they all 
are bioceramic, some may have different 
AFA. We are now assessing the AFA of 
these materials in a specific in vitro condi-
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する微生物感染症学分野の先生方に、この場をお
借りして心より感謝申し上げます。

日本歯周病学会 SUNSTAR Young Investigator Award

日本歯周病学会 SUNSTAR Young Investigator 
Award　受賞報告

微生物感染症学分野　歯周診断・再建学分野　田　村　　　光

この度、第63回秋季日本歯周病学会学術大会に
お い て、SUNSTAR Young Investigator 
Awardを受賞致しましたのでご報告させていた
だきます。今回受賞した発表演題名は「エリスロ
マイシンによるDEL-1誘導を介した破骨細胞の制
御」です。

本研究では、マクロライド系抗菌薬エリスロマ
イシンの歯周炎組織における抗炎症作用の機序を
解析しました。

エリスロマイシンはDel-1を誘導することに
よって、破骨細胞の分化と吸収活性を抑制し、さ
らに骨芽細胞に対して分化と骨形成能を促進する
ことが明らかとなりました。すなわちエリスロマ
イシンは歯周炎組織にDel-1を誘導し、歯周炎に
よる炎症性骨破壊を抑制するとともに歯槽骨再生
を促すことが示唆されました。この作用は新たな歯
周病治療につながる可能性があると考えています。

ご指導いただきました前川知樹先生、多部田康
一先生、前田健康先生、また寺尾豊先生はじめと 多部田教授（右）、筆者（左）。YIA記念品と。
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の歯をここまで丁寧に突き詰めて形成したことが
なかったため、支台歯形成の基本を習得する良い
機会となりました。

このコンペティションへの参加を通して歯科治
療で求められる技術の精巧さを改めて実感するこ
とができ、とても貴重な経験となりました。この
経験を今後も活かし、臨床技能向上のため、より
一層努力してまいりたいと思います。

最後になりましたが、お忙しい中ご指導してい
ただきました魚島先生、江口先生をはじめとする
先生方に心より感謝申し上げます。

第 3 回　JPS student clinical skills competition

最終選考優秀賞受賞報告

歯学部歯学科 6 年　野　口　雅　史

この度、日本補綴歯科学会主催の全国の歯学部
生を対象とした学生技能コンペティション「第 3
回 JPS student clinical skills competition」
におきまして、最終選考優秀賞を受賞致しました
ので、ご報告させていただきます。

課題は、CAD／CAM冠を想定した下顎左側第
一小臼歯の支台歯形成でした。形成練習では、適
切な形成量やテーパーになるように、形成した歯
を一本一本分析し、先生方にご指導いただきなが
ら練習を重ねました。また、形成時の姿勢やポジ
ショニング、レストの位置なども確認し、目標と
する支台歯に近づけるように意識しました。 1 本

ご指導していただいた魚島教授と江口先生と
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ました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。
最後に、時に苦しい院生生活の中でも、変わら

ず私を支え続けてくれた妻と息子にも、心より感
謝しています。

今後は上記のテーマを更に深く掘り下げなが
ら、より一層研究に励んで行く所存です。

今後ともご指導ご鞭撻の程宜しく御願い致しま
す。

2020年度　新潟歯学会賞

新潟歯学会賞　受賞報告

口腔解剖学分野　目　黒　史　也

この度2020年度新潟歯学会賞を受賞いたしまし
たので、ご報告させていただきます。

発表演題は『Reptinは胎仔上皮におけるDNA
損傷応答を介して器官形成を制御する』です。

本研究は、これまで主にガン研究のフィールド
で機能解明が行われていたシャペロンタンパクの

“Reptin”を上皮組織特異的にノックアウトした
マウス胎仔の表現型解析を通じて、上皮組織やそ
の付属器官の発生について解析を行いました。本
研究で最も興味深い点は、母体内で成長する胎仔
には一見無関係に思えるDNA損傷が、胎生期の
細胞内でも生じており、その修復機構が器官発生
に極めて重要な役割を持つことを解明した点にあ
ると思っております。これまでに歯胚等の口腔領
域の器官発生とDNA修復応答について述べられ
た研究報告はありません。 4 年間という短い研究
期間のなかでも、このような新しい知見を見いだ
せたことを大変嬉しく思います。

4 年間の院生生活は楽しいだけの日々ではあり
ませんでしたが、毎日試行錯誤を繰り返し、指導
教官である大峡教授、及び佐伯教授とのディス
カッションを繰り返した毎日は、これまでのどん
な時間より充実した日々だったと思います。この
4 年の間には歯周診断・再建学分野の先生方、歯
科薬理学の先生方、口腔解剖学の先生方、同期や
院生の先輩方など、多くの方々のお力添えを頂き 新潟歯学会賞授賞式にて
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ターゼ阻害剤を投与すると、歯槽骨吸収量が抑制
されました。このことから、エラスターゼの歯肉
上皮バリア傷害作用が歯周炎の重症化に関与し、
エラスターゼ阻害剤が新規歯周炎治療薬となる可
能性が示唆されました。

今回の受賞にあたり、ご指導いただきました土
門久哲先生、前川知樹先生、多部田康一教授、寺
尾豊教授をはじめ、研究にご協力いただいた先生
方に心より感謝申し上げます。

2020年度　新潟歯学会奨励賞

2020年度新潟歯学会奨励賞受賞報告

微生物感染症学分野　日　吉　　　巧

この度、2020年度新潟歯学会において、歯学会
奨励賞を受賞いたしましたのでご報告させていた
だきます。今回受賞した演題名は「好中球エラス
ターゼによる歯周炎重症化メカニズム解析と新規
治療法への応用」です。

本研究では、好中球が有するタンパク質分解酵
素エラスターゼが、細胞間接着分子を分解し、ヒ
ト歯肉細胞層の剥離を誘導することを明らかにし
ました。また、歯周炎を誘導したマウス歯肉中の
エラスターゼ活性は増加し、同マウスにエラス

ご指導くださった土門先生（左）と
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コロナ禍での学生ケア

コロナ禍での学生ケアなどについて

歯学部学生支援担当　口腔生理学分野　山　村　健　介

一昨年12月に中国で報告され、翌年 1 月に日本
で初の感染者が報告された新型コロナウイルスは
世界的な大流行を引き起こし、私たちの生活を一
変させました。新潟大学でも 3 月に予定されてい
た対面での卒業式や祝賀会、 4 月の入学式や歯学
部主催の新入生研修が中止となりました。授業歴
の変更や対面形式の授業の中止も 4 月になってか
ら決定され、私たち教員も非対面形式の授業準備
に右往左往することとなりました。その後マスコ
ミでもコロナ禍の中で苦境に陥る大学生の話題が
頻繁に取り上げられ、ご子息の状況を案じておら
れた保護者の方々も多かったと思います。

あれから一年あまりが過ぎ、いまだ感染の収束
には至っていない状況ですが、新しい生活様式も
浸透し、全く先の見えない状況だった一年前と比
べればポストコロナのイメージもわきやすくなっ
た今、歯学部で学生支援を担当している教員の一
人としてこの一年を振り返ってみたいと思いま
す。歯学部ニュース編集委員会からは「学生ケ
ア」と題しての執筆を依頼されたのですが、歯学
部ではコロナに関連した学生ケアが必要とされた
事例がほとんど生じなかったため、それ以外の内
容についても私が経験したことを記したいと思い
ます。

1 ．学生支援・学生ケア
非常事態と言える一年を過ごした今、まず思う

のは歯学部の学生さんと保護者の方々、そして授
業を担当された先生方の素晴らしさです。その結
果、コロナ関連で私が学生さんのケアに追われる
ようなことはありませんでした。

そのようなありがたい状況となった最大の要因
が学生さんです。三密になるようなイベントへの

参加、県外への旅行や帰省に伴う他人との交流、
仲間内での食事や飲み会などで感染し、時にはそ
のような学生がクラスターの発端となる事例が全
国的には報告されていますが、現時点では歯学部
での感染は学生、教職員含めてゼロです。全学

（新潟大学）や歯学部の学務係を介して様々な注
意事項の伝達がなされ、生活の制限も課せられま
したが、それに対応して歯学部の学生さんが節度
ある生活を送ってくれたことが大きかったと思い
ます。アルバイト収入の減少や他者との交流機会
の減少に伴う孤独感、経験のない非対面型の授業
に対する対応など、この一年ストレスを全く感じ
ることなく過ごすことができた学生さんはいな
かったと思うのですが、そのことが原因で退学あ
るいは休学した学生さんは一人もいませんでし
た。学内に出入りできるようになったあとに、私
のところに悩み相談に来た学生さんが数名いまし
たが、それぞれに悩みを抱えながらも、「皆同じ
状況だから今は耐えなくてはならない」と前向き
に現状をとらえ、ごく一般的なアドバイスを送っ
ただけで、現在も無事に学生生活を送っていま
す。学生さんそれぞれの自律性、私の知らないと
ころで学生さんを支えてくださった保護者の皆
様、そして学生さんの相談に対応し、アドバイス
を送ってくださった私以外の教職員に感謝してい
ます。そして忘れてはならないのが、学生さん相
互の支え合いです。私が常々感じていることです
が、学生さんの悩みの解決にもっとも寄与するの
は、普段の学生生活を共にしている同級生や先輩
からのアドバイスや様々な援助です。これはコロ
ナ禍でも同じであったように思います。学生支援
担当の教員が介入せずとも、学生さん同士で様々
な悩みが解決されていたことを学生さんから聞い

特集 3
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ていますし、私自身も実感しています。そのよう
な人間関係が歯学部の学生さんの中で構築されて
いることは私にとってはとてもありがたいことで
すし、学生さんは誇りに思ってよいと思います。

このような歯学部の学生さんの人間関係を構築
する上で私自身が重要だと思っているのが、中止
を余儀なくされた歯学部主催の新入生研修です。
この研修会は新入生全員と学部長をはじめとする
歯学部執行部の教員、学務委員会や学生支援委員
会に属する教員、その年の新任教員など多くの教
職員が一堂に会し、歯学部のオリエンテーション
やグループに分かれた共同作業が行われます。終
了後には先輩学生によるクラブ活動紹介も行われ
ます。この会が終わると新入生同士、新入生と先
輩学生、新入生と教員の距離が一気に縮まりま
す。この会を経ることなくコロナ禍で半年の学生
生活を過ごした新入生が非常に心配でしたが、よ
うやく昨年 9 月30日に歯学部 1 年生を対象にした
対面でのオリエンテーションが開催され、ほぼ全
ての新入生と顔を合わすことができました。オリ
エンテーションに先立って行われたアンケートに
よると「同級生の顔と名前を半分も知らない」「先
輩から話を聞く機会が欲しい」のようなクラス
内、あるいは先輩学生との人間関係の構築に関す
る悩みが大多数を占めていました。オリエンテー
ションでは、企画の中心となった小野学務委員長
による「写真で見る歯学部の専門教育」、臨床実
習を総括する藤井教授による「患者さんから学ぶ
臨床実習」、学生支援担当として私から「クラス
の仲間をもっと知ろう」と題した説明を行った
後、先輩学生によるクラブ紹介と学務係による履
修相談が行われました。解散の際に「同級生や先
生方の顔を見ることができて嬉しかった」と言っ
てくれた学生さんがいたことがとても嬉しかった
ことが思い出されます。彼らは現在 2 年生とな
り、私が担当する授業を元気に（？）受講してお
り、ホッとしています。

2 ．学生教育
このテーマについては他の先生が詳説されると

思いますので、簡単に述べるだけにしたいと思い
ます。私が思うのは、新潟大学歯学部は全国の歯

科大学の中でコロナ禍による学生教育へのダメー
ジを最小限にとどめた大学の一つであろう、とい
うことです。臨床実習を総括される藤井教授をは
じめとする臨床実習に関わる教員、全ての授業に
関わる教員の努力と創意工夫の賜だと思います
が、それを可能にしたのは非常事態を感染者ゼロ
で乗り切った個々の学生さんの自律性であること
は強調しておきたいと思います。そのおかげで完
全非対面教育が続く学部もある中、歯学部では

「必要に応じての対面授業」をいち早く再開する
ことができました。そのため「非対面授業を原因
とする学習の遅れ」についての悩み相談を私が受
けることはありませんでした。

教育を提供する側として私自身は、非対面授業
のうち「資料配付・課題提出型」「Zoomを使っ
たリアルタイムオンライン型」「動画配信による
オンデマンド型」を経験し、現在は対面型の授業
も再開しています。それぞれにメリットとデメ
リットがあり、学生さんによって好む（あるいは
教育効果が高い？）授業形式が異なることが理解
できました。現時点では、教員や他の学生と生で
意見を交わすことができる対面授業と工夫を凝ら
した非対面授業をうまく併用することが教育の質
を高めるのではないかというイメージをもってい
ます。授業のあり方を再検討する機会を与えてく
れたという点において、コロナ禍は私にとって良
い学びの機会を与えてくれた気がします。

3 ．学生の課外活動
令和 2 年度に行われるはずだった第52回全日本

歯科学生総合体育大会は新潟大学歯学部が事務主
管でした。この大会は運動部に所属する学生さん
にとって、日頃の練習の成果を発揮する場である
と同時に、他大学歯学部の学生さんと交流し親交
を深める貴重な機会です。私自身も運営に携わっ
た関係で、新潟大学歯学部の多くの学生さん（特
に現 5 年生、 6 年生）が忙しい中、大会準備に多
くの時間と労力を割いてきたことを知っていま
す。コロナ禍による大会中止は不可避ではありま
したが、学生さんの無念を思うとやりきれない気
持ちですし、中止の決断に快く同意して、事後処
理に奔走してくれた学生さんに感謝しています。
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現在もクラブ活動は厳しい制限の中行われていま
すが、一日も早く、コロナ禍が収束し、通常の活
動が再開されることを願っています。

以上まとまりのない文章となりましたが、歯学
部ニュースを読んでくださる方向けに、この一年
の私の経験を報告いたします。
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歯学科臨床実習の対応

歯科臨床教育学分野／歯科総合診療科　藤　井　規　孝

歯学科では 5 年次10月から 6 年次10月までの 1
年間、医歯学総合病院歯科外来において学生が担
当医の一人として患者さんの治療を担当し、診療
に参加する臨床実習を行っています。このため、
令和 2 年度は少なからず新型コロナウィルス感染
症拡大対策の影響を受けました。ご存じの通り、
この新興感染症については未だに深刻で予断を許
さない状況が続いていますが、現在、新潟大学医
歯学総合病院歯科・歯学部では患者さんはもちろ
ん、歯科に関係する病院スタッフや臨床実習に参
加する学生の安全に最大限の注意を払って診療・
実習を継続しています。歯学科の臨床実習につい
ては、本誌にこれまでに何度かご報告申し上げて
きましたが、まずは改めて歯学科臨床実習の概要
を説明いたします。

歯学科臨床実習について
新潟大学歯学部歯学科のディプロマポリシー

（卒業認定・学士授与の方針）の人材育成目標に
は、「変化の激しい現代社会のなかで患者の多様
な価値観を受け入れ、質の高い医療を提供するた
めに新たな諸課題に関係者と適切に連携しながら
問題解決を図って行く能力を備え、全人的医療を
実践できる高い歯科臨床能力を有する人材を育成
する」ことが掲げられています。また、プログラ
ムの到達目標（目標とする学修成果）として、①
知識・理解（歯科医学に留まらずグローバル世界
における経済・社会・生物学的な相互関係、自然
や人間社会・文化などを含む）、②当該分野固有
の能力（歯科医療に必要な基本的な能力）、③汎
用的能力（情報収集、問題解決立案に関する能力、
周囲と協力する能力）、④態度・姿勢（倫理・道
徳・科学的な意思決定、個性の尊重、公益優先）
が提示されており、②には歯科医療において適切
な感染予防対策を行うこと、歯科医療において安

全を確保することが含まれています。歯学科の最
終学年に行われる臨床実習は、これらを診療の現
場で確認することを目的のひとつとしています。
臨床実習を行う学生は、指導教員の下、医歯学総
合病院歯科に勤務する歯科医師が行う業務とほぼ
同じ内容で実習を行い、担当した患者さんによっ
てそれぞれに異なる治療のケースを学修します。
さらには、各専門診療科における分散実習（高
度・特殊な治療の見学および部分的な実践）や紹
介状を持たずに本院歯科を初診される方への医療
面接（予診）、他の学生の診療介助などを行って
おり、歯科治療の全容を理解します。ここに令和
2 年度から導入された全国共用試験（Post-CC 
PX）や歯学部卒業・国家試験合格後に行う歯科
医師臨床研修の準備（ 6 年次 6 月以降）などが加
わるため、その忙しさは容易にご想像願えること
と思います。学生にとっては苦労することが多い
かもしれませんが、狭小な口腔内で精密作業を行
う歯科治療を現場で学ぶことには重要な意味があ
り、次のステップとなる歯科医師臨床研修に進む
際に大きな自信になることは間違いありません。
現在、文科省、厚労省は歯科医師の育成につなぎ
目をなくすことを目指して施策を進めており、新
潟大学歯学部・医歯学総合病院歯科ではそれに準
じて歯学科臨床実習、歯科医師臨床研修の体制整
備を図っています。

医歯学総合病院歯科における感染拡大対策措置
令和 2 年 4 月、国内および県内での感染者数の

動向に鑑み、医歯学総合病院歯科では緊急を要す
る処置を除き診療を制限することを決め、 4 月下
旬から 5 月末までの間、本院を紹介された新患の
方、急患の方以外の通常の予約診療は一時停止い
たしました。その後、 6 月から曜日毎に診療でき
る歯科用チェアー（ユニット）を定め、診療する
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ユニットの間を空ける対策を行って診療を再開し
ました（図 1 ）。 6 月に大きな感染拡大がみられ
なかったため、 7 月より診療ユニットの制限を解
除して診療を再開し、現在に至っています。この
間、歯学科臨床実習も医歯学総合病院歯科同様の
対応を行い、外来での実習を行うことができない
学生はレポート作成、様々な技工物の製作などに
時間を充てていました。

医歯学総合病院では感染対策作業部会での検討
を基に独自に往来を禁止する指定地域を定め、飛
沫を伴う治療を行う歯科では受診前の 2 週間以内
に指定地域への移動があった方の治療は控える（予
約を取り直す）こととしました。また、学生を含
む診療スタッフや院内での交叉感染を防止するた
めに、来院された患者さんに対するスクリーニン
グ（問診や検温）を徹底し、病院HPや玄関に注
意文書を掲示して理解を求めました。さらに、歯
科治療を行うスタッフには、通常のマスクや手袋
に加えて必ず目の保護具（アイガード）、帽子、
エプロン（PPE=Personal Protective Equip 
ment：個人防護具）を装着するというルールを
設けました。医歯学総合病院に勤務する医療スタッ
フ全員には、日常生活においても感染対策を徹底
した上で毎日の検温や三密を避ける行動が求めら
れており、現在も継続していますが、これらすべ
ては臨床実習を行う学生も例外ではありません。

令和 2 年度歯学科臨床実習
結果的に令和 2 年度の臨床実習（歯学科51期

生）において学生が診療に参加することができた
日数は例年の約73％となったため、修了判定は文
科省、新潟大学の方針に従って歯学部教授会で検
討した令和 2 年度用の内容で行われ、全員の修了
が認められました。歯科外来での診療が制限され
ていた期間、各診療科ではレポート課題を作成す
る、模型実習を行う等の代替を用意しましたが、
指導教員にとっても想定外のことであったため十
分な準備ができていたわけではありませんでし
た。しかし、学生もそれぞれに工夫して臨床実習
の再開後、さらにはその先に備えるために時間を
使ってくれていたように思います。診療を制限し
たことにより、医歯学総合病院歯科に通院なさっ
ている多くの患者さん同様、臨床実習にご協力く
ださっている患者さんにもご迷惑をおかけしまし
たが、診療制限開始・緩和のいずれに際しても患
者さんから苦情等の訴えはなく、すべての方が臨
床実習へのご協力を継続してくださいました。当
時、新型コロナウィルス感染症に関しては不明な
部分が多く、若年者は感染しても発症しづらいと
いうことが報道されたこともありました。そのた
め、一部の患者さんより学生さんの近くに行くの
は避けたいとの訴えがあったことは無理もないこ
とと思います。しかし、現在ではほぼ以前と同様
に臨床実習が進んでいます。これは、すべての学

図 1 　令和 2 年 6 月の診療ユニット（臨床実習・臨床研修・歯科総合診療科診療スペース）
月水金は 、火木は が使用可、 は新患に対する医療面接スペース



─ 56 ─

56

生が担当医の一人として診療に加わることの責任
や医療人としての自覚、プロフェッショナリズム
を持って患者さんに接していたことの表れと考え
ています。

診療参加型臨床実習を継続するために
令和 3 年 1 月、国内において最も深刻な状況下

の一つに数えられる大阪府の吉村洋文知事が「コ
ロナウイルスは口の中、唾液に多く含まれてい
る。なのでマスクが有効だし、飲食の場も指摘さ
れる。一方で利用者側がマスクができない環境に
歯科医院がある。大阪には5500もの歯科医院があ
るが、クラスター発生はゼロ。感染対策の賜物と
思うが、何かある。何か？専門家には、是非分析
してもらいたい。」とツイッターに呟いていたそ
うです。先にも書きましたが、歯科治療は切削片
や唾液の飛沫を伴うことが多く、患者さんの歯肉
から出血することも珍しくないため、歯科医師や
歯科衛生士は常に感染のリスクと背中合わせで仕
事をしていると考えることができます。歯科に限
ら ず、 医 療 従 事 者 に は 標 準 予 防 策（SP：
Standard Precaution）の徹底が求められます。
自分の安全はもちろん、医療従事者が感染症を媒
介するようなことはあってはならないためです
が、すでに一般化している衛生的手洗い、アル
コールによる手指消毒をはじめ、唾液や血液など
患者さんの体液との直接的な接触を避けることは
臨床実習中の学生も常識的に理解しています。吉
村府知事のつぶやきは、臨床実習を通じてディプ
ロマポリシーに提示した歯科医療における感染対
策、安全確保を実践してきた本学学生にとっては
当然と受け止められたことでしょうが、発言力の
ある方のこのようなご意見に改めて何かを感じて
いるはずと思います。

これまでに誰も経験したことのないこのような
状況下では、臨床実習を行うことに不安を感じる
学生がいてもおかしくはありません。しかし、歯

科医療の安全は術者が気をつけることによって保
たれることを実際に確認する機会になっていると
も考えられます（今回、他大学の臨床実習の現場
を担当する先生と何度か情報交換を行いました
が、皆一様にこのことを指摘していました）。歯
科医師に求められる技術には現場で苦労しなけれ
ば身につかない多くのことがあると思います。現
代版ヒポクラテスの誓いと例えられる「新ミレニ
アムにおける医のプロフェッショリズム」（すで
に少し古くなってしまいましたがこれが最新のも
ののようです）では、プロフェッショナルとして
の一連の責務として10の項目があげられています
が、正直であること、他人の情報を守秘すること、
互いに敬意を払い周囲と良好な関係を築くこと、
科学的根拠に興味を持つこと、など医師あるいは
歯科医師の免許を取得する前に実践することがで
きるものが多いように思います。プロフェッショ
ナリズムを理解していなければプロフェッショナ
ルな行動をとることはできない、という文章を目
にしたこともあります。文部科学省や厚生労働省
が各歯科大学・歯学部に診療参加型の充実を求め
続けている理由の一つはここにあると考えられま
す。

今回、歯学科臨床実習の責任者として私も様々
なことを考え、初めての経験をしましたが、本学
歯学科の診療参加型臨床実習は歯学部や病院の多
くの方々に守られ、たくさんの患者さんのご協力
に支えられていることを改めて痛感しました。同
時に、このような実習には真摯に歯科医学・歯科
医療を学ぶ姿勢を備えた学生と親身に指導に当た
る教員がいてこそ、真価を発揮することを再確認
しました。まだまだ予断を許さない状況が続いて
いますが、一日も早い収束を願うと共に本学歯学
科臨床実習のますますの充実・発展に尽力したい
と思っています。今後ともどうぞよろしくお願い
いたします。
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たくさんの笑顔に出会えた 1 時間

口腔生命福祉学科 1 年生担任　中　村　　　健

5 月28日に開催した「口腔生命福祉学科 1 年生
交流会（以下、「交流会」という）」について報告
します。

新しく始まる学生生活…、たくさんの出会
い…、新しい環境での暮らし…、小さな不安と大
きな期待を胸に、入学した新 1 年生たち。本来な
ら、広いキャンパスを駆け回り、学食のメニュー
に目移りし、部活動やサークルの勧誘を受け、履
修選択に悩み、アルバイトを探し、そして学び、
たくさんの仲間たちと親睦を深めながら、学生生
活を謳歌する、そんな当たり前が、コロナ禍で当
たり前ではなくなってしまいました。

環境の大きな変化に加え、遠隔授業、外出自粛、
移動制限、活動制限、人とのつながりにくさなど、
コロナ禍での生活は多くのストレスを生みだし、
孤立や孤独につながる怖さもあります。このよう
な学生生活を余儀なくされた学生に、情報交換と
つながり構築を目的とし、さらにメンタルケアの
観点から、交流の場が必要と考え企画しました。

自由参加とし、18名の学生から参加いただきま
した。

なお、開催にあたり手指消毒、マスク着用、咳

エチケット、室内換気など新型コロナウイルス感
染症対策を徹底しました。

葭原明弘学科長の挨拶で開会し、学科の専任教
員が一人ずつ自己紹介を行いました。

学生同士の交流の時間では、 4 人から 5 人の小
グループに分かれました。初対面同士の学生も多
いため、 2 分間自己紹介およびアイスブレイクで緊
張を解きほぐしながら楽しい雰囲気でおしゃべりを
楽しんでもらいました。続いて、グループメンバー
1 人 1 人を紹介するフリップボード作りに挑戦しま
した。自己紹介で得た情報だけでなく、メンバーの
趣味・特技・好きなモノ・部活・サークルなどをイ
ンテーク面接さながらに聞き取りし、画用紙へ書き
込んでいきました。出身地の話に驚き、好きなタレ
ントや趣味の話に目を輝かせて盛り上がる、そんな
光景が各グループで見られました。真剣に、楽し
みながら作成に取り組み、イラストも加えるなどし
て色とりどりのフリップボードが完成しました。

フリップボードを手にして、教室から歯学部中庭
へ移動し、最後は参加者全員で記念撮影を行い、
閉会となりました。

マスクを外して集合写真撮影
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アイスブレイクの様子

フリップボード作成中

交流会後、参加者にアンケート調査を実施しま
した。
「交流会で情報交換ができた」は89％が「そう

思う・ややそう思う」と回答しました。「つなが
りを作ることができた」は83％が「そう思う・や
やそう思う」と回答しました。「学生生活に不安
がある」は交流会参加前は50％が「ややそう思う」
と回答しましたが、交流会参加後は22％へ減少し
ました（前後とも「そう思う」と回答した者はい
ない）。「次回交流会がある場合はまた参加した
い」は全員が「はい」と回答しました。

自由記述では「話したことがない人と話すこと

ができて良かった」という感想が最も多く、「楽し
かった」「あっという間だった」「参加して良かっ
た」と肯定的な感想を多くいただきました。「もう
少し早くやってほしかった」「他のグループの人と
も話をしてみたい」という貴重な意見もあり、次
回や来年度の改善点をいただくことができました。

アンケート結果から、交流会開催の目的はおお
むね達成できたと考えています。

新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない
状況ですが、引き続き交流会開催など、学生同士
および学生と教員の関係をつなぐ取り組みを続け
ていきたいと思います。
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教 授 に 就 任 し て教 授 に 就 任 し て

教授就任のご挨拶
口腔生命福祉学講座 口腔保健学分野 

濃　野　　　要

令和 3 年 4 月 1 日より口
腔生命福祉学講座口腔保健
学分野を担当することにな
りました濃野要です。出身
は新潟県上越市ですが、父
の転勤により 4 歳から新潟
市に住むことになりまし

た。小学校は鏡淵小学校に通い歯学部の近くで遊
んでいました。まだ路面電車が走っており電車を
追いかけながら白山駅前通りを走ったり、白山公
園の池に落ちたりした記憶があります。中学校、
高校は上越市に戻りましたが、大学はまた新潟に
帰ってきました。それから26年間新潟大学歯学部
にお世話になっています。

学部卒業後は大学院生として予防歯科学分野に
入局しました。当時はまだ研修医制度もなく卒業
後すぐに宮﨑秀夫先生のもとで勉強をさせていた
だきました。宮﨑先生が赴任され 5 年が経った頃
で、新潟高齢者調査が始まっておりましたが、予
防歯科は「フッ素」のイメージが残っていたよう
に記憶しています。学位研究では佐久間汐子先生
の下でそのフッ化物に関わる研究を行いました。
う蝕および歯のフッ素症の有病状況とフッ化物摂
取量を同一生活地区内かつ利用する水道水フッ化
物濃度が異なる地域での調査で、歯科において最
も有名な公衆衛生のひとつであるフッ化物応用に
係る調査にも関わらず、世界で初の調査でした。
このときにご一緒していただいた学内外の先生方
と今でも仕事をしていることを考えると、素晴ら
しい機会をいただいたのだと改めて感謝していま
す。また、この研究の延長としてイギリスの
Newcastle大学に留学をさせていただきました。

私が所属した研究室はイギリス（本人たちはヨー
ロッパ全体と言っていましたが）でのフッ化物の
応用および栄養学的アプローチを行う中心的チー
ムで、スーパーバイザーである歯科医師のAnne
先生と栄養士のVida先生のもとでフッ化物摂取
に関する多国間共同プロジェクトに参加いたしま
した。日本においてはフッ化物応用によるう蝕予
防は当たり前で、安全に応用のできる確立された
方法であると考えていましたが、他の国では当た
り前ではないことも多く、安全が確立されていな
い中での応用であることに驚きました。また、
フッ化物洗口は日本がどの国よりも成果を上げて
おり、その代表として佐久間先生の名前を同室の
スタッフ全員（フッ化物応用研究班以外も）が
知っていたことに感動した覚えがあります。昨年
2020年はそのフッ化物洗口が弥彦地域で開始され
てから50年の節目の年であり、幸いにも開始当時
にプログラムに参加していた方々を対象とした長
期にわたるう蝕予防効果の評価に携わることがで
きました。その成果については後日厚生労働省よ
り発表があると思いますので、覚えておられれば
ご覧ください。

また、宮﨑先生のもとでは新潟高齢者調査に参
加しました。高齢期における口腔と全身の関連を
明らかにすることを目的とした疫学調査です。詳
細についてはこの歯学部ニュースでも過去に紹介
があるため書くことはしませんが、何より人を対
象としたフィールド調査の難しさと楽しさを勉強
することができました。宮﨑先生は寡黙で気楽に
何でも聞けるという方ではありませんでしたが、
この調査では研究姿勢や考え方などが（行動や背
中で）雄弁に語られ、私にとって公私にわたる転
換点となったことは間違いありません。現在も調
査を継続しており、今後の目的は社会の喫緊の問
題である超高齢社会において健康で自立した超高
齢者のための口腔の意義を明らかにしていくこと
であると考えています。
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そして、この超高齢社会のニーズに応えるべ
く、口腔保健と福祉に関する深い理解を持った人
材の育成のために設立された口腔生命福祉学科を
担当することとなりました。2004年の設立当初よ
りこの学科を支えてこられました先生方の活躍は
これまで至る所で目にしておりましたが、実際に
数か月ご一緒すると丁寧かつ親身な教育に改めて
驚きを覚え、身の引き締まる思いでおります。超
高齢社会における地域保健・福祉では課題も多岐
にわたり、一面的な知識で解決することは難し
く、他職種と連携を行うことは必須となります。
そこで活躍する人材には問題の本質を見つける力
と、広い知識と適材適所の判断を以てそれを解決
する統合力が必要であると言います。 2 つの分野
を学ぶ口腔生命福祉学科の学生は複数の分野・知
識を統合する素地を備えて卒業していくと期待し
ております。そして私自身はその人材育成のため
に、自立超高齢者の口腔に対する研究や新たな地
域保健プログラムの開発を軸に、異なる専門を持
つ教員の方々と保健・福祉の教育に邁進したいと
考えております。

この原稿を書いている令和 3 年はまだ新型コロ
ナ禍中にあります。講義の中で、WHOの提言す
るこれからの公衆衛生的問題（2019年）として、
ワクチンの忌避や未知の「疾病X」（ヒトでの発症
が確認されていない病原体が引き起こす深刻な国
際的伝染性疾患）を紹介していましたが、それが
こんなにも早く、そして直接自分達の生活に降り
かかるとは思ってもおりませんでした。自身に限
れば、このパンデミックが、まさに手探りの状態
からどのように制圧されていくのかを身をもって
体験することで、この上ない教育を受けているも
のと考えております。学生の皆さんも大変な時を
過ごしているかと思いますが、その中でも医療人
としての学びを得ていただけると嬉しく思います。

最後になりましたが、長年過ごしてきました新
潟の地域保健・福祉への貢献、そして新潟大学な
らびに歯学部口腔生命福祉学科・歯学科の発展の
ため、浅学菲才の身ではありますが、全力で職務
を全うする所存です。どうぞよろしくお願い申し
上げます。

留学先の指導医、同僚と シャモニーにて　モンブランの頂を目指す像
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予防歯科学分野

髙　　　昇　将

助教に就任して

2020年 4 月 1 日付けで予防歯科の助教を拝命い
たしました、髙 昇将（たか のりまさ）と申しま
す。この度「素顔拝見」の執筆の機会を頂戴しま
したので、この場をお借りして自己紹介させて頂
きます。

出身は新潟市東区で、小学校から大学まで進学
先が白山から西大畑周辺に固まっており、生まれ
てから今まで行動範囲がほぼ変わっていない生活
を送っております。学部学生の基礎実習で勉強し
ていた頃は補綴が苦手だったのですが、臨床実習
を通して補綴に興味を持ち始め、卒後の大学院で
は生体歯科補綴学分野にお世話になりました。し
ばらくは生体歯科補綴学分野で臨床と研究を継続
していくのだろうと思っていた矢先、予防歯科か
らお声がけ頂き、知見を広げるために同講座に席
を移すことになりました。治療から予防へ、とい
うことで臨床内容に限らず研究内容も大きく異な
る分野への移籍となりましたが、今までの臨床で
学んだ知識を活かし予防歯科に貢献できるよう努
力しているところです。

話は変わって趣味の話になりますが、最近釣り
を始めました。毎回釣れるわけではないのです
が、釣れた時の喜びが大きいのと、釣った魚を自
分で捌いて料理する楽しさ、美味しさを知ってし

まうと中々やめられないなぁと感じている自分が
居ます。釣りはとても楽しいのですが、一度夢中
になっていて磯場から海に転落した事があり、自
然の怖さを体感したのでそれ以降の釣行では足場
により一層気をつけるようになりました。釣り以
外には、冬場にスキーを楽しんでいます。一昨年
度は雪がなかったため行くことができず、昨年度
は新型コロナウイルスの感染拡大に伴い病院から
ウィンタースポーツ禁止との指示が出ていたた
め、人生で初めて 2 年連続でスキーに行くことが
できませんでした。今年こそは新型コロナウイル
スの感染拡大が落ち着き、スキーを楽しめること
を期待して冬を待っています。

続いて、研究の話をさせていただきます。現
在、大学院の頃から研究していた炭化ケイ素繊維
を用いた繊維強化型レジンについての研究を進め
ています。歯科治療において、ガラス繊維強化型
レジンが修復材料として使用され始めています
が、デメリットがあるため、それを改良するため
に炭化ケイ素繊維をガラス繊維の代替として使用
できないかを研究しています。また、予防歯科に
来てからは、義歯の使用状況が高齢者の栄養状態
に及ぼす影響についての研究を始めさせてもらい
ました。新型コロナウイルスの感染拡大の影響
で、中々対象者が集まらずに苦労しております
が、ワクチン接種も始まりましたので今年は対象
者が順調に集まることを期待して準備を進めてお
ります。

最後に、未熟者ではございますが新潟大学歯学
部の発展のために尽力していく所存です。皆様、
今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い
いたします。

❀

素 顔 拝 見
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組織再建口腔外科学分野

佐久間　英　伸

2020年 8 月 1 日付で、組織再建口腔外科学分野
の助教を拝命しました佐久間英伸と申します。素
顔拝見の執筆の機会をいただきましたので、この
場をお借りして自己紹介をさせていただきます。

出身は山形県鶴岡市（旧東田川群櫛引町）と住
所から分かるように田舎で育ちました（ちなみに
地図では、山形県のたれ目の位置の町でした）。
高校には自転車で30－40分かけて通学するという
今では考えられないような健康的な生活を送って
おりました。大学は愛知学院大学歯学部です。卒
業後は、名古屋第一赤十字病院歯科口腔外科での
研修（後期研修を含め 3 年）後に、愛知学院大学
大学院に進学しました。大学院では、摂食・嚥下
中枢のリズム活動に関する研究で、新生仔ラット

（ 0 － 6 日）の脳幹スライス標本を作製し、舌下
神経運動ニューロン活動をパッチクランプ法で記
録を取っていました。新生仔ラットを実験で使用
するため、自家繁殖で、新生仔が生まれたら実験
を行うという、ラット次第の生活を約 3 年送りま
した。その間、母親ラットに噛まれ、熱が出たり
と色々ありましたが、無事大学院を卒業し、その
後は、当時所属していた愛知学院大学顎顔面外科
講座の関連病院で口腔外科医として勤務しており
ました。お気づきの方もいるかと思いますが、こ
こまで、まったく新潟と接点のない人生を過ごし
ていました。人生の転機とはいつ、どこにあるか
はわからないものです。今から約 5 年前ですが、
家庭の諸事情（私は次男なのですが、長男と父親
がまさかの喧嘩別れ）で実家近くに戻ることを要
求されました。その時までは、自分は次男だし、
このまま愛知県内の関連病院で口腔外科をしてい
くつもりでいました。まさかの身内の介入により
人生プランの変更を強いられた瞬間でした。そこ
で、前所属講座の当時教授でした下郷和雄先生に
ご相談したところ、小林正治教授にお会いする機

会をいただきました。そして、小林教授の御厚意
で、2017年 4 月から組織再建口腔外科学分野でお
世話になっております。組織再建外科学講座に入
局した当初は、文化の違いではありませんが、手
術の作法、使用器具の違いなどに戸惑いました
が、今では新潟色を取り入れながら、日々の臨床
にあたっております。また、「県高（けんたか）」
と言われ、「県立高田高校？」と誤認するくらい
新潟について知らない状態で新潟に来ました（い
までは県高=新潟高校は知っています）。

このように少し変わった経緯で新潟大学に所属
することになり、新潟では常識的なこと（？）も
色々と知らないこともありますが、少しでも新潟
大学歯学部および医歯学総合病院の発展に貢献で
きるように、臨床・研究・教育に努め、努力して
いく所存です。皆様どうぞご指導ご鞭撻のほどよ
ろしくお願いいたします。

❀

組織再建口腔外科学分野 
助教

須　田　大　亮

令和 3 年 5 月 1 日より組織再建口腔外科学分野
の助教を拝命いたしました、須田大亮と申しま
す。この度、素顔拝見の原稿依頼をいただきまし
たので自己紹介をさせていただきたいと思いま
す。

出身地は長野県ですが、出生から幼稚園まで埼
玉県の所沢市に住んでいたことがあります。しか
しながら黄色い電車が通っていたことしか覚えて
いませんので特に語れることはありません。父の
仕事の都合で転校を繰り返しており、小学校は長
野県諏訪市、長野市、八千穂村（現在は佐久穂町）
の 3 か所の小学校に通っていたことがあります。
中学校は八千穂中学校で、高校は野沢北高校で
す。その後新潟大学歯学部歯学科に入学してから
大学院に進学してと、本学部にお世話になり続け
て15年が経過しました。改めて考えるとそんなに
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長いのかと驚いてしまいました。
この歯学部ニュースが発行される頃にはもう東

京オリンピックは閉幕していることかと思います
が、オリンピックイヤーにふさわしい話題として
1998年の長野オリンピックの思い出があります。
長野オリンピックの頃に長野市に住んでいたた
め、その空気感を味わうことができたのは貴重な
思い出です。小学生だったの私の一番の関心は競
技よりもオリンピックのピンバッジでした。大会
期間中の大通りには多くのピンバッジの露店が出
店され、色鮮やかなピンバッジが数十種類は並ん
でいたと思います。多くの店でピンバッジ同士の
物々交換ができるのも新鮮でした。スノーレッツ
のピンバッジ結構大事にしていたのですがどこに
行ってしまったのかな…。同じような思い出があ
る方がいましたら是非お話ししたいです。

歯学部向けの思い出を挙げるとするならば、中
学生のころ虫歯がなくて表彰されたことでしょう
か。当時の八千穂村では学生の虫歯が多く問題に
なっていたようで、村の「福祉と健康の集い」と
いうイベントで虫歯のない学生が表彰されていま
した。おそらくDMF指数が 0 の学生が表彰され
たのだと思いますが、私の学年では私を含めて 2
人しか表彰されなかったので親に感謝したことが
あります。思い返してみると歯科に興味を持ち、
現在に至るきっかけとなった出来事だったかもし
れません。おそらく現在も私はDMF指数を 0 で
キープしていると思います。患者の苦しみがわか
らないとも言えますのであまりよくないなと思う
のですが今後も頑張って 0 をキープしたいです。

私を紹介するうえで重要な事柄があるとすれ
ば、それはテニスだと思います。高校生の頃から
テニスを始め、本学部の硬式テニス部にも所属し
ていました。高校も大学も大会でよい成績は収め
ることができなかったのですが、うまくボールを
打てた時の爽快感に魅せられて長いこと続けてい
ます。週 7 でテニスをしてもまだ足りないと感じ
るくらい自分の一部だった頃がありました。最近
はなかなかプレーすることができないので、テレ
ビで観戦して楽しんでいます。特に私と同い年の
ノバク・ジョコビッチ選手の活躍を見るのが好き
です。彼は私の大学時代から現在まで、ずっとラ

ンキングのトップを維持しているすごい選手で
す。実はこの原稿も、今年の全仏オープンの決
勝、ジョコビッチvsチチパスを生で見ながら書
いています。たった今ジョコビッチ選手が逆転で
優勝しました。ダブルキャリアグランドスラムで
す。強い。強すぎる。彼と同い年の私もこれから
助教として頑張れる気がしてきました。

❀

顎顔面口腔外科学分野

齋　藤　夕　子

本年 4 月 1 日付けで顎顔面口腔外科学分野の助
教を拝命いたしました齋藤夕子と申します。

3 月31日までは新潟大学医歯学総合病院の病院
専任助教でありましたが、本年度より歯学部の教
育にも従事させていただくことになりました。今
回、歯学部ニュースにおいて、このような機会を
頂きましたので、僭越ながら自己紹介をさせてい
ただきたいと思います。

私は新潟大学歯学部を卒業後、新潟大学臨床研
修センターで 1 年間の研修を終えて、顎顔面口腔
外科に入局いたしました。大学院時代は口腔外科
の診療に加え、生体組織再生工学分野の泉健次教
授のもとで、ヒト口腔粘膜を用いた低酸素環境に
おける口腔粘膜線維芽細胞の培養研究に 3 年間従
事し、2017年 3 月に博士の学位を取得いたしまし
た。大学院卒業後は 1 年新潟県外の病院に勤務
し、2018年 4 月から当院勤務になっております。
これまでは、教育というと臨床実習で学生のみな
さんと関わる機会が多かったと思いますが、これ
からはそれ以外の学年のみなさんと関わる機会が
増えることになります。私の学生時代とは教育環
境がかなり変わっていると思いますが、少しでも
学生のみなさんの力になれるよう頑張っていきた
いと思います。ちなみに、口腔外科は組織口腔再
建外科学分野と顎顔面口腔外科学分野があります
が、どちらも現役医局員やOBの先生方に“サイ
トウ”という姓が多く、とても紛らわしい状況に
なっているかもしれませんが、何卒よろしくお願
いします。

私はそれほどこだわっている趣味はありません
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が、気分転換したいなと思うと旅行をすることが
多いです。ほとんどが国内旅行になりますが、家
族にウィスキー好きがいるため、旅行の際にウィ
スキーの蒸留所見学に行くことがあります。蒸留
所は、室内が非常に清潔に保たれており、貯蔵庫
も趣があって、独特の雰囲気が漂います。ウィス
キーは国内外で広く製造されていますが、日本の
銘柄で販売されていても、原酒は海外蒸留所のも
のを使用しているものもあり、製造の過程は複雑
です。熟成にかなりの年数がかかるため、とても
根気のいる作業だなと思いますが、熟成する樽の
違い、熟成年数の違い、配合するウィスキーの種
類の違いによって、全く違う風味がでます。長期
に熟成したからといって、必ずしも良いウィス
キーになるとは限らず、定期的にティスティング
をして、微妙な調整を行っています。実際に飲み
比べてみると、味の違いがはっきりわかり、とて
も興味深いです。蒸留所見学は、製造工場などを
みることができる以外に、蒸留所限定のウィス
キーの購入や希少なウィスキー試飲をすることが
できますので、それほどウィスキーに詳しくない
方でも十分楽しめるのではないでしょうか。私は
余市蒸留所や山崎蒸留所に行きたかったのです
が、現在はCOVID-19の影響で県外・国外への移
動はなかなか難しい状況ですので、実現できない
のが非常に残念です。

最後になりましたが、これまでは口腔外科分野
における外来診療、病棟業務、研究などに従事し
ておりましたが、今年度からは歯学部の教育にも
携わる機会を頂きました。少しでも歯学部の教育
に貢献できるよう、微力ながら尽力して参りたい
と思いますので、どうぞよろしくお願いいたしま
す。

❀

歯科総合診療科

中　村　　　太

助教に就任して

2020年 9 月 1 日付で助教を拝命いたしました中
村太と申します。この度「素顔拝見」の執筆をご
依頼賜りましたので、この場をお借りして改めて
自己紹介をさせていただこうと思います。

出身は柏崎市で、冬場は自分の身長より高く雪
が積もるような山の中で育ちました。幼少期から
体を動かすことが好きでいろいろ手を出しました
が、高校から大学にかけてはハンドボールに熱中
していました。当時柏崎高校は新潟国体に向けた
ハンドボールの強化指定校になっていましたが、
そんな状況など露知らず、何か新しいスポーツを
始めたいなと部活に入ったが最後、その後の 3 年
間はハンドボール漬けの毎日でした。新潟大学入
学後は歯学部にハンドボール部がなかったため、
五十嵐キャンパスで全学のハンドボール部で活動
をしていましたが、同期が皆 4 年生で卒業したタ
イミングで引退をいたしました。その後は登山に
はまり、仲間と旅行先で登山をした後温泉に浸か
るという何とも贅沢な行いを趣味としていまし
た。屋久島で縄文杉を見に往復 9 時間程かけて登
山をしたり、水上温泉でラフティングに興じた
り、筑波でハイキング後にコテージを借りて
BBQを楽しんだりと今でもいい思い出です。そ
んな大学時代の登山仲間もだんだんと新潟を離
れ、それに伴い私の体重も日に日に増加して参り
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ました。現在では研修終了後から20kg体重が増
えまさに名は体を表す状態になっています。

研修終了後は藤井先生にお誘いいただき歯学教
育研究開発学分野（現歯科臨床教育学分野）
の大学院生として歯科総合診療科に入局させ
ていただきました。大学院時代のエピソードで
はバイト先で探針が足首にささり、そこから
Streptococcusに感染し10日ほど中央病院に入
院したことがとても大変でした。受傷後は皮膚科
を受診し抗菌薬を飲んで経過をみていましたが、
歩くのに苦労するほど痛みが強く、皮膚症状が出
る数時間前はひどい悪寒と発熱がみられました。
受傷後10日ほどでくるぶし付近の皮膚が壊死し、
消毒した針で切開したところ血と膿がどばどばと
出てきた際はことの重大さを実感しました。翌日
整形外科経由で即入院、手術となりましたが、寝
台で点滴を打たれたまま関係各所に電話で連絡を
取ったことを覚えています。担当の先生からは
CRPが23を超えていたと聞かされ、よく普通に
動けたねと呆れられました。現在は経過も良好で
特に支障はありませんが、しばらくは皮膚が引っ
張られるような感覚で、足首の可動範囲も非常に
狭くなっていました。現在はICMも拝命しており
ますが、経験談から言わせていただくと、針刺し
の際は流水で洗浄後患部をヨードで消毒すること
を強くお薦めさせていただきます。

まだまだ未熟者で足りない所が多々あり、ご迷
惑をおかけすることが多いと思いますが、日々努
力しながら成長していきたいと思いますので、今
後ともどうぞよろしくお願いいたします。

❀

う蝕学分野　助教

井　田　貴　子

2021年 5 月 1 日付で、う蝕学分野の助教を拝命
致しました井田貴子と申します。この度、素顔拝
見の執筆機会を頂きましたので自己紹介と近況に

ついて述べさせて頂きます。思い返せば、歯学部
ニュースは大学院生になって以降 3 度原稿依頼を
頂いており、今回は約 2 年ぶり 4 度目の執筆にな
ります。長年にわたり新潟大学で仕事ができてい
ることはとても感慨深いことだなと改めて感じて
おります。

出身は鳥取県境港市です。ご存知の方もいらっ
しゃるかと思いますが、ゲゲゲの鬼太郎の作者で
ある水木しげるさんの出身地でもあります。新潟
大学歯学部への進学が決まり、新潟に移り住んで
10年以上が経ち、今や新潟の地にすっかり馴染ん
でいます。ただ、新潟の冬の寒さはいまだ苦手で
す…。

新潟大学歯学部41期生として入学し、卒業後 1
年目の前半半年間は福島県の病院に勤務し、残り
半年間は新潟大学冠ブリッジ診療科で研修を行
い、そのまま生体歯科補綴学分野の大学院へ進学
しました。大学の補綴専門診療科ということもあ
り、多様な症例を担当させて頂き、日夜勉強させ
て頂きました。また、他の診療科の先生方とも連
携しながら治療を進められたことも非常に有難い
ことでした。

学位研究では魚島勝美教授、加来　賢准教
授のご指導のもと、骨質（Bone Qual ity）
が骨代謝関連細胞に与える影響を解析しまし
た。国内外の学会で発表する機会を何度か得
て、The 9th Congress of Asian Academy 
Osseointegration（AAO）にてBest Oral 
Presentation Awardを、学位論文については
日本補綴歯科学会奨励論文賞を受賞することがで
きました。また、米国の大学を訪問し、米国の歯
学部教育や補綴学に関連する基礎研究に触れる機
会も頂きました。さらに、大学院 4 年目から 2 年
間、日本学術振興会特別研究員に採用して頂き、
研究に専念させて頂きました。2020年 4 月からは
高度口腔機能教育研究センターに所属し、前田健
康歯学部長、佐伯万騎男教授のご指導のもと基礎
研究に従事しました。

2021年 4 月よりう蝕学分野へ異動となり、早い
もので 2 か月が経ちました。野杁由一郎教授をは
じめ、う蝕学分野の先生方には温かく迎えて頂
き、大変感謝しております。新たに新潟大学へ赴
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任された先生を含め、新任教員 3 名で切磋琢磨し
ながら診療、研究、教育に携わる日々を送ってお
ります。

現在の自分があるのは、学部学生のころからご
指導頂いている先生方をはじめ、先輩・後輩の先
生方とも各診療科・分野の垣根を越えてコミュニ
ケーションが取れる環境に恵まれていたからであ
り、これからは母校である新潟大学およびお世話
になった諸先生方に少しでも恩返しができるよう
精進していきたいと考えております。今後ともご
指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

❀

う蝕学分野　助教

外　園　真　規

2021年 4 月 1 日付でう蝕学分野の助教を拝命い
たしました外園真規（そとぞのまき）と申します。
素顔拝見の執筆の機会をいただきましたので、こ
の場をお借りして自己紹介をさせていただきます。

私は兵庫県尼崎市の出身です。尼崎市は兵庫県
の南東部に位置しており、非常に交通の便の良い
場所です。中学・高校は奈良県へ自宅から片道 1
時間半ほどかけて通っていました。現在は奈良ま
で乗り換えなしで行くことが出来ますが、私が高
校生の頃はまだ路線が開通しておらず、電車を乗
り継いで通学していました。大学は大阪大学歯学

部を卒業し、大阪大学歯学部附属病院の歯科保存
学教室で研修医、大学院とお世話になりました。

私が保存修復治療・歯内治療に興味を持ったの
は 6 回生の臨床実習でした。痛みを訴えて来院さ
れる患者さんに対して原因を特定し、その原因に
対して様々な器具、機器を用いて治療を行う先生
方の姿に憧れ、入局を決めました。

大学院では睡眠とデンタルバイオフィルムに関
する研究を行っていました。睡眠をテーマとして
いたため、実験サンプル採取が夜中になることも
あり、大学に泊まり込んで実験をしていたのもい
い思い出です。今後もデンタルバイオフィルム、
口腔バイオフィルムに関して研究を続けていきた
いと考えています。

関西を離れて生活することになり、非常に緊張
していましたが、野杁教授をはじめう蝕学分野の
先生方や病院のスタッフの皆様のおかげで診療、
研究、教育と充実した生活をおくっております。
新潟大学歯学部の教育はとても充実していると感
じます。特に、治療計画を自分で立てて治療を実
践する総合模型実習は私もやりたいくらいです。

新潟に来て思ったことは、ご飯がおいしい（お
米だけでなく、魚・肉・野菜全部おいしい、そし
て安い）ことでした。スーパーにたくさんの産地
のお米が売っていることも驚きでした。 1 種類ず
つ試していますが、完全制覇はまだまだ先になり
そうです。

最後になりましたが、う蝕学分野と新潟大学の
発展に貢献できるよう、日々精進してまいります
ので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上
げます。
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歯学部長　前　田　健　康

教授人事について

令和 3 年 3 月末で定年退職した髙木律男先生
（顎顔面口腔外科学分野）の後任に、冨原圭先生
（富山大学医学部准教授）が選考されました。冨
原先生は本学歯学部歯学科を卒業後（31期生）、

札幌医科大学大学院を修了し、米国テキサス大学
サンアントニオ校に留学した経験を有していま
す。発令は 7 月 1 日付。

名誉教授称号授与について

本年 3 月31日で本学を定年退職した髙木律男先
生（顎顔面口腔外科学分野）、山崎和久先生（口

腔保健学分野）に名誉教授の称号が授与されまし
た。

世界大学学術ランキング2021について

Shanghai Ranking Consultancy（上海交
通大学大学研究センター）より、「Shanghai 
Ranking’s Global Ranking of Academic 
Subjects 2021（AD）（世界大学学術分野ランキ
ング）」が公表されました。新潟大学歯学部は
2021年 度 版 ラ ン キ ン グ Dentistry ＆ Oral 

Sciences部門において、一昨年、昨年に引き続
いて世界50位以内にランクインしました（本年
度、世界45位）。国内の歯学部では、 3 位に高い
評価を受けました（http://www.shanghairan 
king.com/rankings/gras/2021/RS0403）。

歯科医師による新型コロナワクチンの
接種協力について

新型コロナワクチン接種を安全かつ迅速に行う
必要がある中、地域により接種にあたる人材の確
保が困難な状況にあることから、歯科医師による
ワクチン接種を認める必要性が指摘されていまし

た。しかしワクチン接種は医療行為であり、歯科
医師がワクチン接種を行うための違法性の阻却に
ついて議論されていました。

その結果、違法性が阻却される要件として、1 ）

総 務 委 員 会 だ よ り
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必要な医師や看護師の確保ができないこと、 2 ）
筋肉内注射の経験を有している、またはワクチン
接種のための筋肉内注射について必要な研修を受
けていること、 3 ）被接種者の同意を得ることの
3 点があげられました。

2 ）についてはeラーニングを用いた講義によ
る研修および実技研修が必要とされました。本学
歯学部でも日本歯科医師会によるeラーニング講
習および実技研修の受講が開始されました。

このような中、 6 月 3 日には新潟県歯科医師
会、新潟大学歯学部、日本歯科大学新潟生命歯学
部、新潟県庁の関係者が集まり、新潟県主催の大
規模接種会場における歯科医師のワクチン接種に
関する打合会を行いました。 6 月12日から新潟朱
鷺メッセで第 1 回大規模接種が行われこととな
り、瀬尾教授（歯科麻酔学分野）と相談し、 6 月
12日、13日については歯科麻酔学分野教員がe
ラーニング研修および実技研修を受講した上で、
協力参加することとし、延べ 6 名の歯科医師がワ

クチン接種にあたりました。また 6 月19日、20日
には歯科麻酔学分野に加え組織再建口腔外科学分
野、顎顔面口腔外科学分野から、あわせて延べ22
名の教員によるワクチン接種が行われました。さ
らに、 7 月10日、17日、31日にも、新潟県から派
遣依頼があり、 2 ヶ月間で、本学から延べ64名の
歯科医師がワクチン接種を行いました。

また職域接種などの開始により、ワクチンの打
ち手の不足が懸念されることから、6 月28日（月）
17時から、歯学部講堂および第 1 講義室にて、e
ラーニング研修受講修了者を対象とした実技講習
が行われ、107名の教員、医員などが参加しまし
た。既に実技講習を終了した歯科麻酔学分野、組
織再建口腔外科学分野、顎顔面口腔外科学分野所
属教員・医員等をあわせて、 6 月末日現在、本学
歯学部では137名の者がワクチン接種研修を受講
しました。また、 7 月 8 日も実技講習会を開催
し、計151名が研修を受講しました。
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治験・医師主導治験事務局業務、製薬企業や研究
者との契約締結

これらの各部門が連携し、医療イノベーション
の創出及び先進的医療の提供を通じて社会に貢献
することを目指し、研究開発の初期段階から治
験・臨床研究へまで一気通貫の支援を行っていま
す。

当センターは約50名のスタッフを擁し、医師 4
名、歯科医師 2 名、薬剤師 7 名、看護師（CRC）
11名、臨床検査技師 2 名に加え、臨床研究の品質
管理に欠かせない統計解析・データマネジメン
ト・モニタリングの専門家や治験関連事務を行う
専門職員、システムエンジニア等から構成されて
い ま す。 現 在 は、 医 薬 品 医 療 機 器 総 合 機 構

（PMDA）や日本医療研究開発機構（AMED）で
の勤務経験がある医師、歯科医師が部門長に就
き、当院で計画・実施される治験及び臨床研究が
適切に実施されるべく統括しています。

2 ．歯学部との関わり
治験・臨床研究の実施件数は医学部の方が多い

ですが、歯学部でも過去ミコナゾール、トラフェ

実施管理部門長の前任　（旧歯学部附属病院
薬剤部所属）丸山精一先生を囲んで

治験・臨床研究支援業務のため、歯学部棟と病院間を
頻回に往来し、歯学部の皆さんとすれ違っているスタッ
フ一同です。よろしくお願い致します。

（21. 4. 27　撮影時のみマスクを外しています）

医歯学総合病院臨床研究推進センターから医歯学総合病院臨床研究推進センターから

新潟大学医歯学総合病院臨床研究
推進センターから
─治験・臨床研究を通じて新しい
エビデンスを創出する─

実施管理部門長　特任助教　宮　沢　春　菜

臨床研究推進センターは、治験及び臨床研究の
研究相談、開発支援、教育等を総合的に行う組織
です。わが国の大学病院に広く設置され、新しい
エビデンスの創出を通じて医療の発展に貢献して
います。

当院では、1999年に新潟大学医学部附属病院下
に開設された「ちけんセンター室」が原点であ
り、2003年の生命科学医療センター設立時に「ち
けんセンター部門」として改組されました。2015
年には、治験に加えて臨床研究を支援する「プロ
トコールデータセンター」が発足しました。そし
て、2017年にこれらが統合されて「臨床研究推進
センター」が誕生しました。2021年 4 月に部門改
組を行い、新体制をスタートさせています。

歯学部の皆さんにはあまり馴染みがない組織と
思いますが、この度本稿執筆の機会を得て、当セ
ンターの概要についてご紹介します。

1 ． 組織体制およびスタッフ構成
当センターは大きく 4 つの部門で構成され、下

記の主な業務を行っています。
○開発促進部門：学内外のシーズ発掘や、実用化
を見据えた研究開発の戦略的助言
○データ支援部門： 高品質なデータ取得・管理
ができる試験計画策定や、統計解析・モニタリン
グ等の実施
○実施支援部門： 治験コーディネーター（CRC）
を中心とする倫理・安全面に配慮した治験及び臨
床研究の実施支援
○実施管理部門： 治験審査委員会の運営、企業
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ルミン（遺伝子組換え）製剤、歯周病体外診断薬
の治験や、イトリゾール、シタフロキサシン、レ
ボフロキサシン、テルダーミスを用いた臨床研究
の実施にあたり、当センターが支援してきまし
た。また、シタフロキサシン、レボフロキサシン、
デノスマブ（遺伝子組換え）、トラフェルミン（遺
伝子組換え）製剤に関する製造販売後調査につい
ても歯学部の多くの先生方にご協力いただきまし
た。

現在、歯学部の先生方からも、臨床研究に係
る法規制、研究開発の計画立案、統計解析、薬
事、研究費獲得等に関する相談が寄せられ、随時
対応しています。また、最近では、橋渡し研究

（translational research）、医工連携に繋がる
研究、医師主導治験へと発展する研究も増加傾向
にあり、2021年度は 2 件AMED事業に採択され
た課題を支援し、当センター職員として大変やり
がいを感じています。

当センターは、2020年11月に旧歯学部附属病院
の跡地を改築した「新潟大学ライフイノベーショ
ンハブ」に移転しました。個人的には、ポリク
リ・臨床実習、研修医、大学院時代と頻回に行き
来していた旧外来を想起し、歯学部との縁も感じ
ながら仕事をしています。旧 1 補綴、 2 補綴外来
のあったエリアが当センターのオフィスとなり、
今春には歯学部裏の美しい桜も鑑賞できました。
また、旧 1 保存、 2 保存外来のエリアは、学内外
の研究者や企業との共創的研究発展のため、新た
な交流の場となるモダンな「コワーキングスペー
ス」として生まれ変わりました。当該スぺ―ス

は、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮しつ
つ、可能な限り早期のオープンを予定しており、
その際には歯学部の先生方にも広くご利用いただ
きたいと願っています。

3 ．当センターの利用について
ホームページ（https://www.ctrc.niigata-u.

ac.jp）には、センター紹介、支援業務の詳細が
掲載されているほか、「研究者の方へ」のページ
から「お問い合わせ」をクリックしていただくと
入力フォームがあります。企業から治験の依頼が
入り、実施に興味をお持ちの場合には、同フォー
ムにてご連絡ください。また、研究相談は、臨床
研究全般について受け付けています。先に記載し
た相談事項に加え、治験・臨床研究実施に関する
ことだけでなく、ご自身の研究のシーズを臨床研
究に繋げる前段階での基礎研究・非臨床研究の進
め方、臨床研究を始めるための準備、将来の社会
実装を見据えたProof of conceptの取得、薬事
承認を目指すための方向性の相談など、どのよう
なことでも構いません。研究相談は、開発促進部
門企画戦略室が対応し、私を含め、各部門長も兼
務しています。必要に応じて研究企画推進部・研
究推進課、地域創生推進機構、基礎・臨床研究支
援課への仲介等も行い、当センターのドアをノッ
クすれば、研究進捗に役立つヒントを必ず持ち
帰っていただけるような支援体制を整えていま
す。

また、私は診療のため外来ブロック 2 エリアに

当センター オフィス（旧 1 補綴・ 2 補綴外来） コワーキングスペース（旧 1 保存・ 2 保存外来）
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時々おりますし、オフィス場所の関係上、歯学部
校舎も往来していますので、どうぞ遠慮なくお声
がけください。歯科医師が所属していることで、

当センターによる支援実施の一例（HPにも掲載）

皆さんから当センターや治験・臨床研究を身近に
感じていただけますと幸いです。
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同窓会だより

副会長　野　内　昭　宏

新型コロナウイルス感染症の収束もまだ先のよ
うにも思えますが、それでも「新しい生活様式」
に則って、徐々に活動の場を広げています。

1 ．卒業生ネームプレート
卒業式を間近に控えた 3 月中旬に、この春に卒

業した歯学科51期生、口腔生命福祉学科14期生の
ネームプレートを歯学部 4 階の渡り廊下に設置し
ました。

2 ．慶事
令和 3 年春の叙勲で、歯学科 1 期生の吉田元彦

先生が旭日双光章を受章されました。保健衛生功
労の功績が認められたことによるものです。

また、 4 月には以下の 4 人の先生が各大学の教
授に就任されました。

・ 山本恒之先生（歯学科13期）　北海道大学大
学院歯学研究院口腔機能解剖学教室

・ 増本一真先生 （歯学科24期）　浜松医科大学
歯科口腔外科学講座

・ 濃野要先生（歯学科31期）　本学口腔生命福
祉学分野

・ 羽下・辻村麻衣子先生（歯学科35期）　日本

歯科大学新潟生命歯学部解剖学第二講座
そして 7 月には、歯学科31期の冨原圭先生が、

本学顎顔面口腔外科学分野教授に就任されまし
た。

規約に則り、各先生方には当会から慶祝の品を
贈呈しました。先生方の益々のご活躍をお祈りい
たします。

ネームプレート

同 窓 会 だ よ り同 窓 会 だ よ り

山本恒之 先生

冨原圭 先生

増本一真 先生

濃野要 先生 羽下・辻村麻衣子 先生
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3 ．学会開催支援金贈呈
この10月に、第155回 日本歯科保存学会秋季学

術大会が、本学う蝕学分野の主管で開催されま
す。規約に基づき、支援金を野杁教授にお渡しま
した。

4 ．総会と学術講演会
4 月24日（土）に、この 1 年間の活動方針を決

める総会を行いました。
その後の学術講演会では、生体組織再生工学分

野の泉健次教授から「異分野連携がもたらす口腔
粘膜ティッシュエンジニアリング／再生医療の発
展」と題して、再生医療関係の講演がなされまし
た。

5 ．学術セミナー
5 月30日（日）午前に、「シンポジウム『漢方

を知る』～口腔疾患における漢方医学～」と題し
て、遠藤奈央先生（株式会社ツムラ）、伊藤加代
子先生（新潟大学医歯学総合病院口腔リハビリ
テーション科）、田中裕先生（新潟大学医歯学総
合病院歯科麻酔科）の 3 先生から、ご講演をいた
だきました。

6 ．クラス代議員会議
6 月19日（土）夜に、各卒業期の代表者同士の

情報交換会を行いました。
学部の性格上、卒業生は全国にいらっしゃいま

す。そんな中で、 6 年間 or 4 年間を共に過ごし
た仲間の繋がりはまた別物で強固なものです。

この会を通じて、クラスの仲間に思いを馳せ
て、その結びつきの重要性を再認識した方も多
かったと思います。

「 4 ．総会と学術講演会」と「 5 ．学術セミ
ナー」と「 6 ．クラス代議員会議」は、いずれも
Zoomを介しての開催でした。このコロナ禍故に
すっかり確立されてしまった講演様式ですが、全
国津々浦々で活躍している同窓生を瞬時につなげ
てくれて、感覚的な距離をほぼ無くしてくれる便
利なものです。

まだまだ対面事業は難しい面もありますが、
ICTを駆使して工夫をして、今までと同等もしく
はそれ以上の活動を考えていきます。

支援金を受け取られる野杁教授



─ 74 ─

74

新潟大学歯学部同窓会学術講演会
を拝聴して

歯学科21期　棟　方　隆　一

2021年 4 月24日に開催されました、歯学部同窓
会学術講演会に、Zoomを用いて参加いたしまし
た。

新潟県外に住まう者としましては、今回のよう
なZoomによるオンライン開催は、時間的および
空間的制約を受けずに参加することができます。
その結果、多くの情報を享受することができ、き
わめて有用でありました。

講演内容につきましては、演者ご本人が総括す
るでしょうから、私からは触れませんが、 3 部構
成という形をとり、歴史的背景を含めての講演は
わかりやすく、おそらく聴衆も引き込まれたので
はないかと想像します。

個人的には、大学院時代に細胞培養を用いた研
究をしておりましたので、接点も多く、そして苦
労もわかるつもりです。先生がご指摘なさってい

る、三次元培養や共培養技術の重要性はさらに増
し、先生が用いている培養系が、この分野を牽引
していくものと確信しています。

先生の最終目標のひとつは、臨床応用を通して
治療につなげ、患者に福音をもたらすことでしょ
う。そこに至るまでの学問的体系の確立も完成間
近ではないでしょうか。

この分野の第一線に身を置く泉教授が発信する
最新の知見に触れ、身震いする思いでございま
す。学術的環境の外にいる身としましては、30年
ぶりにさびを落とし、そしてわずかにバージョン
アップした自分がおります。と同時に、教授と毎
晩のように飲み歩いた日々が懐かしく思い出され
ます。平安閣のケーキ食べ放題も男二人で行きま
したね。お互いにダイエットとは対極の位置にい
たことを誇りに思っていたのではないでしょうか。

制約の多いコロナ禍におきましても、ご講演の
労をお取りくださった泉教授、そして講演会を開
催してくださった同窓会本部の皆様方に、この場
をお借りして深くお礼申し上げます。
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シ ン ポ ジ ウ ム「 漢 方 を 知 る 」 
～口腔疾患における漢方医学～ 
を受講して

歯学科30期　杉　田　佳　織

5 月30日（日）オンラインでおこなわれたシン
ポジウム「漢方を知る」を受講させていただきま
した。以前から漢方医学には興味がありました
が、漢方薬は口腔乾燥症の患者さん以外処方した
ことがなく、理解を深めたいと思い今回受講を決
めました。

株式会社ツムラ営業本部の遠藤奈央先生からは
「漢方薬の概念」について、口内炎などの炎症が
起こっている場合、また炎症が長引き慢性化した
場合に漢方医学的に考えられる原因とその治療方
法を具体的に教えていただきました。今までは漢
方医学というと病態を把握することが難しいもの
であると考えていましたが、今回教えていただい
た指標の「気・血・水」は、症候から原因をとら
えやすく、必要な漢方の処方構成を理解しやすい
と思いました。また体の不調は生体のバランスが
崩れることにより起こり、それを整えるために漢
方薬が有効であるということを知ることができま
した。

口腔リハビリテーション科の伊藤加代子先生か
らは「口腔乾燥症への東洋医学的アプローチ」に
ついて、口腔乾燥症の診断や治療、味覚障害など
わかりやすく教えていただきました。口腔乾燥を
訴える高齢患者さんが多い診療所に勤務している
私にとっては、口腔乾燥症を学び直す良い機会と

なりました。口腔乾燥症では、自律神経性・薬剤
性・心因性など何が原因なのか判断することが大
切で、漢方薬はほとんどの原因で利用可能である
ということでした。また舌の大きさ、色、舌苔の
色などは患者さんの体質をみるのに重要だという
ことなので、私も普段の診療時に舌の状態を観察
することを習慣づけていきたいと思いました。

歯科麻酔科の田中裕先生からは「漢方薬と痛み
の治療」について、病名処方、歯科保険適応薬、
クリニカルエビデンス、口腔顔面痛など多様な視
点から教えていただきました。漢方医学では症状
があれば治療ができるため、漢方薬は原因不明で
診断がつかない口腔内の痛みの患者さんにも使い
やすいものの、漢方処方は患者をみて証を合わせ
ることが難しく、経験が必要なため敷居が高いと
感じている方が多いというお話でした。私もやは
り処方にためらうことがあったため、まず 1 ～ 2
種類の漢方薬を病名から処方して、雰囲気に慣れ
てきたら証や生薬の勉強をしてはどうか、という
先生のアドバイスを実践して経験を積んでいきた
いと思いました

今回のシンポジウムでは、漢方の基本的な知識
から処方の仕方まで 3 人の先生から様々な角度で
説明していただき、あらためて漢方の魅力を感じ
ることができました。使いやすいと教えていただ
いた立効散、排膿散久湯、五苓散などから処方を
してみて、まずは漢方に慣れるところから始めた
いと思います。

ご講演いただいた先生方、そしてセミナーの開
催を企画していただいた学術委員の皆様にはこの
場をお借りして御礼申し上げます。
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事務室からこんにちは

歯学部事務室学務係長　山　﨑　和　彦

昨年（令和 2 年）の 4 月に学務係に異動してま
いりました山﨑と申します。こんにちは。どう
ぞ、よろしくお願いいたします。

歯学部は20年ぶり 2 度目の勤務となります。当
時の事務室は、「総務係、会計係」と「学務係」
は部屋が別々でした。また、歯学部附属病院の事
務もあったため、宿直や当直勤務もあったそんな
時代でした。

当時既に教授でいらっしゃったのは、前田学部
長と髙木教授だったと記憶していますが、この 3
月に髙木先生も定年を迎えられ、時の流れの速
さ、人の移り変わりの速さを痛感しているところ
です。

さて、昨年の 4 月と言えば、新型コロナウイル
スが国内にまん延し出し、日本全国に緊急事態宣
言が発せられた、そんな頃でした。入学式等大学
に関わるイベントの中止はもとより、大学の根幹
を成す授業そのものも開始できないという大学職
員生活初の未曾有の事態を歯学部で経験すること
になりました。

そのような中、開始の遅れた授業は全て非対面

でスタートしましたが、感染状況の改善が見られ
ると、必死に対面型授業の実施を模索し、少しで
も質の高い教育を学生に提供しようと尽力される
歯学部の先生方のお姿を間近で拝見し、私自身も
その一端を共に担えればと思い仕事をさせていた
だいた一年でした。

残念ながら、 6 月現在、この新型コロナウイル
スの流行は未だ終息が見えない状況ですが、昨年
の経験を生かしながら、全ての学生の皆さんに満
足のいく新潟大学歯学部での学生生活を提供でき
るよう業務を遂行していきたいと思っています。

私ごとですが、趣味は、馬を眺めること、釣っ
た魚を料理して食べること、日本のちょっと辺鄙
なところを旅することです。20代、30代の頃は主
に離島や湿原を旅していましたが、40代になって
からは山深い地の古い寺社仏閣や鄙びた温泉地に
足が向くようになりました。コロナ禍が落ち着い
たら、熊野から吉野への古道巡りや津軽、下北の
温泉地をゆっくり再訪できたらなと思っています。

◆ ミ ニ コ ラ ム ◆◆ ミ ニ コ ラ ム ◆

歯学部を支える方々
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令和 3 年度 第54回新潟歯学会総会が 4 月17日
（土）に開催されました。昨年度は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言の発出の
影響を受けて、「総会」を延期して「第 1 回例会」
とともに 7 月に開催されたので、 4 月の総会開催
は 2 年ぶりでした。例年会場としていた歯学部講
堂は感染症対策のために使用できなかったため、
場所を新潟医療人育成センターに移し、会場の参
加者は演者と評議員に限定しました。

総会では、会務報告、昨年度の会計決算報告・
会計監査報告に続き、今年度の事業計画案と予算
案が承認されました。その後、髙木律男先生と山
崎和久先生が名誉会員として承認され、名誉会員
証が授与されました。2020年度の新潟歯学会賞は
目黒史也先生（歯周診断・再建学分野）、新潟歯
学会奨励賞は日吉巧先生（微生物感染症学分野）
に授与されました。おめでとうございます。

総会議事に続き、午前10時10分から 4 題の一般

口演が行われ、次いで午前11時から「これからの
口腔保健（オーラルヘルスプロモーション）戦略」
と題して、小川祐司先生（予防歯科学分野）によ
る教授就任講演が行われました。

当日は、学外 9 名を含む72名（Zoom参加22名）
の参加がありました。全国でもオンライン形式や
ハイブリッドの学会の開催が増えたことでリモー
ト参加の周知が容易になったとはいえ、昨年度と
比べてZoom参加者が倍増しており、一般会員の
皆様の参加が増えたことを嬉しく思っておりま
す。座長をお引き受けくださった先生方、演者お
よび参加された皆様、ありがとうございました。

令和 3 年度第 2 回例会は11月 6 日（土）に同会
場で開催予定です。新型コロナウイルス感染拡大
状況によっては、開催場所等が変更となる可能性
もありますので、詳細は新潟歯学会ホームページ
をご覧ください（http://www.dent.niigata-u.
ac.jp/nds/index-j.html）。

令和 3 年度 第54回新潟歯学会総会報告

令和 3 年度新潟歯学会集会幹事
摂食嚥下リハビリテーション学分野

辻　村　恭　憲

新 潟 歯 学 会 報 告新 潟 歯 学 会 報 告

開会の辞　前田歯学部長  新潟歯学会賞授与 目黒史也先生（左）
と前田歯学部長

教授就任講演　小川祐司先生
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教 職 員 異 動

異動区分 発令年月日 氏名 異動後の所属・職 異動前の所属・職

退職 R 3 ．2 ．28 米　田　博　行 包括歯科補綴学分野助教

定年退職 R 3 ．3 ．31 髙　木　律　男 顎顔面口腔外科学分野教授

定年退職 R 3 ．3 ．31 山　崎　和　久 口腔生命福祉学科教授

定年退職 R 3 ．3 ．31 奥　田　一　博 歯周診断・再建学分野准教授

退職 R 3 ．3 ．31 齊　藤　一　誠 小児歯科学分野准教授

退職 R 3 ．3 ．31 奥　村　暢　旦 歯科臨床教育学分野講師

退職 R 3 ．3 ．31 久保田　　　悠 予防歯科学分野助教

退職 R 3 ．3 ．31 岩　瀬　陽　子 小児歯科学分野助教

退職 R 3 ．3 ．31 TRAKANANT 
SUPALUK

口腔解剖学分野助教

退職 R 3 ．3 ．31 渡　邊　賢　礼 摂食嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学分野助教

退職 R 3 ．3 ．31 三　上　俊　彦 組織再建口腔外科学分野助教

任期満了 R 3 ．3 ．31 大　墨　竜　也 う蝕学分野助教

任期満了 R 3 ．3 ．31 戸　川　　　瞳 包括歯科補綴学分野特任助教

任期満了 R 3 ．3 ．31 長谷川　真　奈 歯科臨床教育学分野特任助教

昇任 R 3 ．4 ．1 濃　野　　　要 口腔生命福祉学科教授 医歯学総合病院予防歯科講師

昇任 R 3 ．4 ．1 中　村　由　紀 小児歯科学分野准教授 小児歯科学分野助教

昇任 R 3 ．4 ．1 米　澤　大　輔 口腔生命福祉学科准教授 口腔生命福祉学科助教

昇任 R 3 ．4 ．1 山　﨑　　　学 口腔病理学分野講師 口腔病理学分野助教

採用 R 3 ．4 ．1 外　園　真　規 う蝕学分野助教 大阪大学歯学部附属病院

配置換 R 3 ．4 ．1 中　島　　　努 小児歯科学分野助教 医歯学総合病院小児歯科・障がい者歯科助教

採用 R 3 ．4 ．1 笹　川　祐　輝 小児歯科学分野助教 医歯学総合病院小児歯科・障がい者歯科医員

配置換 R 3 ．4 ．1 齋　藤　夕　子 顎顔面口腔外科学分野助教 医歯学総合病院顎顔面口腔外科助教

配置換 R 3 ．4 ．1 那小屋　公　太 摂食嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学分野助教 医歯学総合病院摂食嚥下機能回復部助教

採用 R 3 ．4 ．1 吉　原　　　翠 摂食嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学分野助教 医歯学総合病院摂食嚥下機能回復部医員

配置換 R 3 ．4 ．1 村　上　和　裕 包括歯科補綴学分野助教 医歯学総合病院義歯診療科助教

採用 R 3 ．4 ．1 松　本　明日香 口腔生命福祉学科助教

学　部

【教員等】
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異動区分 発令年月日 氏名 異動後の所属・職 異動前の所属・職

採用 R 3 ．4 ．1 井　田　貴　子 う蝕学分野特任助教 高度口腔機能教育研究センター特任助教

採用 R 3 ．4 ．1 北　見　恩　美 歯科薬理学分野特任助教 高度口腔機能教育研究センター特任助教

採用 R 3 ．4 ．1 山　本　　　徹 歯科麻酔学分野特任助教

採用 R 3 ．4 ．1 鈴　木　絢　子 高度口腔機能教育研究ｾﾝﾀｰ特任助教

採用 R 3 ．4 ．1 日　吉　　　巧 高度口腔機能教育研究ｾﾝﾀｰ特任助教

昇任 R 3 ．5 ．1 高　橋　直　紀 歯周診断・再建学分野准教授 医歯学総合病院歯周病科講師

配置換 R 3 ．5 ．1 大　川　純　平 包括歯科補綴学分野助教 医歯学総合病院義歯診療科助教

配置換 R 3 ．5 ．1 須　田　大　亮 組織再建口腔外科学分野助教 医歯学総合病院口腔再建外科助教

採用 R 3 ．5 ．1 井　田　貴　子 う蝕学分野助教 う蝕学分野特任助教

採用 R 3 ．5 ．1 市　木　貴　子 口腔生化学分野助教 カリフォルニア工科大学

採用 R 3 ．5 ．1 LAY THANT 高度口腔機能教育研究センター特任助手

昇任 R 3 ．6 ．1 金　子　　　昇 医歯学総合病院予防歯科講師 予防歯科学分野助教

昇任 R 3 ．6 ．1 金　谷　　　貢 生体組織再生工学分野講師 生体組織再生工学分野助教

採用 R 3 ．6 ．1 佐　藤　拓　実 歯周診断・再建学分野助教 医歯学総合病院歯科総合診療科医員

採用 R 3 ．7 ．1 冨　原　　　圭 顎顔面口腔外科学分野教授 富山大学医学部

【事務等】

異動区分 発令年月日 氏名 異動後の所属・職 異動前の所属・職

採用 R 3 ．3 ．1 牛　木　真　理 歯学部事務室学務係派遣職員

配置換 R 3 ．4 ．1 櫻　井　拓　仁 財務部財務管理課学系等契約係 歯学部事務室学務係

配置換 R 3 ．4 ．1 林　　　尚　人 学術情報部情報企画課主任 歯学部事務室総務係主任

配置換 R 3 ．4 ．1 中　川　滋　貴 歯学部事務室総務係主任 自然科学系工学部事務室学務係主任

採用 R 3 ．4 ．1 池　田　恵　美 歯学部事務室学務係

採用 R 3 ．4 ．1 橋　本　真　由 包括歯科補綴学分野科学技術振興技術者

任期満了 R 3 ．4 ．15 椎　谷　亮　子 歯学部事務室総務係派遣職員

育休復帰 R 3 ．4 ．16 鈴　木　香　織 歯学部事務室総務係

退職 R 3 ．5 ．31 牛　木　真　理 歯学部事務室学務係派遣職員

任期満了 R 3 ．6 ．30 笠　原　由　佳 生体歯科補綴学分野事務補佐員

採用 R 3 ．7 ．1 中　島　はづき 歯学部事務室学務係派遣職員
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異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

退職 R 3 ．3 ．8 西　　　真紀子 予防歯科助教

退職 R 3 ．3 ．31 坂　井　幸　子 歯科放射線科助教

退職 R 3 ．3 ．31 遠　間　愛　子 歯の診療科助教

任期満了 R 3 ．3 ．31 後　藤　理　恵 口腔リハビリテーション科特任助手

昇任 R 3 ．4 ．1 濃　野　　　要 医歯学系（口腔保健学）教授 予防歯科講師

配置換 R 3 ．4 ．1 中　島　　　努 医歯学系（小児歯科学）助教 小児歯科・障がい者歯科助教

配置換 R 3 ．4 ．1 齋　藤　夕　子 医歯学系（顎顔面口腔外科学）助教 顎顔面口腔外科専任助教

配置換 R 3 ．4 ．1 村　上　和　裕 医歯学系（包括歯科補綴学）助教 義歯診療科助教

配置換 R 3 ．4 ．1 那小屋　公　太 医歯学系（摂食嚥下リハビリテーション学）助教 摂食嚥下機能回復部助教

採用 R 3 ．4 ．1 永　田　量　子 歯の診療科助教

昇任 R 3 ．5 ．1 高　橋　直　紀 医歯学系（歯周診断・再建学）准教授 歯周病科講師

配置換 R 3 ．5 ．1 須　田　大　亮 医歯学系（組織再建口腔外科学）助教 口腔再建外科専任助教

配置換 R 3 ．5 ．1 大　川　純　平 医歯学系（包括歯科補綴学）助教 義歯診療科助教

昇任 R 3 ．6 ．1 金　子　　　昇 予防歯科講師 予防歯科学助教

採用 R 3 ．6 ．1 隅　田　賢　正 顎顔面口腔外科専任助教 顎顔面口腔外科医員

採用 R 3 ．6 ．1 髙　村　真　貴 歯科放射線科助教 歯科放射線科医員

採用 R 3 ．6 ．1 皆　川　久美子 予防歯科助教 予防歯科医員

採用 R 3 ．6 ．1 兒　玉　匠　平 義歯診療科助教 顎口腔インプラント治療部医員

採用 R 3 ．6 ．1 都　野　隆　博 高度医療開発センター特任助教 歯周病科医員

採用 R 3 ．7 ．1 竹　内　涼　子 口腔再建外科助教 口腔再建外科医員

採用 R 3 ．7 ．1 吉　村　将　悟 義歯診療科助教 義歯診療科医員

採用 R 3 ．7 ．1 長谷川　真　奈 歯科総合診療科特任助教 歯科総合診療科医員

病　院

【教員等】



─ 81 ─

81

【看護・診療支援部】

異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

退職 R 3 ．3 ．31 佐々木　　　薫 東 3 階病棟副看護師長

任期満了 R 3 ．3 ．31 阿　部　弘　美 歯科衛生部門歯科衛生士

昇任 R 3 ．4 ．1 寶　來　和　呼 看護管理室副看護部長 東 3 階病棟看護師長

採用 R 3 ．4 ．1 佐　藤　美　優 東 3 階病棟看護師

採用 R 3 ．4 ．1 関　沢　有　芽 東 3 階病棟看護師

採用 R 3 ．4 ．1 原　　　初　月 東 3 階病棟看護師

採用 R 3 ．4 ．1 邉　見　真梨奈 歯科衛生部門歯科衛生士

所属換 R 3 ．4 ．1 畑　田　美登里 外来（歯科）看護師 総合リハビリテーションセンター看護師

所属換 R 3 ．4 ．1 儀　同　真由美 外来（歯科）看護師長 東 8 階病棟看護師長

所属換 R 3 ．4 ．1 川　村　都　子 東 3 階病棟看護師長 外来（歯科）看護師長

所属換 R 3 ．4 ．1 佐久間　充　子 東 6 階病棟副看護師長 外来（歯科）副看護師長

所属換 R 3 ．4 ．1 渡　辺　雅　史 東 3 階病棟副看護師長 手術部副看護師長

所属換 R 3 ．4 ．1 田　中　千香子 東 3 階病棟看護師 東 ９ 階病棟看護師

所属換 R 3 ．4 ．1 村　田　真奈美 東 6 階病棟看護師 外来（歯科）看護師

所属換 R 3 ．4 ．1 内　藤　薫　子 東 3 階病棟看護師 西 4 階病棟看護師

所属換 R 3 ．4 ．1 伊　藤　由　美 東 3 階病棟看護師 西10階病棟看護師

所属換 R 3 ．4 ．1 阿　部　香　織 外来（歯科）看護師 外来（医科）看護師

育児休業復帰 R 3 ．4 ．1 井　上　愛　恵 東 3 階病棟看護師

育児休業復
帰・所属換 R 3 ．4 ．1 星　野　苑　美 手術部看護師 外来（歯科）看護師

育児休業復帰 R 3 ．4 ．11 堀　　　　　舞 東 3 階病棟看護師

育児休業 R 3 ．4 ．17 飛田野　奈　美 東 3 階病棟看護師

所属換 R 3 ．5 ．９ 櫻　田　仁　美 東11階病棟看護師 東 3 階病棟看護師

所属換 R 3 ．5 ．９ 堀　口　航　平 東 3 階病棟看護師 東11階病棟看護師

所属換 R 3 ．5 ．９ 板　垣　文　佳 東 3 階病棟看護師 東11階病棟看護師

育児休業 R 3 ．5 ．10 藤　巻　麻　未 東 3 階病棟看護師

任期満了 R 3 ．5 ．31 小　林　さやか 歯科衛生部門歯科衛生士

採用 R 3 ．6 ．1 平　原　茉　結 歯科衛生部門歯科衛生士

所属換 R 3 ．6 ．6 後　藤　ひかる 集中治療部看護師 東 3 階病棟看護師

所属換 R 3 ．6 ．6 櫻　田　仁　美 東 3 階病棟看護師 東11階病棟看護師
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【事務部】

異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

配置換 R 3 ．4 ．1 八百板　正　樹 総務部企画課長 基礎・臨床研究支援課長

配置換 R 3 ．4 ．1 土　田　秀　樹 医歯学系総務課長 総務課長

配置換 R 3 ．4 ．1 島　田　　　彰 総務課長 医事課長

配置換 R 3 ．4 ．1 小　黒　健　児 基礎・臨床研究支援課長 経営企画課副課長

配置換 R 3 ．4 ．1 長谷川　　　亨 医事課長 経営企画課副課長

配置換 R 3 ．4 ．1 小　川　貴　弘 研究企画推進部産学連携課知的財産係長 基礎・臨床研究支援課主任

配置換 R 3 ．4 ．1 櫻　井　　　毅 財務部財務企画課財務分析係長 経営企画課財務企画係長

配置換 R 3 ．4 ．1 野　口　竜　介 財務部財務管理課副課長 医事課専門員（安全管理）

配置換 R 3 ．4 ．1 齋　藤　真　紀 学務部教務課学校教員研修係長 医事課患者支援係長

配置換 R 3 ．4 ．1 山　崎　利　弘 人文社会科学系学務課副課長 医事課副課長

配置換 R 3 ．4 ．1 渡　邉　健一郎 人文社会科学系学務課経済学部学務係長 経営企画課主任

配置換 R 3 ．4 ．1 丸　山　浩　一 医歯学系脳研究所事務室共同利用係長 医事課医事総括係長

配置換 R 3 ．4 ．1 小　池　　　歩 総務課総合臨床研修係長 総務課主任

配置換 R 3 ．4 ．1 小　島　清　市 経営企画課副課長 人文社会科学系学務課副課長

配置換 R 3 ．4 ．1 登　松　　　司 経営企画課副課長 医歯学系総務課副課長

配置換 R 3 ．4 ．1 高　橋　　　譲 経営企画課財務企画係長 財務部財務企画課主任

配置換 R 3 ．4 ．1 山　本　　　伸 管理運営課副課長 財務部財務管理課副課長

配置換 R 3 ．4 ．1 木　伏　哲　夫 管理運営課管理係長 基礎・臨床研究支援課外部資金係長

配置換 R 3 ．4 ．1 伊佐早　貴　子 管理運営課契約係長 総務課総合臨床研修係長

配置換 R 3 ．4 ．1 及　川　俊　哉 基礎・臨床研究支援課外部資金係長 管理運営課管理係長

配置換 R 3 ．4 ．1 服　部　正　人 医事課専門員（安全管理） 管理運営課契約係長

配置換 R 3 ．4 ．1 井　部　達　也 医事課副課長 管理運営課副課長

配置換 R 3 ．4 ．1 目　黒　恵　美 医事課専門職員（がん診療） 医事課救急医療係長

配置換 R 3 ．4 ．1 戸　松　真　紀 医事課専門職員（入院係長兼務） 医事課専門職員（診療請求係長兼務）

配置換 R 3 ．4 ．1 伊　藤　憲　興 医事課医事総括係長 医歯学系脳研究所事務室共同利用係長

配置換 R 3 ．4 ．1 吉　田　淳　一 医事課外来係長 医事課診療管理係長

配置換 R 3 ．4 ．1 木　津　孝　明 医事課患者支援係長 総務部労務福利課共済係長



─ 83 ─

83

令和 3 年度歯学部内委員会
令和 3 年 4 月 1 日

委　員　会　名 氏　　　名 職　　　名 対応する全学委員会 備　　　考
― 前　 田　 健　 康 系列長 任期 R3.4.1～R5.3.31
総務委員会 前　 田　 健　 康 歯学部長・歯学科長 総括

小　 林　 正　 治 副病院長 歯科担当

小　 野　 和　 宏 副学部長・学務委員
会委員長・評議員 学務

多部田　康　一 副学部長 総務・施設・渉外
井 上　　 誠 副学部長 研究
照　 沼　 美　 穂 副学部長 国際交流
大　 内　 章　 嗣 学部長補佐・評議員 副学系長
寺 尾　　 豊 学部長補佐 広報
葭　 原　 明　 弘 口腔生命福祉学科学科長

学務委員会 小　 野　 和　 宏 学務委員会委員長 大学教育委員会教務専門委 総括

井 上　　 誠 大学院学務委員会委
員長 大学院学務

田　 沼　 順　 一 入試実施委員会委員長 入試実施委 入試
山　 村　 健　 介 学生支援委員会委員長 学生支援
藤　 井　 規　 孝 臨床実習実施委員会委員長 臨床実習
葭　 原　 明　 弘 口腔生命福祉学科学科長 口腔生命福祉学科
濃 野　　 要 教務委員会委員長 教務

教務委員会 濃 野　　 要 教務委員会委員長 総括
小　 野　 和　 宏 オブザーバー
林　　 孝 文 教育課程（歯学科系）
大　 内　 章　 嗣 教育課程（口腔生命福祉学科系）
ステガロユ・ロクサーナ 教育課程（口腔生命福祉学科系）
大 峡　　 淳 ◎共用試験（CBT）
伊　 藤　 晴　 江 ◎共用試験（OSCE）

多部田　康　一 （臨床実地試験　総括）
◎共用試験

（診療参加型臨床実習後
客観的臨床能力試験）

吉　 羽　 邦　 彦 （一斉技能試験　総括）
◎共用試験

（診療参加型臨床実習後
客観的臨床能力試験）

臨床実習実施委員会 藤　 井　 規　 孝 臨床実習実施委員会委員長 ◎歯学科臨床実習・臨
床予備実習総括

吉　 羽　 邦　 彦 ◎口腔生命福祉学科臨
床実習Ⅱ総括

柴　田　佐都子 ◎口腔生命福祉学科臨
床実習Ⅰ総括

伊　 藤　 晴　 江 歯科総合診療部
竹　 中　 彰　 治 予防・保存系診療科
秋　 葉　 奈　 美 摂食機能・補綴系診療科
大　 島　 邦　 子 小児・矯正系診療科
齋　 藤　 直　 朗 口腔外科系診療科

共用試験委員会 大 峡　　 淳 ＣＢＴ 必要な都度委員を指名
伊　 藤　 晴　 江 ＯＳＣＥ 必要な都度委員を指名
多部田　康　一 臨床実地試験　総括 必要な都度委員を指名
吉　 羽　 邦　 彦 一斉技能試験　総括 必要な都度委員を指名

学生支援委員会 山　 村　 健　 介 学生支援委員会委員長 学生相談室相談員・学生相談連絡会議 総括
依　 田　 浩　 子 歯学科
小　 松　 康　 高 歯学科
秋　 葉　 奈　 美 歯学科
諏訪間　加　奈 口腔生命福祉学科
佐　伯　万騎男 学生相談室相談員・学生相談連絡会議 歯学部
伊　 藤　 晴　 江 研究科

学生相談員 山　 村　 健　 介
依　 田　 浩　 子
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委　員　会　名 氏　　　名 職　　　名 対応する全学委員会 備　　　考
入試制度委員会 前　 田　 健　 康 学部長（歯学科長）

大　 内　 章　 嗣 学部長補佐
多部田　康　一 副学部長
葭　 原　 明　 弘 口腔生命福祉学科長
田　 沼　 順　 一 入試実施委員会委員長

小　 野　 和　 宏 副学部長（学務）・学
務委員会委員長

山　 村　 健　 介 学生支援委員会委員長
入試実施委員会 田　 沼　 順　 一 入試実施委員会委員長 入試委・入試実施委 総括

佐　伯　万騎男 前入試実施委員会委員長 補佐
吉　 羽　 邦　 彦
小　 川　 祐　 司 オブザーバー

研究科学務委員会 井 上　　 誠 副学部長 総括
泉　　 健 次 学生支援
濃 野　　 要

石　 田　 陽　 子 オブザーバー（留学生支援）

国費優先配置特別プ
ログラム運営委員会

前　 田　 健　 康 学部長
照　 沼　 美　 穂 副学部長
井 上　　 誠 副学部長
大 峡　　 淳 研究科長
小　 川　 祐　 司
石　 田　 陽　 子　

施設環境整備委員会 多部田　康　一 副学部長 総括
大 峡　　 淳 動物実験倫理委員会
佐　伯　万騎男 施設整備専門委
寺 尾　　 豊 遺伝子組換え実験安全委
高　 橋　 直　 紀
加 来　　 賢 総合博物館検討専門委
堀　　 一 浩

共通施設専門委員会 多部田　康　一 副学部長
土　 門　 久　 哲
高　 橋　 直　 紀

部局環境安全衛生管理室 前　 田　 健　 康 学部長 役職指定
片 桐　　 渉 環境安全管理担当者
近　 藤　 正　 一 事務室長・衛生管理者
丸 山　　 俊

部局CSIRT
（情報セキュリティ担当
者会議）

前　 田　 健　 康 部局CSIRT責任者
西　 山　 秀　 昌 部局CSIRTリーダー 情報基盤センター運営委 総括
鈴　 木　 一　 郎 部局CSIRT副リーダー IT一般
黒　 川　 孝　 一 部局CSIRT副リーダー
丹 原　　 惇 部局CSIRT副リーダー
近　 藤　 正　 一 部局情報セキュリティ事務担当者

図書館委員会 寺 尾　　 豊 附属図書館委
土　 門　 久　 哲 附属図書館委
吉　 羽　 邦　 彦

国際交流委員会 照　 沼　 美 穂 副学部長 国際交流委員会専門委
井 上　　 誠 副学部長
多部田　康　一 副学部長
小　 川　 祐　 司
泉　　 健 次
前　 川　 知　 樹
高　 橋　 直　 紀
石　 田　 陽　 子 オブザーバー

広報委員会 寺 尾　　 豊 学部長補佐 総括　◎歯学部ニュー
ス専門委

多部田　康　一 副学部長 ◎広報専門委（学部）
ステガロユ・ロクサーナ ◎広報専門委（学部）
吉　 羽　 邦　 彦 ◎広報専門委（研究科）

黒　 川　 孝　 一 口腔生命福祉学科
◎学部広報web専門委

丹 原　　 惇 研究科広報web
堀　　 一 浩 公開講座実施委 ◎
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委　員　会　名 氏　　　名 職　　　名 対応する全学委員会 備　　　考
歯学部広報委員会

Ｗｅｂ専門委員会
寺 尾　　 豊 学部長補佐 総括
黒　川　孝　一
竹　中　彰　治
米　澤　大　輔
丹 原　　 惇
齋　藤　直　朗

歯学部ニュース専門委員会 寺 尾　　 豊 学部長補佐 他の委員は准講層、助教層
からローテーションで選出

広報専門委員会 寺 尾　　 豊 学部長補佐 学部
ステガロユ・ロクサーナ 学部
吉　羽　邦　彦 研究科

歯学部公開講座委員会 堀　　 一 浩 公開講座実施委
プロジェクト研究委員会 井 上　　 誠 副学部長

多部田　康　一 副学部長
照　沼　美　穂 副学部長
野　杁　由一郎
泉　　 健 次
岡　本　圭一郎
前　川　知　樹

臨床系実習室管理委員会 小　野　高　裕 委員長 共同技工室、実習準備室

吉　羽　永　子 臨床基礎実習室、臨床
技能評価室、臨床示説室

小　林　哲　夫 臨床基礎実習室
魚　島　勝　美 臨床基礎技能実習室
加 来　　 賢 臨床技能自習室
藤　井　規　孝 臨床実習技工室
黒　川　孝　一 歯科行動科学相互実習室

人事評価委員会 前　田　健　康 系列長
山　村　健　介 任期制教員で基礎系の教授 任期 R2.4.1～R4.3.31
林　　 孝 文 任期制教員で臨床系の教授 任期 R2.4.1～R4.3.31
丹 原　　 惇 任期制教員である准教授、講

師及び助教のうちから 2 人
任期 R2.4.1～R4.3.31

竹　中　彰　治 任期 R2.4.1～R4.3.31
ＦＤ委員会 秋　葉　陽　介 委員長

吉　羽　永　子
新　美　奏　恵
真 柄　　 仁
伊　藤　晴　江
大　川　純　平
高　橋　直　紀
川　崎　真依子
前　田　健　康 顧問
小　野　和　宏 オブザーバー
井 上　　 誠 オブザーバー

女性研究者登用委員会 前　田　健　康 学部長
多部田　康　一 副学部長
照　沼　美　穂 副学部長
寺　尾　　　豊 学部長補佐

◎は下部組織を立ち上げる必要のある委員
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編 集 後 記

はじめに、お忙しい中、原稿執筆にご協力いただいた学内外の皆様に感謝申し上げます。今回初
めて歯学部ニュースの編集に携わらせていただき、至らない点も多かったとは思いますが、歯学部
ニュースが多くの方々のご協力により作りあげられていることを改めて認識することができまし
た。コロナ禍で歯学部関係者との対面でのやりとりも少なくなってしまった昨今、本号歯学部
ニュースが少しでもお互いを知れる機会の一つとなってくれればなによりです。今後も歯学部
ニュースが新潟大学歯学部の内外の活性化につながる広報誌であることを願っています。

 口腔病理学分野　阿部 達也

まず初めに、この度はお忙しい中、原稿執筆にご協力いただいた先生方、学生さんに感謝申し上
げます。歯学部ニュースは、執筆依頼を頂き寄稿させていただいたことは何度もありましたが、依
頼する側として編集に携わることで、この広報誌を作る為に多くの方が尽力していることを改めて
実感しました。歯学部ニュースがこれからも、歯学部の更なる発展と活躍を報告する場として役
立って欲しいと願います。微力ながら今号の歯学部ニュースの編集に携わらせて頂きまして、誠に
ありがとうございました。

 組織再建口腔外科学分野　齋藤 大輔

この度初めて編集委員を担当させていただきました。学外出身者である私にとって、歯学部
ニュースは学内の情報を知ることができるとても貴重な広報誌で、時にはバックナンバーも含めて
楽しく読ませていただいております。今回編集に携わり、改めてたくさんの先生方、学生さんの協
力のもと成り立っているのだと実感しました。お忙しい中ご寄稿いただいた皆様に心より感謝申し
上げます。今後もこの歯学部ニュースが活発な情報発信の場であることを願っております。

高度口腔機能教育研究センター
 歯周診断・再建学分野　原 実生

この度はお忙しい中、原稿の執筆にご協力いただきました先生、学生の皆様にこの場をお借りし
て心より御礼申し上げます。今回、初めて歯学部ニュースの編集に微力ながら関わらせていただ
き、大変良い経験になりました。歯学部ニュースは、本学の卒業生ではない私にとって、本学のこ
とをよく知ることができる貴重な機会であり、毎号楽しく読ませていただいております。これから
も充実した内容を期待して、また次号を楽しみにしております。

 微生物感染症学分野　平山 悟

歯学部ニュース139号は、コロナ第 4 派が到来し、医療従事者へのワクチン接種がはじまった2021
年 4 月に、編集者一同が会することなく、メールのやり取りのみで始動しました。そして現在 7 月
末ですが、とても順調に編集作業が進行し終わりが見えてきたので、編集後記をしたためています。

原稿依頼、入稿、校正等、殆どの作業が前倒しで進んだことは、ひとえに著者の皆様と編集委員
の先生方の御尽力の賜物だと思います。新潟大学歯学部構成員の真面目さ、誠実さを感じました。
ご多忙の中、ご寄稿くださった方々、編集に携わってくださった編集委員 4 名の先生方、編集責任
の寺尾先生、そして本誌を読んでくださった皆様へ、心より感謝申し上げます。ありがとうござい
ました。

 包括歯科補綴学分野　長谷川 陽子
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